












































ＭＦ文庫Ｊ

妹が魔女で困ってます。２

～妹の嫉しつ妬とと魔女の毒～

星家なこ
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１　「妹魔女にかこまれた日常」

２　「毒と星屑の魔女」

３　「嫉妬する妹の本音」

４　「星屑が降る結末」
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プロローグ



「バッカじゃないのっ！　『お兄ちゃん』って呼ばれたくらいでデレデレして！　『お兄ちゃん』なんて恥ずかしい呼び方、あたしは絶対にしないからねっ！　バカお兄！」

　学園からの帰り道。

　御み堂どう未み来きは、妹である御堂永と遠わにそんなことを言われ怒られていた。

　魔女と呼ばれる特別な女子だけが通う学園に在籍する唯一の男子、御堂未来。その特別性から未来は、学園にいる全すべての女子の興味の対象になっていた。

　しかも、普通に興味をもたれているだけではない。

　個性豊かな多くの少女から、未来は『お兄ちゃん』と呼ばれ、慕われていた。

　本人からすれば喜ばしい状況なのかもしれないが、妹の立場で見れば、今の未来の状況はあまり面白いものではないようだ。

「あんまり女の子にデレデレしないでよね」と注意してきた永遠に、「しょうがないだろ。お兄ちゃんって言ってみんなが寄ってくるんだから」と答えた結果、冒頭のように一喝されることになってしまったのだった。

「何だよ……俺おれだって好きでお兄ちゃんになったわけじゃないんだから、そんな風に怒らなくてもいいだろ」

「ふんっ。どうだか？　そうやってお兄ちゃんって言って寄ってくる女の子とお兄が色々仲良くしてること、あたしは知ってるんだからね！」

「知ってるって……何でお前がそんなこと知ってるんだよ？」

「そういうことがすぐにわかる立場になったからよ。今日だって、お兄を見張るっていう仕事で一緒に帰ってあげてるんだからね！　だから、あたしが好きでお兄のそばにいるとか思わないでよね！　バカお兄っ」

　勝気な性格をしている永と遠わは、そう言ってセミロングの髪を振り、そっぽを向いた。

　いつものことだが、機嫌が悪い妹は、ツンツンしていて扱いにくい。

　全寮制で、未み来き以外は全すべて女性という環境。当然のように、未来の部屋は他ほかの女子寮から離れた場所に位置している。そのため、帰り道に他の生徒の姿はなく、二人っきりということもあり、永遠は人目を気にせず兄である未来に感情をぶつけていた。

「俺おれを見張る仕事って何だよ？　そういえば最近、学園の用事で色々忙しいって言ってたけど、それと関係あるのか？」

「ふんっ。そんなことお兄には教えてあげないもん。どうせ──お兄にはいつか話すことになるんだから──そんなことよりも、お兄が女の子にデレデレしてると、妹であるあたしが恥をかいて困るって言ってるの！　だからちゃんと自覚して、気をつけてよね」

















「そんなことお前に言われなくてもわかってるんだよ。でもな、あんまり冷たくしても、その子に悪いだろ？　だから俺おれは相手が傷つかないように、色々と考えて対応してるんだから。デレデレしてるの一言で片付けるなよ」

「だって……実際に、お兄は他ほかの女の子とばかり仲良くしてるし……」

　急に、永と遠わがしおらしい顔を見せる。うつむきながら、永遠は未み来きの制服の裾すそを握り締めてきた。

「『お兄ちゃん』なんて呼び方、恥ずかしいから絶対にしてあげないけど……それ以外だったら、本当の妹がいるんだからいいじゃない。なのに、他の子にデレデレしてるような顔して……」

　未来の服の裾を引っ張り、モジモジしながら文句を言ってくる永遠は、文句なしで可愛かわいらしかった。

「べ、別に……お兄が誰だれと仲良くしてても、あたしには関係ないもん……でも、それだと純じゆんが傷ついちゃうと思うから……あたしがお兄を見張ってあげてるだけだもん。だから勘違いしないでよね。あたしは別に、お兄なんてどうでもいいと思ってて……」

「永遠……」

　名前を呼ぶと、モジモジしながら顔を上げた永遠と目が合った。その瞬間、永遠は恥ずかしげに頬ほおを赤らめ、右腕から炎を発した。

「ち、違うもん違うもんっ。バカお兄相手にドキドキなんかしてないもんっ。こんなの何かの間違いだもん」

　未来から離れると、永遠はそんなことを叫びながら右腕を振っていた。

　何をしとるんだ、こいつは……

　腕を振って炎を消そうとしている永遠を呆あきれ顔で見つめつつ、未来は会話に出てきた、純という少女のことを思い出していた。

　純の奴やつ……今いま頃ごろ何してるんだろ。

　純というのは、未来にとって大切な妹の名前だった。

　とある事情で、今はこの学園を離れ、父親のもとで生活をしているが──本来なら妹として、永遠と共に未来のそばにいるはずの少女であった。

　そういえば、この前純から手紙が届いたんだよな。文章自体は、日常のことや俺のことを心配してる内容で、純らしいものだったんだけど……最後になぜか赤文字で「他の女の子にデレデレしないよう、気をつけてください」って書いてあったり……「浮気してナイフで刺された熊くまさん」なんて、理解に苦しむぬいぐるみが同封されてたりと……色々と、困った面を見せてたっけ。超ヤキモチ妬やきの性格は、全く変わってないみたいだけど……あいつ、もう戻ってこないつもりなのかな。

　永遠に負けず劣らず、純も兄を困らせる性格をしていた。だがそれを差し引いても、純が可愛かわいい妹であることは、間違いない事実であった。

　純じゆん……会いたいな。久しぶりに、あのおっとりとした優しい感じで、お兄さんって呼ばれたいな。それに、純は肌がモチモチしてて柔らかくて、またあの手をギュッて握り締めたくて……

　可愛い妹のことを考えると、自然と顔が緩んでしまった。

　そんな未み来きの姿を見逃さないのは、もう一人の妹だ。

　緩んでいた未来の顔に──視界を真っ赤に染め上げる火の玉が直撃した。

「ぎゃぁッッッ。な、何すんだよッ！」

　火の玉を投げた犯人は、当然のように永と遠わであった。

「ふんっ。なんだかデレデレしてるみたいだから、魔術でお兄の熱を下げてあげたのよ」

「だからって火の玉を投げる奴やつがあるか！　逆に温度が上がるだろうが！」

　文句を言っても、永遠はどこ吹く風といった様子だった。

　未来が他ほかの少女のことを考えていたと思い、機嫌を損ねた永遠だったが、純のことを考えていたと素直に話すと、案外あっさりと未来のことを許してくれた。

　未来にとってそうであるように、永遠にとっても、純という少女は大切な家族の一人であった。

　その後。未来が寝床としている宿泊施設に到着すると、永遠は役目を終えたとばかりに、学園へと戻っていた。

　別れ際、永遠は何か言いたそうな顔で未来を見ていた。

　だけど結局、永遠は何も言わなかった。

「お兄ちゃん」に甘えたいけど、素直に甘えられない時。

　永遠は決まって、未来にあんな顔を見せていた。

　自室を目指しながら、未来は思っていた。

　永遠が言ってることもわかるけど……しょうがないだろ。女の子のほうが、俺おれを慕ってくれてるんだから。

　特別な環境であるがゆえ、モテているということは自覚していた。だからといって、全すべてを拒絶するわけにはいかない。

　女の子は繊細で傷つきやすくて……可愛くて、大切に扱わないといけない存在なのだ。

　ましてやそれが、「兄」として未来を慕ってくれる「妹」のような女の子であれば──

　自室に戻った未来は、声を上げることなく驚きよう愕がくした。

　いつも使用しているベッドの上。

　ツインテールの少女が制服姿のまま、安らかに寝息を立てていた。

　る、瑠る璃りの奴……また無断で、俺の部屋に忍び込んで……

　彼女の名前は白はく天てん院いん瑠璃。彼女もまた、未来を兄として慕う妹の一人であった。

　たまにだが、瑠る璃りは未み来きの部屋に一人で遊びに来ていた。そしてある程度のコミュニケーションを取ると、満足して帰っていっていた。

　それ自体には何の不満もないのだが……それがいつも突然なので、未来は困っていた。

　今日のように何の予告もなくやってきて、自分が満足すると、未来のことなど一切気にせずその場から立ち去っていく。

　その、野生動物のような超マイペースっぷりに、未来はいつも振り回されていた。

　危なかった……もしも永と遠わが何かの気まぐれで、俺おれの部屋を見たいなんて言い出していたら……

　考えただけで、体中の血が凍りついていく。

　どんな修羅場が訪れたか。簡単に想像できた。

　ったく。瑠璃の奴やつ、いつもいつも俺の都合なんてまるで考えずに遊びにきて……永遠に言われた手前、瑠璃には悪いが、ここは一言ガツンと注意して──

　無防備に寝返りをうつ瑠璃。

　小さな顔と、白くてきめ細やかな肌。小さくて艶つやのある唇は、撫なでてしまいたくなるくらい可愛かわいらしい。

　こんな美少女が、いつも自分が使っているベッドで安らかに寝息を立てている。

　たとえどんな理由があったとしても、許してあげられるような気がした。

　ま、まあ……ガツンと言うのは、またの機会にするとして……くそ。可愛い寝顔だな。頬ほっぺたなんて、ツヤツヤのプルプルで……

　誘惑に勝てず、瑠璃の頬ほおを指でツンツンとつついてみる。

　瑠璃はくすぐったそうな顔で寝息を漏らすと、「にいさま……だめ……」と、か細い声で囁ささやいた。

　その姿を見た未来は、もはや何もすることなく、無心で瑠璃の目覚めを待つだけだった。

　これ以上何かしたら、もう絶対に止まらなくなる。

　そう確信できるくらい──瑠璃の寝姿は可愛らしかった。

　もう……勘弁してくれ。自分の部屋でも、俺は安らげないのか。こんな……こんな、女の子ばっかりの環境……

　あながち地獄だと言い切れないのが、男としての未来の弱さであった。



　未来を兄として慕う、魔女たちに囲まれた日常。

　彼女たちに困らされるのは──もはや、未来の宿命であった。



　それから数日後。その日の未来は、ある人物に呼び出され放課後の廊下を歩いていた。

「あ、噂うわさのお兄ちゃん見っけ」

　そんな未み来きに声をかけてくる一人の少女。

　魔女に囲まれた世界で生きる、未来のもう一つの日常が始まった瞬間だった。










１　「妹魔女にかこまれた日常」



　放課後。未来はある人物に呼ばれ、誰だれもいない廊下を歩いていた。

　ここ最近、クラスメイトをはじめとした女子たちから、未来は毎日のように放課後の誘いを受けていた。だが、不公平があってはいけないと、未来はそれらの誘い全すべてを断っていた。

　今回はそれらとは少し違う種類の誘いを受け、未来は目的地を目指していた。

「あ、噂うわさのお兄ちゃん見っけ」

　後ろから聞こえた声に振り返る。

　そこにいたのは、茶色い髪とラフに着こなした制服が印象に残る、一人の女生徒だった。

　うっすらと顔に施された化粧と、第二ボタンまで開けられた制服。いわゆる、ギャル系といった感じの見た目で、身に纏まとっている雰囲気はどことなく軽そうだった。

「あれ？　お兄ちゃんってば一人なの？　みんなと一緒に遊びに行ったりとかしないの？　ここって遊ぶ場所多いんだから、こんなところでウロウロしてても時間がもったいないだけじゃないの？」

　軽い調子で矢継ぎ早に質問が飛んでくる。このやり取りに少し面食らう未来だったが、何度も経験していることなので、露骨に動揺したりはしない。

　気軽に未み来きを遊びに誘ってくる女の子は、大抵こういうタイプなのだ。

「いや、放課後はちょっと用事があって……やっぱり、男って俺おれ一人だけだからさ。色々とやっておかないといけない特別な用事みたいなのが結構あって……」

「へぇ。そうなんだ。んじゃ、一緒に遊びに行こうよ。男の子と一緒にカラオケとか、やってみたいこといっぱいあるし」

「……用事があるっていう、俺の話聞いてた？」

「アハ。冗談だって冗談。それじゃあ、写真でも撮ろ。それだったら文句ないっしょ？」

「まあ、それくらいだったら別にいいけど……」

　未来の許可をもらうと、茶髪の少女はポケットから何かを取り出した。それは携帯電話で、どうやら写真を撮ろうとしているようだ。

「？　携帯電話なんか持ってるんだ？　ここって、個人で使う携帯用の電波とかは出てないはずだから、そんな物があったところで電話もメールもできないんじゃないのか？」

　学園の生徒には、一人につき一つ、携帯電話に代わる携帯端末が支給されるようになっている。学園内でしか使えない特別な物で、生徒間での連絡は主にそれを使って行うようになっている。

　また、家族などの外部の人間と連絡を取る場合は、学園に備え付けられているパソコンや電話を使用することになる。メールなどは、一度学園のパソコンを経由することで、端末に転送することが可能だ。

　なので、個人の携帯電話など、この学園の生徒には必要のないものであった。

「そうだね。学校から貰もらった物じゃないから、通話とかはできないんだけど……昔からカメラ代わりに使ってる物だから問題ないんだ。ほら見てよ。このストラップ。大昔から付けてる物なんだけど、可愛かわいいっしょ？」

　そう言うと茶髪の少女は、携帯に付けていたストラップをわざわざ取り外して、未来に見せつけてきた。

　少女のイメージとは少しズレている、招き猫のストラップ。

　自慢げに見せつけてくるのはいいが、眉み間けんに押し付けるようにして見せてくるため、見にくくて仕方なかった。

「わかった。可愛いのはわかったから、眉間に招き猫を埋め込もうとするのはやめてくれ」

「はい、お兄ちゃん。これ持って」

　未来の抗議を軽く受け流すと、少女は未来の手を掴つかみ、招き猫のストラップを無理やり手に持たせた。それを未来の顔のそばにやり、自身も未来の頬ほおに自分の頬を寄せてくる。

　手に持った招き猫を挟む形で、少女は未来と頬をくっつけ合わせようとしてきた。

「だぁーッ。こら。いきなりこんな恋人同士みたいな写真を撮ろうとするな！」

　積極的な少女から逃げるため、未み来きは体を大きく引いた。

　そのはずみで、未来は持っていた招き猫のストラップを落としてしまった。それに連鎖するように、未来を追いかけた少女がストラップを踏んでしまう。

　結果。不幸な事故として、少女の招き猫は首が折れて壊れてしまった。

「……………」

　誰だれにも、どうすることもできない沈黙が訪れる。

「ご、ごめん」と、とりあえず謝ろうと思った未来だったが、少女にとっては大したことではなかったようだ。

「まあいいや」と軽い調子で言うと、壊れたストラップをポケットに仕し舞まい込んだ。

　その、健けな気げな態度が、未来の罪悪感を激しく責め立てる。

　再び、頬ほおを寄せた写真を求めてくる少女を拒むことなど、できるわけがなかった。

　結局未来は、誰かに見られたらどんなトラブルが巻き起こるかわからない写真を、初対面の少女に提供しなくてはいけなくなってしまった。

「……あー。わかってると思うけど、そういう写真は、他ほかの誰かには絶対に見せないようにしてくれよ。冗談抜きで、どんなトラブルが起こるかわからないんだからな」

「うんうん。おっけーおっけー。わかった。何か大きなトラブルが起こった後に後悔したらいいんでしょ？」

「後悔してからじゃ遅いから言ってるんだよ！」

「ハハ。冗談だって。そんなに怒んないでよ。それよりさ。今更だけど、お兄ちゃんって何でお兄ちゃんなの？　あだ名にしても、もう少しちゃんとしたのがあるような気がするけど」

「それは……一人の女の悪ふざけが大きくなりすぎてしまったせいだ、としか答えようがないけど……まあ、色々と事情があるってことだよ」

「ふーん。まあ、そのあだ名のおかげで、みんな気軽にキミに言い寄っていけるようになったとは思うけど……………ねぇ。今度から、キミのこと『にぃ』って呼んでもいい？」

「うん？　呼び方なんて、別に好きにしたらいいけど」

「そう？　じゃあ、これからはにぃって呼ぶね。そんじゃ、アタシも色々予定があって忙しいから、これでサヨナラ」

「ええっと。最後にもう一回言っておくけど、さっきの写真はくれぐれも流出させることのないように、細心の注意を払って──」

「そんじゃバイバーイ」

「あぁッ！　こら。人の話を聞け！」

　未来の注意に耳を傾けることなく、少女は軽い足取りで立ち去っていく。

　注意事項をちゃんと理解してくれたのか？　ものすごく心配だった。





　気軽に女の子に話しかけられるという、いつものやり取りの後。

　未み来きは目的の場所で、自分を呼び出した少女と話をしていた。

「ご覧になってください、お兄たん。ここが、わたくしの為ために用意された部屋ですわ」

　そう言ったのは、派手な見た目の妹──神じん宮ぐう院いん貴き美み子こだった。

　年下とは思えない抜群のスタイルと、貴族を思わせる優雅な立ち振る舞い。上品さを漂わせているのは間違いないが、それを感じさせることなく気軽に話しかけられるような雰囲気を貴美子は放っている。

　貴美子に呼ばれやってきたのは、学園の端っこに位置している一室だった。授業で使う教室を一回り程度小さくしたくらいの広さで、間取り的には普通の教室と何ら変わりはない。ただ内装は、学生が使う物とは思えないほど、豪華で充実した物になっていた。

　社長を思わせる重厚な机と、それに見合う立派な椅い子す。部屋の中央辺りには向かい合うようにソファーが配置されており、その間にはテーブルが置かれている。窓に付いているカーテンも教室の物と比べると明らかに高そうで、どう見ても、生徒の為に用意された部屋には見えない。

　こういう言い方は失礼かもしれないが、まるで、校長室を乗っ取ったかのようだった。

「へぇ。間違いなく凄すごい部屋だと思うけど……何でこんな部屋がお前に？」

「そんなの決まってますわ、お兄たん。それはわたくしが、それだけの投資に見合う優秀な魔女だからですわ。おーほっほっほ」

　口に手を添えると、貴美子は誇らしげに胸を張って、勝ち誇るかのように笑い始めた。自分のことが大好きな貴美子の、いつもの姿であった。

　貴美子とは比較的親しい仲で、たまに面倒を見てもらうようなこともあった。なので、普通の子なら断るであろう放課後の誘いを受け、未来はこの部屋にやってきたのだ。

「……優秀ね。まあ、親父おやじもお前のことをそう言って褒めてたような気がするけど……肝心の俺おれは、お前の優秀なところを一度も見たことないんだよな」

「あら？　お兄たんってば何を言ってるんですの。わたくしがどれだけ優秀か？　『お兄ちゃんの計』の恩恵を受けたお兄たんが、一番よくわかってるんじゃないんですの？」

「……ああ。そうだったな。俺はお前のおかげで、みんなからお兄ちゃんって呼ばれるようになったんだよな……」

『お兄ちゃんの計』というのは、貴美子が未来の為に発動させた計略のことで、学園で唯一の男性である未来を孤立させないために、お兄ちゃんという親しみやすい呼び名を付けたというものである。

　最初は愚行にしか思えなかった計略だが、いざ浸透してくると効果の程は抜群であった。「お兄ちゃん」という比較的親しみやすい呼び名の魔力だろうか。初対面の女子でも案外気軽に、未み来きに話しかけてくれるようになった。

　その結果が現在のモテ期なので、未来としては不満があっても、貴き美み子こに強く文句を言うことができないでいた。

「そうですわ。わたくしの神がかり的な計略のおかげで、お兄たんは独りぼっちの寂しい青春を回避することができたのですから。もっとわたくしに感謝してほしいくらいですわ」

「ソウダネ。ドウモアリガトウ」

「うぐっ。一片の愛情も感じない棒読みですわ」

「それより、最初の質問の答えがまだなんだけど……優秀かどうかはともかくとして、どうしてお前にこんな立派な部屋が与えられるんだ？　優秀さと部屋の立派さは関係ないんじゃないのか？」

「予測通りの質問ですわ」と言わんばかりに、貴美子は不敵な笑みを浮かべた。

「浅はかですわ、お兄たん。いいですこと？　わたくしは国に認められた優秀な魔女ですの。だから、国家の偉い人がわたくしに直接会いに来るということも充分ありえますの。その時、普通の教室でお会いしたら、わたくしの威厳が下がってしまうじゃありませんか。だからこのように、格式の高い部屋がわたくしの為ために用意されて──」

「だったらその時だけ立派な部屋を使えば何の問題もないような気が……」

「シャラーップッ！　黙って聞いてればさっきからわたくしを貶おとしめようとする発言ばかりクドクドと……何ですの？　わたくしに文句でもありますの？」

「いや、そういうわけじゃなくて、単純に疑問に思ったから言っただけで……」

「お黙りなさいですわっ！　次に文句を言ったら……キ、キスして差し上げますから。覚悟することですわね」

「うん。わかった。んじゃ、もう何も文句言わない」

　沈黙と静寂。

　それから──数秒後。

「どうしてそこで黙るんですのっ！　スーパー美少女であるわたくしがキスして差し上げるって言ってるんですからっ。そこは瞳ひとみを血走らせて文句を言うべきじゃないんですの！」

「だぁーッ。お前はいったい俺おれにどうしてほしいんだよ！」

　瞳を血走らせて文句を言ってくる貴美子を、苦労してなだめる未来だった。

　こんな厄介な部分が多々ある少女ではあるが、自身を優秀と称する貴美子の言葉に偽りはなかった。

『国防魔術女学園』

　未来たちが通っている学園の名前で、この学園は、魔女を育成するために存在している学園だ。

『魔石』と呼ばれる、人間の魔力を引き出す力を持つ特別な鉱石。それが発見されてから、世界の軍事情勢は一変していた。

『魔石』を身に付けることで、近代兵器に劣らぬ戦闘力を発揮できるようになる、魔術という力。その力を駆使すれば、たった一人で国家間のバランスを崩すことも充分可能で、一人で国を相手に戦争をするという夢物語も、現実にすることができる。

　それだけの存在を、世界各国が放っておくわけがなかった。魔術を使う人間を兵器に匹敵する驚異と認めた各国は、それぞれで育成施設を作り、魔術を扱う人間を監視・育成していくこととなった。

　魔術を使えるのは、原則的に女性だけであった。なぜ女性だけなのかという問いは、未いまだ研究中で答えは出ていない。

　ただ、魔術を使えるのは女性だけということで、彼女たちは魔女と呼ばれ、それ相応の保護を受け、育てられていくことになった。

　未み来きの父親は、魔女に関する政策を扱う政府の人間で、その交友関係と知識は一般人とは比べ物にならないほど広くて深い。

　そんな未来の父親が優秀な魔女として認めているのが、この神じん宮ぐう院いん貴き美み子こであった。

　父親との関係で、未来も幼い頃ころから貴美子と面識があった。

「お兄たん」と呼ばれているのはその頃からの名残で、「普通にお兄ちゃんと呼んでも面白くない」という一方的な理由で、未来のことを「お兄たん」と呼んでいるのだ。

　正直な話。未来本人は、貴美子がどれだけ優秀な魔女なのかということを知らない。

　自信過剰で、自分のことが大好きなヘンテコな子。

　普段の貴美子を知っている未来の評価は、そんなところであった。

「んで、わざわざ俺おれをこの部屋に招待してくれた理由は？　まさか、自慢するためだけに呼んだなんて言わないよな？」

「まさか。わたくしはそこまで暇じゃありませんわよ。先程も申しましたとおり、わたくし、優秀な魔女ということで、たまに国からお願いをされたりすることがあるんですの。お兄たんにはそのお手伝いをして欲しいなと思い、お声をかけたんですわ」

「国からのお願い？　具体的にはどんなものなんだ？」

「まあ、一般的なものでいえば、内偵調査といったところですわ。ほら。この学園って、海に浮かぶ孤島の上という特別な場所に建ってるじゃありませんか。それに加え、お兄たん以外は全すべて女性という特別な環境で、怪しい部外者が侵入したらすぐにわかるようになっていますわ。だから、情報を得ようと思ったら、どうしても内部にスパイを送り込む必要がありますの。お願いごとというのは、そういう疑いのある人物を秘密裏に調査して、報告するといった感じのものですわ。まあ簡単に言うと、探偵といったところですわね。もちろん、調査の際には危険を伴う可能性もあるわけでして──」

「なるほど。それで、男である俺おれを使おうってわけか？」

「そういうことですわ。まあ、それ以外にも理由は多々あるわけですけど……やっぱり、こういうのは男性がいてくれたほうが心強いですから。それに、公式には発表されてませんけど──先日の瑠る璃りさんの事件、解決したのはお兄たんですわよね？　『五ご帝てい』と呼ばれている魔女を力で制したその実力。実際に見たことはありませんが、噂うわさには聞いておりますわ。魔女の魔術を無効化するというお兄たんの能力──わたくしの為ために、使っていただけませんか？」

　偉そうだった立ち振る舞いは影を潜め、今の貴き美み子こは、男性を頼る少女の瞳ひとみで未み来きを見ている。元々、お人ひと好よしな性格をしている未来としては、頼みごとをされたら断ることができない。それに加え、貴美子のこの目線だ。

　男性に頼ろうとする少女の瞳。どんな男だって、聞き入れてあげたくなるのが普通だ。

　未来は、自身の右腕にそっと視線を落とした。

　魔術を使えるのは女性だけ。それは世界共通のルールで、例外はない。それにもかかわらず、男性である未来が魔女の学園にいられる理由。

　それは、未来の右腕に特別な力が宿っているからだった。

　未来は視線を、右腕から貴美子へと戻した。

　妹を護まもるために手に入れた特別な力。

　貴美子の頼みに対する答えは、決まっていたも同然だった。

「いいよ。お前の言うことを聞いて行動したらいいだけだろ？　だったら、そんなに難しいことじゃないだろうからな」

「あら。そう言ってもらえると嬉うれしいですわ。だったら今後は、お兄たんも自室だと思ってこの部屋を使ってくれて結構ですわ。女性だらけの環境で、時間の潰つぶし方などで苦労なされることも多いでしょう？　そういう時は、遊びに来る感覚でこの部屋を利用してくださって結構ですわよ」

「え？　そうか。だったら遠慮なく寄らせてもらうけど……正直言うと、放課後とかよく時間を持て余してたんだよな。だから、こんな風に時間を潰せる場所ができるとありがたいな」

「そうですわよね。お兄たんは、この学園で唯一の男性なんですから。色々と気苦労があって当然ですわよね。この部屋にいる間はそんなことなど気にせず、実家だと思って振る舞ってくれて結構ですわよ」

　心に染みる優しい言葉をかけると、貴美子はまるでお嫁さんのように、未来に向かって微笑ほほえみかけた。

　その笑顔の強烈なこと……

　年下とは思えない豊満なスタイルのせいもあり、未来は自然な反応として、照れて視線を逃がしてしまった。

　くそ……ヘンテコな子なのは間違いないわけなんだけど……やっぱり貴き美み子こって、黙ってたら本人が言うとおり美少女なんだよな。自由に部屋を使ってもいいって言ってくれたけど、こんな密室で、女の子と二人きりなんてことになったら……

　過ちが起こって当然。何もなかったら不自然。

　それは未み来きが悪いというわけではなく、男であれば誰だれにでも当てはまる普通の方程式であった。

　駄目だ。気をしっかり持たないと。俺おれはこの学園唯一の男で、それでなくても、「お兄ちゃん」なんてあだ名のせいで女の子が気軽に寄って来てるんだ。一回過ちを犯したらもう止まらないぞ。最初の一回が最後の一回になると思って、覚悟してないと。

　この学園にいる魔女はみんな妹。だから、どんなに可愛かわいくても手を出してはいけない。

　どれだけ女の子が寄ってこようが、手を出すことは絶対に許されない。未来はそうやって自分を戒めながら、日々を送っていた。

　そんな未来の苦労など全く知らない妹魔女の一人、貴美子が人差し指を立て、急に未来にあることを告げてくる。

「となるとお兄たんに、紹介したい子がいますの。わたくしの親友である沙さ夜やが、入院生活を終えて学園に帰ってまいりましたの」

　突然出てきた沙夜という名前。記憶を色々と検索してみるが、それらしい子がヒットすることはない。

「実は、本日お兄たんをこの部屋にお招きした理由の一つが、沙夜とお兄たんを引き合わせるということでしたの。同世代の男性に会うのは初めてというウブな子ですから、優しくしてあげてほしいですわ」

「会うのは全然構わないけど……その、沙夜って子はどんな子なんだ？　入院してたって言ってたけど、体とかは大丈夫なのか？」

　未来の問いかけに対し、貴美子は軽くため息をついた。

　楽しげに親友について語っていた貴美子の突然の変化。この様子だと、沙夜という少女が抱えている病は相当重いのかもしれない。

「あ、いや……答えにくいんだったら、別に答えなくてもいいけど」

「いえ。そういうわけではなくて……ただ、本人のことを思うと、許可もなくわたくしが話してもいいものかと思いまして……まあ、お兄たんでしたら口が堅いでしょうから、大丈夫だと思いますが……」

　貴美子の深刻な表情が、嫌でも緊張感を高めていく。

　沙夜という少女が抱える闇やみを知ってもなお、普通の少女として接してあげることができるのか？

　未み来きは一人、それを自問した。

「沙さ夜やが入院した理由……それは……」

　無意識のうち──未来は息を呑んだ。



「……………突き指ですわ」



　その答えがあまりにもショボかったから、未来は思わずズッコケてしまった。

「な……何だよッ。突き指で入院って！　さっきまでの緊張感は何だったんだよッ！」

「そんなことわたくしに言われても困りますわ。実際あの子は、突き指で病院に行ってそのまま入院したんですから。といっても正確に言うと、病院内で空気感染する病気を貰もらってしまい、そのまま隔離されるように入院したというわけなんですけど……まあ、きっかけが突き指というのは間違いない事実ですので。わたくしたちの間では、突き指で入院した女ということで伝説になってますの。本人はそれを恥ずかしがっているようなので、あまり深くは聞かないであげてほしいですわ」

「あ、ああ。そんなことだったら、頼まれても聞かないけど……」

「もう少ししたら姿を現すと思いますので、お兄たんはソファーにでも腰を下ろして待っていてください」

　貴き美み子この勧めを受け、未来はソファーに腰を下ろした。体重を預けた瞬間に返ってくる感覚が、今まで座ってきたどのソファーよりも心地よい。どうやらそれ相応に価値のある物のようだ。

　貴美子の親友か。突き指で入院したっていう逸話は、中々個性的なものだけど……どういう子なんだろ？

　当の貴美子は、座っている未来のそばを忙せわしなく動き回り、一人でせっせと部屋の飾りつけをし始めた。折り紙で作った装飾品が、部屋のあちこちに飾りつけられる。

　少し待っていると、あっという間に部屋中が、小学生のお誕生日会のような雰囲気になってきた。

　よく見ると、部屋の隅っこのほうに、布切れで隠された何かしらの小道具が山積みになっている。どうやら貴美子はあれを使って、色々とお遊びをしようと思っているようだ。

　うーん。なぜかわからないけど不安になってきたぞ。このまま、何の問題も起こらないといいんだけど。

　ちょっとだけ心配になってきた未来に構うことなく、時間が過ぎていく。それから十数分程度待っていると、ノックの音と共に部屋のドアが開いた。

「沙夜。退院おめでとう。そしてお帰りなさい。あなたの帰りを待っていましたわ」

　相手を確かめることなくそう言うと、貴美子はポケットからクラッカーを取り出し派手に鳴らした。

　音と共に巻き散らかされた紙テープが、訪問者の顔にかかる。その顔と雰囲気は、誰だれがどう見ても間違いなく、不機嫌の一言に尽きるものだった。

「……って、あら？　沙さ夜やだと思ったら瑠る璃りさんじゃありませんの。どうしたんですの？　そんな不機嫌そうな顔をなさって」

　姿を現したのは、未み来きもよく知っている少女であった。

　白はく天てん院いん瑠璃という名前で、学年は一年。長い髪の毛をツインテールという髪型でまとめており、体格は比較的小さめ。顔は小顔だが、瞳ひとみは切れ長で大きい。

　どこからどう見ても可愛かわいらしい見た目を持つ、物静かな雰囲気の美少女なのだが、それらの魅力を全すべて台無しにしてしまう欠点が一つ。

　瑠璃という少女の顔には、愛想や愛あい嬌きようといった類のものが、全くと言っていいほど存在していなかった。

　何か言ったら睨にらみつけてきそうな厳しい視線と、馴なれ合あいは好まないといった態度。

　誰が相手だろうと関係ないと言わんばかりに、無愛想な表情で両手をポケットに突っ込んでいる。

　未来がよく知っている普段の態度のまま、瑠璃は顔に紙テープを引っ掛け、ドアの前に立っていた。

















「あなたに呼ばれたから来たの。こういううるさい出迎えは嫌いだから、やめてくれる」

　そんな文句を口にすると、瑠る璃りは肉食獣のような厳しい視線で貴き美み子このことを見つめた。

　ポケットから手を出す素振りはない。どうやら、顔にかかった紙テープを貴美子に処理させようと思っているみたいだ。

「あらあら。いつものことですけど愛想がないですわね。そんな態度じゃ、嫁の貰もらい手がありませんわよ」

「別にそんなの欲しくないし。それより、さっさとこれ取ってよ」

「はいはい。相変わらず横着なんですから」

　反抗期の子供の相手をするかのように、貴美子は瑠璃の怒りを受け流しつつ、顔にかかっている紙テープを払ってあげた。

　無愛想ながらも可愛かわいらしい素顔が露あらわになると、瑠璃はポケットに手を突っ込んだまま、未み来きのほうへと歩み寄ってきた。

　そして一言も交わすことなく、未来の隣に腰を下ろす。

「や、やあ。元気だったか？」

　当たり障りのない話題を振りながらも、未来は若干緊張していた。理由はもちろん、誰だれも寄せ付けようとしない瑠璃の雰囲気に気け圧おされたからだ。

　瑠璃は一度だけチラッと、未来のことを見つめた。

　許可なく部屋に遊びに来る仲で、間違いなくある程度の好意を持ってくれているはずなのに……瑠璃は怖いくらい無愛想な眼をしていた。

「見てわからない？　元気がないように見える？」

「いや。普段と同じ感じに見えるけど……」

「じゃあ普段と同じ感じなんだと思うよ。自分の調子のこととか、自分ではよくわからないから。兄様が勝手に判断してくれたらいいよ」

　まったく相手に媚こびない態度でそう言うと、瑠璃はさっさと未来から視線を逸そらした。

　その態度は、「何話しかけてきてるのよ。鬱うつ陶とうしい」という幻聴が聞こえてきそうなくらい、冷たく突き放したものであった。

　あれ……おかしいな。今までのことは全部、俺おれの記憶違いだったかな？　どう考えても、俺を慕ってるようには見えないんだけど……

　瑠璃とはそれなりに深い仲だ。

　兄様と呼び慕ってくれ、部屋に遊びに来るだけでなく、二人だけでデートもした仲なのに……見せる態度は氷のように冷たく、砂のように味気ない。

　本当に、全すべて儚はかない幻だったんじゃないかと思うくらい、瑠璃の存在が遠くに感じられた。

　まあ、そうだよな。兄様って呼ばれてるからって、瑠璃に愛されてるってわけじゃないんだから。こういう態度が普通で、これ以上のものを期待するほうが贅ぜい沢たくってわけで……

　ふと、制服から違和感が伝わってきた。

　軽く視線を送って確認すると──瑠る璃りがポケットから片手を出し、ちょこんと未み来きの制服の裾すそを指でつまんでいた。

　貴き美み子こに気づかれないよう、おかしな雰囲気はこれっぽっちも出さない。

　まるで、恋人にちょっかいを出すかのように、瑠璃はさり気なく未来に対してアプローチを仕掛けてきた。

　お、あ……これは……

　突然の攻撃に戸惑う未来。瑠璃は、そんな未来をチラッと見つめた。

「兄様。今は……これだけだから」

　そして、未来を兄様と呼んで慕う妹は、そんなことを言う。

　軽く微笑ほほえんだことから察するに、何も考えずにそう言ったというわけではないようだ。

　そう言えば兄様である未来が困るだろうと思い、瑠璃は確信的にその言葉を未来に送ったのだ。

　くっ……ヤバい。さっきまでの無愛想な態度のせいで、今の瑠璃がとんでもなく可愛かわいく見える。今はこれだけって……後になったら何をするつもりなんだ？　いや、違う。瑠璃は何かしようなんて思ってるわけじゃなくて、ただ単に俺おれを困らせようと思ってそう言っただけで……いや、でも、もしかすると……その気があるかもしれなくて……

　妹であり魔女でもある少女の魔法に、ものの見事にハマってしまう未来。

　マイペースだが、絶対に無視することができない独特の甘え方。

　それが瑠璃の、最大の武器だった。

「どうしたんですの？　お兄たん。いやらしいことを考えて悶もん絶ぜつしている男子高校生のような顔をしてらっしゃいますわよ」

　何も知らないからこそ言える、貴美子の冗談。マグレとはいえ図星をつかれた未来は、適当なことを言って誤ご魔ま化かすしかなかった。

　貴美子の注意が向いたことで、瑠璃も秘密のイタズラをやめる。

　服の裾をつかんでいた手がポケットに戻ったとき、未来は、物足りなく思っている自分を自覚していた。

　本当に、女の子っていう生き物は……頼むから、俺を困らせないでくれよ。

　学園唯一の男子として禁欲に努めている未来は、妹たちの可愛さにただ悶もだえ、我慢するしかなかった。

「……あっ。そういえば今更だけど、何で瑠璃がここに？」

　瑠璃に尋ねたのだが、瑠璃は両手をポケットに突っ込んだまま、何も答えようとはしない。「何であんたなんかと話さないといけないの？」。そんな態度のまま、そっぽを向いていた。

「簡単な話ですわ。瑠る璃りさんも、沙さ夜やの親友ですもの。それに、瑠璃さんもこの部屋の住人なわけですし、姿を現したところで、何もおかしなことなんてありませんわ」

　瑠璃の代わりに答えたのは貴き美み子こだった。瑠璃とは対照的に、愛あい嬌きよういっぱいの顔を見せている。

「瑠璃さんは『白はく銀ぎん帝てい』と呼ばれるほどの優秀な魔女なんですから、わたくしのお仕事の協力者としては申し分ないですわ。それに、わたくしと瑠璃さんと沙夜で、幼い頃ころから仲良し三人組としてやってきましたから。まあ、たまに問題を起こすようなことはありますけど……その点を監視するという意味でも……これから先も三人で、仲良くやっていこうというわけですの」

　わかる人間にしかわからない、ちょっとした嫌いや味みを瑠璃に向かって放つ貴美子。受けた瑠璃は、「ふんっ」とだけ言った。

『白銀帝』というのは、瑠璃につけられた魔女としての異名で、彼女は、『五ご帝てい』と呼ばれる桁けた外はずれに力が強い魔女の一人だった。

　瑠璃以外の『五帝』のことは全く知らない未み来きだが、瑠璃の戦闘力だけは嫌というほどよく知っていた。大げさではなく、一人で大都市を壊滅させられるくらいの力を瑠璃はこの小さな体に宿している。

　貴美子が言ったとおり、協力者としては申し分ない存在だろう。

　それよりも、未来としては気になることが一つある。

「仲良し三人組って言ったけど……二人って、仲が良いの？」

　未来の質問に、貴美子は嬉うれしそうに答える。

「はい。幼い頃から一緒で、誰だれがどう見ても親友だといえる間柄で──」

「別に。一緒にいた時間が人よりも多いだけだよ」

　そっぽを向いたまま放った瑠璃の一言は、嬉しそうに話す貴美子ごと、部屋中の空気を凍りつかせた。

　そんな瑠璃を、貴美子はニヤついた表情で見つめる。

「あらあら。素直じゃありませんわね。先日、どこかの誰かが大暴れしたとき、誰がフォローの為ために上級生のお姉さまたちの間を走り回っていたのか？　もうお忘れですの？」

「くっ。それは……」

　二人の話を聞き、未来もピーンとくる。

　少し前、この学園を敵視する存在により、瑠璃は罠わなに嵌はめられ、暴走するということがあった。そのとき貴美子は瑠璃を護まもるため、色々と行動していたのだろう。

　思い当たる点は確かにあった。現にその行動の一環として、未来の部屋の窓は貴美子によって蹴け破やぶられたのだ。

　ただ瑠璃にすれば、あまり思い出したくない過去なのだろう。今までの無表情が嘘うそのような顔で、恨めしそうに貴き美み子こを見つめている。

「『ありがとう』っていう瑠る璃りさんの言葉。まだ覚えてますわよ」

「う、うるさいっ。そんなの……わたしはもう覚えてない」

　顔を赤くし、悔しげな表情で瑠璃が反論する。

「瑠璃さんがそう言うのでしたら、それで結構ですわ」

　そんな瑠璃を、貴美子はニヤニヤした顔で見つめていた。

　正反対な二人だったが、古くからの友人で、親しい仲なのは間違いないようだった。

「そんなことよりも沙さ夜やですわっ！　ああ早く帰ってこないかしら。楽しみですわ」

　会話を終えると、貴美子は楽しげにもう一人の友人のことを気にし始めた。一方で瑠璃は「ふんっ」と呟つぶやくと、いつもの無愛想な顔に戻った。

　この二人の間を取り持ってるのが、沙夜っていう子なのか。どんな子なんだ？　もしかして、相当のやり手なんじゃ……

　沙夜という少女のことを考えると、未み来きは少しだけ緊張した。

「？　あれ？」

　一瞬、見間違いかと思った。

　よく見ると部屋の入口の陰から、女の子が一人こちらを見ていた。

　厚いレンズの眼鏡と、みつあみおさげという髪型。体格はだいぶ小さく、高校生どころか、中学生と思われるのも難しいかもしれない。

　制服を着ているところを見ると、この学園の生徒で間違いないようなのだが……

「ええっと……どうしたの？　何か用？」

　思い切って未来は声をかけた。

　一昔前の女学生のような、眼鏡にみつあみおさげという地味な見た目。最悪、成仏しきれない少女の幽霊という可能性もあった。

　未来が声をかけたことで、貴美子もその子のことに気づく。

　その存在に気づくと、貴美子は嬉うれしそうに両手を高く上げた。

「沙夜っ。わたくしの沙夜っ。戻ってきたんですわね」

　貴美子と同じように、おさげ髪の眼鏡少女も両手を上げる。

「はい。お久しぶりです貴美子さん。お恥ずかしながら、戻ってまいりました」

　そして抱き合う二人。瑠璃はその光景を、無感動な顔で眺めていた。

　こ、この子が沙夜って呼ばれてた子か。貴美子と瑠璃という、難しい女の子二人の間を取り持ってたらしいけど……それにしては、イメージよりも幼い感じだな。

　最も気になったのは、その地味な見た目だ。

　今時の女子高生とはかけ離れた地味な格好。眼鏡などは、レンズが厚すぎて瞳ひとみが見えない。みつあみおさげは全く染色されておらず、生まれたままの色を保っていた。

　感動の抱擁を終え、貴き美み子こと沙さ夜やの体が離れる。

　自由になった沙夜は、そのまま未み来きのほうへと歩いてきた。

　沙夜の相手をするため、未来はソファーから立ち上がり適当な場所へと移動した。

「はじめまして。桜さくら塚づか沙夜といいます。あなたが、貴美子さんが言っていたお兄たんさんですか？」

「え？　ああ……お兄たんってことで言えば、多分俺おれのことになると思うけど」

「お話だけは貴美子さんからお伺いしています。お兄たんって呼ばれ慕われているのをいいことに、毎日飽きるほど貴美子さんをイヤらしい眼で見てるんですよね？」

「ううん。それは神に誓っても真実じゃないから……誰だれに聞いたのかは知らないけど、信じたら駄目だよ」

　嘘うその出処であろう貴美子に厳しい視線を送る。

　貴美子は「まあまあ。そんなことは気にしないでくださいな」と言わんばかりに、愛あい嬌きようたっぷりの笑顔を向けてきた。

　ったく。貴美子の奴やつ、そんなつまらない嘘なんかついて……それより、そんな嘘を信じるなんて、この子って見た目通り純粋な性格を──

「え？　嘘なんですか……………なんだ。つまらないな」

　うん？　今なんか、変なことを言ったような気が……

　ささやかな疑心にとらわれる未来を尻しり目めに、沙夜は可愛かわいらしい態度で体を寄せてくる。

「それよりお兄たんさん。この先お兄たんさんとは、ご一緒に学園生活を送ることになるということで……桜塚では固い感じがするので、これからは気軽に沙夜って呼んでください。皆さんからもそう呼ばれてますから、わたしとしてもそう呼んでもらったほうが有難いです」

「そう？　じゃあ、遠慮なくそう呼ばせてもらうけど……」

　未来が気になったのは、沙夜が全身から放つ謎なぞのオーラであった。

　少し興奮した様子で息を荒くし、今にも未来に噛かみついてきそうな雰囲気を放っている。

　そんな気配に押され未来が一歩下がると、沙夜は逆に一歩踏み出してきた。

「あ、あの……どうかしたの？」

「い、いえ。実はわたし、同世代の男性に接するのは初めてでして……それで、若干の緊張もありつつ、親交を深めるために一つお願いがありまして」

「な、なに？　一応、聞くだけなら聞いておくけど……」

「は、はい。では、遠慮なく言わせていただきますけど……………あ、あの……ぜひ。今後のために、男性の裸を見せていただきたく──」

　そこまで言うと、いつの間にか沙夜の後ろに立っていた貴美子が沙夜の頭をキレイに叩たたいた。

　その一発で、沙さ夜やの眼鏡がわずかにズレる。

「初対面の男性にいきなり何を言ってるんですの？　あなたは。相変わらず、エロエロ好奇心が旺おう盛せいですわね」

　沙夜は叩たたかれた箇所を手で撫なでながら、ズレた眼鏡を元に戻した。

「ち、違います。エロエロ好奇心が旺盛なわけじゃないです。ただちょっと、描いてる漫画の参考にさせていただこうと思いまして……」

「描いてる漫画？　沙夜って、漫画を描くのが趣味なの？」

　距離を縮めるため、沙夜のことを名前で呼び、趣味について尋ねてみる。沙夜はほんの少し恥ずかしげにしながらも、満更ではない態度で話し始めた。

「はい。昔から、漫画は読むのも描くのも大好きで……それで、暇なときはよく漫画を描いてたりしてるんですけど、やっぱり、周りに女の子しかいなかったせいで男性の体が上う手まく描けなくて……それで、お兄たんさんが良ければ、参考として男性の体を見せていただきたいなって思いまして……あっ。当然、やらしい意味なんてないんですよ。ただ純粋に参考として……よくある言葉として、芸術のためなら脱ぎますといった感じで裸を見せていただけたら──」

　説明に合わせ徐々に鼻息が荒くなり始める沙夜の頭を、またしても貴き美み子こがキレイな音を立てて叩く。

「あうっ」っと声を発した沙夜は、叩かれた頭を撫でつつ、不満げな顔で貴美子を見つめた。

「だから、萌もえだか何だか知りませんが、そうやって我を忘れて興奮するのはお止めなさい。みっともないわよ」

「こ、興奮なんてしてません。ただわたしは、恋愛を題材にした面白い漫画を描くために、男性のことをもっと知りたいなと思いまして──」

「イヤラシイ漫画ばかりじゃない。あなたが描くものって」

　ソファーに座ったまま冷静にツッコんだのは、意外にも瑠る璃りであった。

　沙夜はそんな瑠璃に対し、顔を真っ赤にして反論する。

「ちちちち違いますっ！　れっきとした恋愛漫画ですっ！　ただちょっと……対象年齢を高めに設定してるだけです」

　だが当人である瑠璃は、もう何も聞いていなかった。両手をポケットに入れたまま、「私には関係ありません」といった顔で適当な方向を見つめていた。

　このやり取りを見る限り、この三人は見せかけなどではなく、本当に仲が良いようだ。そうでなければあの瑠璃が、自ら進んで人にツッコミを入れるなど考えられない。

　桜さくら塚づか沙夜か……どんな子なのかちょっと心配だったけど、悪い子じゃないみたいだな。どちらかというとオタク系の子で……興奮すると、我を忘れるところがある、か。貴美子と瑠る璃りとは仲が良くて、人間関係は問題なさそうだけど……

　三者三様。間違いなく癖が強い少女に囲まれ、この先どうなっていくのか？

　考えると、嫌でも不安になってきた。

　そんな未み来きの心情など露知らず、貴き美み子こが明るい声でこの場を仕切り始める。

「というわけで、沙さ夜やの紹介に関してはこんなところですわ。わたくしという巨星がいるにもかかわらず、これ以上沙夜に注目が集まるのは面白くありませんから。後はまあお兄たんが勝手に調べてくださったらいいですわ」

「し、親友にしては、扱いが粗末だな」

「仕方ありませんわ。逆さまにして振ったところで、沙夜からはもう何も出てきませんから」

　ちょっとひどいことを言われた沙夜だが、特に気にする様子もなく、ニコニコと笑顔を浮かべている。

　仲良しグループらしく、そのへんの冗談は笑顔で聞き流せるということなのだろう。

「それよりも久しぶりに三人揃そろったのですから……ここは一勝負といきませんか？　ねえ─────瑠璃さん」

　突如として、貴美子の興味が瑠璃のほうへと向く。

　ソファーに腰を下ろし、ポケットに手を突っ込んだまま、瑠璃は挑戦的な目で貴美子のことを見つめ返した。

　二人の視線の間で、熱い火花が飛び散り出す。

　突然の急展開に、もちろん未来はついていけない。

「……叩たたき潰つぶしてやる」

　ボソリと呟つぶやくと、瑠璃は立ち上がり貴美子を睨にらみつけた。不敵に笑いながら、貴美子はその目線に応こたえる。

　ゴングが鳴ったら、すぐにでも戦いが始まってしまいそうな緊張感がこの場を支配した。

　え？　え？　え？　なに？　この、バイオレンスな感じの急展開は？

　二人の雰囲気に未来はついていけない。だが沙夜は全すべてを理解しているようで、火花を飛ばす二人を見ながらテンションを上げていた。

「久しぶりにあれをやるんですね。最近はみんな忙しくてやれてなかったから……ふふっ。楽しみです。しかも今回は、お兄たんさんという男性までゲストに迎えて……これはもうっ、わたしも頑張っちゃいますよ」

　敵対心あらわに火花を飛ばす貴美子と瑠璃。そんな二人を見ながらなぜかやる気満々の沙夜。

　うーん。不安だ。これからいったい、何が始まるんだ……

　先程感じた不安が、早くも現実になろうとしている。

　今後の展開がどうなるのか？

　三人と違い、一人心配する未み来きであった。



「ふふ。こうやって三人で遊ぶのは久しぶりですわね。どれだけ腕を上げたか？　わたくしが試して差し上げますわ」

「ふん。すぐに黙らせてやる」

　二人の少女が敵意を飛ばし合う中、未来は何とも言えない渋い顔でトランプを手に取っていた。

　貴き美み子こが言っていた一勝負というのは、トランプのババ抜きのことで、貴美子が用意したカードを取り出すと、有無を言わせず勝負が始まってしまった。

「ふふ。貴美子さんたちとババ抜きをやるのは久しぶりですね。どんな結果になるかはわかりませんが、わたしも一生懸命頑張りますよ」

　三人の中で唯一、沙さ夜やだけは純粋にゲームを楽しむといった感じだ。

　それに比べて、残る二人が放つオーラの強烈なこと……

　嫌な予感がしたのだが、やめる理由がないので、未来は黙ってババ抜きを続けることにした。

　貴美子と瑠る璃り──特に瑠璃の気合が尋常ではないということ以外、これといって変わったことはない。普通にカードを配り、普通のルールで淡々とババ抜きは進行していく。

　不自然なまでに自信満々な貴美子と、研ぎ澄ましたナイフのように集中している瑠璃。

　気になる点としては──どうしてこの二人は、こんなにもやる気満々なのだろう？

　淡々と進んだ最初のゲームは、意外なほどあっさりと未来が一番で勝ち抜けた。その後沙夜が勝ち抜け、貴美子と瑠璃の直接対決になる。

　追い込まれたはずの貴美子だが、余裕の態度は一切変わらない。「これで仕留められる」と言わんばかりの気迫を込めた瑠璃のカード引きを、貴美子は脚を組んだまま余裕の態度で受け止める。

　多分、ババを引いたのか。らしくない顔で、瑠璃は動揺していた。

「なぁ、何だか自信満々だけど……貴美子ってババ抜きが得意なのか？」

　未来と同じく、二人の勝負を見守っている沙夜にそんなことを聞く。

「得意なんてものじゃないですよ。貴美子さん──瑠璃さん相手に現在百連勝中ですから」

「ひゃっ、百連勝って……ババ抜きなんて簡単なゲームで、そんなに一方的に勝てるものなのか？」

「それは、専門家じゃないからよくわかりませんけど……瑠璃さんと貴美子さんの性格なら、そんな結果になっても不思議じゃないと思いますよ」

「不思議じゃないって……」

　貴き美み子この強さに驚く未み来きを尻しり目めに、最初のゲームが決着する。

　女王様のような態度で髪をかきあげる貴美子の前で、瑠る璃りは一枚のカードを手に、悔しそうに身を震わせている。

　どっちが勝ったのかは……聞かなくてもいいだろう。

　大げさなまでに悔しげな瑠璃に、未来は励ましの言葉をかけてあげることにした。

「ええっと……瑠璃。そんなに気にすることないって。たかがババ抜きなんだから、一度や二度負けたくらいでそんなに落ち込まなくても──」

「兄様……………少し、黙ってて」

「はい。ごめんなさい」

　瑠璃がすっごく怖い声でそう言ったから、未来としては、怯おびえて身を引くことしかできなかった。

　どうやら未来が思う以上に、瑠璃はこの勝負にかけていたようだった。

「……残念ですけど、瑠璃さんの負けのようですね。どうしますか？　お兄たんさんという男性がいるから、今日はもうここで終わりにしますか？」

「わたくしはどちらでもいいですわよ。どうせ最後は瑠璃さんが『参りました』と言うだけですから。わたくしにしたら、早いか遅いかの違いだけですわ。おーっほっほっほ」

「？」

　沙さ夜やと貴美子の会話の意味が、今ひとつよくわからない。

　どうしてババ抜きで、男性の存在を気にする必要があるのだろう？

　その答えはすぐにわかった。不思議そうな顔をする未来の横で──

　──瑠璃は無言で、制服を脱ぎ始めた。

「だぁーッッ。コラ待て瑠璃！　何でいきなり服を脱ぎ出すんだよ？　着替えるんだったら、別の場所で──」

　未来の言葉など意に介さず、薄着になった瑠璃は貴美子を睨にらみつけた。

「勝負はまだ……終わってないから」

「あらあら。相変わらず威勢だけは一流ですわね」

　二人の間に、再び熱い火花が飛び始める。当然、未来は置いてけぼりだ。

「ビリになった人が一枚服を脱ぐ。それが、わたしたちのババ抜きのルールなんです」

　説明してくれたのは、「熱い展開になってきました」といった感じの沙夜だ。

「ど、どういうこと？」

「ある日。貴美子さんが言い出したんです。普通にババ抜きをやっても面白くないから、負けた人は罰ゲームをすることにしようって。それが色々と進化していった結果、負けた人は服を脱ぐということになり、もう脱げなくなったら『参りました』と言って、決着がつくということになったんです」

「そ、そんなルールがあるなら、最初に言ってほしかったんだけど……」

「大丈夫です。お兄たんさんには関係ない話ですから。ババ抜きという単純なゲームをより真剣に楽しむための、わたしたちだけのルールなんです」

　刺激が欲しい年とし頃ごろだからだろう。そう主張する沙さ夜やは、このルールを完全に受け入れているようだった。

　だからといって、未み来きがこの状況を受け入れるわけにはいかなかった。

　マズイぞ。このままだと間違いなく、瑠る璃りは裸にされる。かといって、瑠璃がここで勝負をやめるようには見えないし……どうする？　瑠璃が貴き美み子こに勝てば円満に終わる感じだけど、貴美子がそう簡単に負けるとは思えないし……そもそも、百連勝って何だよ？　何かイカサマでもしない限り、ババ抜きでそんなに勝てるわけ……………

　そう思いながら、未来は何気なく瑠璃の前にあるカードを見つめた。

　そこで覚えた、ちょっとした違和感。

　このカードはどこかが、他ほかのカードと違っていた。

　手に取ってカードを調べる。表面は何の変哲もないジョーカー。だが裏面のほうは、真剣に凝視しないとわからないほどわずかにだが、細かい部分の模様が違っている。

　間違いなくこれは、イカサマ用の細工されたカードであった。

「あ、あらお兄たん？　そんな顔でカードを眺めたところで……面白いことなんて……」

　貴美子の声は明らかに動揺している。そしてなぜか急に席を立ち、窓際へと移動した。

「なあ沙夜。ちょっと、これを見てもらいたいんだけど」

「なんですか……………あっ。このカードだけ、他のカードとちょっと違ってますね」

「そうだろ？　それで聞きたいんだけど──このカードの持ち主って誰だれだ？」

「それでしたら、もちろん……」

　窓を開け、窓枠に足をかけている貴美子。まるで泥棒のように、窓から逃げ出そうとしているようだった。

「貴美子さーん。大切なお話があるんですけど……ちょっとお時間いいですか？」

「あらぁ。ごめんなさい。これからちょっとお出掛けしないといけないもので……」

　無言で近づくと、未来は窓から逃げ出そうとしている貴美子の制服を掴つかんで捕まえた。

　そして、被害者である瑠璃と沙夜の前に差し出す。

「おい。こんなイカサマカードを使って、お前はいったいどういうつもりだ？」

「どういうつもりかと聞かれたら、勝つためだからとしか答えようがありませんわ。本来なら、こんなことをしなくても勝てるのですが……まあ、念には念を入れてということですわ」

「何が念には念を入れてだ！　罰ゲームがかかってる勝負でイカサマなんかするなよ！」

「まあまあ。お兄たんもそんなに怒らないでほしいですわ。事情はともかくとして、瑠璃さんの脱衣が見れたわけなんですから。男として、むしろわたくしに感謝してほしいくらいですわ」

「何言ってやがる。そういう問題じゃなくて……イカサマをしてたことを二人にちゃんと謝れ！　ったく」

　未み来きの右腕が疼うずき、光を放ち始める。

　それは魔力に反応したという証しるしで、すぐそばで誰だれかが何らかの魔術を使おうとしているからこそ起こった現象で──

「死んで……償わせてやる」

　体の前で両手を合わせた瑠る璃りの前には、魔法陣のような模様が浮かび上がっていた。

「ぎゃぁぁぁ！　瑠璃さんっ、落ち着かないと駄目ですわっ！　こんな至近距離で瑠璃さんの魔弾を喰くらったら、さすがのわたくしもマジで死んでしまいますわよ！」

　本気であわてふためきながら、貴き美み子こは部屋中を駆け回り始めた。

　逃げる貴美子を追うように、瑠璃が作り出した魔法陣が方向を変える。そのたびに貴美子は、焦りつつも余裕を見せながら、舞い踊るように逃げ回っていた。

「な、なあ。この二人って、いつもこんな感じなのか？」

　そばにいる沙さ夜やにそれを聞く。沙夜は喧けん嘩かには加わらず、いつものことといった感じで二人を眺めていた。

「はい。大体いつもこんな感じで、純粋な瑠璃さんを貴美子さんがおちょくって喧嘩になってます。まあいつものことですから、放っておいたらそのうち解決しますよ」

「そっか。それならまあ、安心だけど……………ところで、二人は一度も怪しいとは思わなかったのか？」

「うん？　怪しいと言いますと？」

「貴美子の強さだよ……百連勝だなんて、何かおかしいって思わなかったのか？」

「そこはまあ正直な話をしますと、わたしは変だと思っていました。でも瑠璃さんは意地になってしまい、そういうことに頭が回らなかったみたいで……」

「わかってたんだったら、どうして瑠璃におかしいって教えてやらなかったんだ？」

「はい。その点は、ちょっと申し訳なかったと思うんですけど………やっぱり、真剣に勝負をして、健けな気げに罰を実行しようとする瑠璃さんが、わたしにしてみればもう本当にどうしようもないくらい可愛かわいくて、貴美子さんの勝利がイカサマだったとしても、もうどうでもいいかなって思ってしまいまして──」

　スイッチが入ったのか？

　沙夜は徐々に呼吸を荒くし始めた。

「勝負に負けた瑠璃さんが、貴美子さんにどんな罰を受けるんだろうって考えたら……瑠璃さんには悪いんですけど、もう妄想が止まらなくて……それに、負けず嫌いの瑠璃さんが貴き美み子こさんに負けて、屈辱と恥辱にまみれながら服を一枚ずつ脱いでいく姿が、わたしの想像力を強烈に刺激して……もしも、もしも貴美子さんが男性だったらって考えたら、もう……………ハァハァ」

　どうやら完全に向こう側の世界へと行ってしまったようだ。

　頭を叩たたいてこちら側に引き戻す人間がいない今、沙さ夜やは飽きるまで、鼻息荒く妄想を楽しみ続けることだろう。

　うーん。やっぱりこの子も、一筋縄ではいかないみたいだな。漫画のネタだか何だか知らないけど、よくもまあそんな想像ができるもんだ。もしも貴美子が男で、負けた瑠る璃りに何かしたらだなんて……そんな妄想、現実になるわけ……………

　ちょっとだけ想像してみる。

　妄想の楽しさが……ほんの少しだけわかったような気がした。

　だがそんな楽しさに浸れるほど、魔女に囲まれた現実は甘くない。

　室内を逃げ回っていた貴美子が、突如として未み来きの背中へと避難してくる。当然それを追い、瑠璃の魔法陣も未来のほうへと向きを変える。

　盾にされた未来の右腕は、瑠璃の魔法陣を前に危険信号を連発していた。

「こ。こらッ。俺おれを盾にするな！　お前が原因なんだから、死ぬんだったらお前一人で死んでくれッ」

「誰だれが一人で死ぬものですか！　死ぬんだったら、最愛のお兄たんも一緒ですわよ！」

「最愛を盾にするんじゃねえよ！」

　アタフタする二人を前にしても、瑠璃の殺意は一向に治まってくれない。

「兄様……どうしてそんな女を庇かばうの？　邪魔するんだったら、兄様でも容赦しないよ」

「こら待てッ。庇うわけないだろ！　そんなにコイツの命がほしいって言うんだったら、今差し出してやるからお前の好きにすれば──」

　背中に手を伸ばすが、もはやそこに貴美子の姿はなかった。

「おーほっほっほ。それではさよならお馬ば鹿かさんたち。悔しさから今夜は枕まくらを涙で濡ぬらし、シーツを噛かみしめたらよろしいですわ。おーほっほっほ」

　未来の背中から瞬間移動した貴美子は、窓枠を足場にして高らかに笑っている。

　そのまま窓から外に飛び出せば、逃亡は成功するのだが──

「……塵ちりにしてやる」

　両手を構えた瑠璃の前にある魔法陣が、照準を変える。窓枠で勝ち誇っている貴美子に狙ねらいを定めると、瑠璃は問答無用で白銀の魔弾をぶっぱなした。

「あっらぁー」

　素早く室内に逃げ込み、貴美子は魔弾を回避した。しかしまだ瑠璃の殺意は治まっておらず、貴美子は再び未来の背中へと逃げ込んできた。

　ふと、扉を叩たたくような音が聞こえた。だが今は、そんなことに構っているような余裕はなく、未み来きの意識は全すべて瑠る璃りと貴き美み子このほうへと向いていた。

「お前がこっちに逃げてきたら、また同じことのくり返しだろうがッ！　お前の命で全てが解決するんだから、大人しく塵ちりになれ」

「嫌じゃボケ……ですわ。お兄たん。今はとにかく、殺意に目覚めた瑠璃さんからわたくしを護まもってくださいませんか？」

「それこそ嫌じゃ！　お前が原因なんだから、ここはとにかくお前の責任でどうにか──」

　テンヤワンヤしている三人とは対照的に、冷静な雰囲気を放つ少女が一人。

　沙さ夜やと思ったけど、雰囲気が明らかに違う。

「な、何してるの……お兄」

　絶句気味の表情でそう言ったのは、未来の妹、御み堂どう永と遠わであった。

　セミロングの髪型と、意思の強そうな大きな瞳ひとみ。少女から女になろうとしている体には、男を惹ひきつける確かな丸みが存在する。

　見る人間の立場によって、可愛かわいい、格好かつこいい、美しい、どんな風にも分類できる魅力的な容姿を持ったこの少女は、未来と同じ姓を持つ未来の妹であった。

　いつの間にかこの場へとやってきていた妹は、未来たち三人を理解不能なものを見るような目で見ていた。

「お客様が来たみたいだから、室内にご案内しました。あっ。まだ喧けん嘩かしてたんですか？　いつものことなんだから、瑠璃さんも早く機嫌をなおしてくださいね」

　永遠の横で、沙夜がニコニコと笑顔を浮かべている。すでに妄想はやめたようで、沙夜は常識ある人間として、その場にいる誰だれよりも普通の態度を見せていた。

　沙夜がそんな態度だったので、未来たちの異常さが更に色濃く浮かび上がる。

「な、何してるって……見ればわかるだろ？」

「ううん……わかんない」

　未来の後ろに隠れている貴美子と、それを魔弾でぶち抜こうとしている瑠璃。その間に慌てふためいている未来がいて、その周りにはトランプが散らばっている。

　これで全てを理解するのは、どんな名探偵でも無理だろう。

「い、色々とあったんだよ……」

　話せば長くなるので、とりあえずそんな一言でまとめるしかない未来であった。



「というわけで、生徒会の使いとしてやってきた御堂永遠です。貴美ちゃんとは知らない仲じゃないけど、手心は一切加えませんから。よろしく」

　騒動が収まると、未来たちは室内のソファーに、向かい合うようにして座っていた。片方には貴美子と未来が、もう片方には永遠が座っており、それが立場の違いを表している。

　永と遠わと貴き美み子こは顔見知りで、それなりに仲も良い。だが、今回は立場が違うため、どことなく距離感がある態度を取っていた。

　瑠る璃りは制服のポケットに手を突っ込んだまま、隅っこのほうで壁を背にして立っている。こちらにはたまに視線を送るだけで、わたしは関係ありませんといった感じだ。

　沙さ夜やは執事のように気配を殺し、なるべく目立たないようにしてそばに立っていた。

「……って、話は大体わかったけど、いつの間に生徒会の人間になったんだよ。お前」

　軽い感じで質問をすると、「馴なれ馴なれしく話しかけないで！」と言わんばかりに、永遠はきつい目つきで未み来きを睨にらんできた。

「正確には、まだ生徒会所属じゃないわよ。今はまだ見習いって感じで、誰だれにでもできるような簡単な仕事をして、みんなに顔を覚えてもらってるところよ」

　前に一緒に帰った際、「立場」や「仕事」だと言っていた意味がようやくわかった。

　どうやら生徒会の一員として、毎日忙せわしなく雑用をこなしているようだ。

「それで今回は生徒会の要請で、学園一の要注意人物がいるクラブを監視しにきたってわけなんだけど──」

「クラブ？　あれ？　ここって、学園内で起こる問題を未然に防ぐための特殊機関みたいな感じなんじゃ……」

　事実を確認しようと思い、貴美子のほうに視線を送る。貴美子は菩ぼ薩さつのような顔をして、「小さいことはどうでもいいじゃない」と、呟つぶやいた。

　確かに、先程貴美子が説明した通りの仕事を行うためには、存在が相手にバレないようにするという隠おん密みつ性が絶対に必要だ。そういう意味では、表向きは普通のクラブを装っていても何の問題もない。

　だが、先程の騒動で垣かい間ま見みた貴美子の性格から考えると──どこからどこまでが真実なのか？　若干、未来は混乱してしまっていた。

「まあ、細かいことは大体わかりましたわ。つまりは、永遠さんはわたくしの行動を監視しにきた、生徒会の犬といったところですわね」

「い、犬って……そんな言い方しなくても」

　ちょっと傷ついた感じの永遠を横目に、貴美子は偉そうな感じで指をパチンと鳴らす。その合図に反応した沙夜は気配を殺して永遠に近づくと、犬耳がついたカチューシャを永遠の頭に装備させた。

　どうやら、永遠を攻撃したわけではなく、犬耳カチューシャを永遠につけさせたかったから、犬という表現を使ったようだ。

　貴美子の悪ふざけに手を貸した沙夜は、犬耳姿の永遠をニヤニヤしながら見つめている。

　どうやら沙夜は沙夜で、得るものがあったみたいだ。

「そしてわたくしは、そんな権力に立ち向かう狼おおかみといったところですわね」

　再び貴き美み子こが指を鳴らす。気配を殺した沙さ夜やは、今度は貴美子のそばへとやってきた。

　そして、狼おおかみの耳がついたカチューシャを貴美子に装備させる……と思ったが、何かが微妙に違う。

　よく見ると、貴美子が装備しているのは、豚の耳がついたカチューシャだった。

　未み来きと永と遠わが発する不穏な空気から、貴美子は素早く異常を感じ取る。

　自分につけられた物が狼ではなく豚だということがわかると、貴美子は立ち上がって、沙夜にカチューシャを投げつけた。

「何ですのこれは！　わたくしは豚じゃありませんわよ！」

「あ、これはどうも失礼しました。でも、動物シリーズで残ってたのはもう豚だけで……」

「何でですの？　まだわたくしが用意した、狼が残ってるはずですわよ」

「それでしたらすでに、相応ふさわしい方が装備していまして」

　沙夜の視線の先にいたのは、狼の耳がついたカチューシャを頭に乗せた瑠る璃りだった。

　ポケットに手をいれ、壁に背中を預けたまま、瑠璃はこちらのことなど興味なさそうに外を見ている。

　そのクールな立ち姿は、まさに一匹狼といったものであった。

「このように、萌もえアイテムというのは、それに相応しい方が装備するからこそ魅力的に輝くものだと、わたしは思うんです。だから、格好かつこ良さそうなどという安易な理由で装着されても、あまりわたしの心を刺激しないと言いますか……」

















　そう言ってよくわからない理屈を語る沙さ夜やの姿は、その道を極めたプロのようであった。

　不満そうな顔の貴き美み子こだが、話の本題から離れていってしまうため、深くは追及しない。

「もういいですわ！　あなたは引っ込んでなさい！」

　そうやって一喝されると、沙夜は静々と引っ込んでいった。だが、目的はちゃんと達成したようで、犬耳姿の永と遠わと狼おおかみ耳姿の瑠る璃りを交互に眺め、ホクホクの笑顔を浮かべていた。

「あの……話を元に戻してもいい？」

「どうぞ永遠さんのお好きにしてください。わたくし、豚扱いされてちょっと落ち込んでいますからっ！」

　憤慨気味の貴美子に気を遣いながら、永遠は再び話を始めた。

　兄として、そうやって苦労している妹を不ふ憫びんに思った。

「ええっと。とにかくどんな事情があろうが、今後は生徒会の監視の下で活動してもらいますから。はい。これ。活動報告書。これに必要な事をちゃんと書き込んで、一ヶ月に一回生徒会に提出して下さいね。そうじゃないと、義務違反ということで活動停止になりますから」

　義務的に話す妹を遠くに感じる。

　御み堂どう永遠という少女は真面目まじめで、公私混同などは絶対にしない。繰り返される義務的な口調からは、与えられた職務を全うしようとする強い意志が感じられた。

「はーあ。面倒くさいですわね。わたくしがやることなんですから、無条件に支援してくれても良さそうなものなのに……」

「ブツブツ文句言わないでよね。これでも生徒会としては、かなり譲歩してるんだから。この部屋だって、元々は生徒会室として用意されてたものを、貴美ちゃんが無断で占領して乗っ取ったんじゃない」

「え？　この部屋って、貴美子が優秀だから特別に与えられたんじゃ……」

　ポンっと、貴美子が未み来きの肩を叩たたく。

　振り返ると、菩ぼ薩さつのような顔をした貴美子が、「ミニマムなことはどうでもいいじゃない」と、呟つぶやいた。

「学園の中枢から離れてて不便だってことで、生徒会長の判断で引越ししたの。それを聞いたときの貴美ちゃんの顔は、今でも忘れられないわよ。泥棒猫丸出しの顔で眼をキラーンって光らせて、さっさと私物を移動させて既成事実を作って根回しを済ませて……あれはプロの乗っ取り屋の仕事だって、会長も褒めてたんだから」

「誰だれがプロの乗っ取り屋ですか！　わたくしは落ちてたものを拾っただけですわ！」

　貴美子の熱い抗議を、永遠は冷静な顔で聞き流す。

　ちなみに、永遠は先程つけられた犬耳カチューシャをそのままにしている。これは、本人が職務に集中するあまり、存在を忘れているという可能性が高い。

「と、とにかく、貴美ちゃんのクラブに関してはそれくらいだから。ちゃんと義務を果たして、真面目まじめに活動してくださいね」

「へいへい。わかりましたでございますよ」

「それで、もう一個の要件がお兄についてなんだけど……」

「いっ？　俺おれ？」

「そうよ。というより、お兄の存在があるから、このクラブは特別に許可されたようなものなんだから。そのへんをちゃんと自覚してよね」

「何だよ。それってどういう──」

　永と遠わが差し出す一枚の用紙。そこには、未み来きの行動に関することが大量に書かれていた。

「こ、これは……」

「お兄の行動に関して、生徒会に寄せられた意見の数々よ。どこで誰だれとどんな風に、どんな話題でどれだけ盛り上がったとかが詳細に書かれてるから。ちゃんと眼を通してよね」

　何月何日何時ごろ。どこでどんな感じの女生徒と接触していたのかが、できる限り詳細に書かれている。

　更には、そのことで周りの女生徒にどんな影響を与えるであろうかという推測まで──まるで、探偵の調査レポートのように書かれていた。

「こんな物、いったい何の為ために……」

「お兄はこの学園で唯一の男子で、存在そのものが女子高生の興味の対象なのよ。だったらこれくらいの監視を受けて当然じゃない。それで、そこに書かれてることでもわかるとおり、お兄が校内をウロウロしているだけでも、一般の生徒に動揺を与えるってことで、悪影響だと生徒会は判断したの。だから、お兄が他ほかの女生徒と不純な付き合いをしないように監視するっていうことで、このクラブは特別に設立を許可されたのよ。だから今後は、クラブ活動報告書と一緒に、こっちも──定期的に提出してもらいますからね」

　永遠が差し出した用紙には、『御み堂どう未来　活動報告書』と書かれていた。

「ぐっ。何だこれは……こんなの、もはや社会復帰しようとしている犯罪者のような扱いじゃあ……」

「仕方ないじゃない。そういう目的で設立されたクラブなんだから」

　自分の遊び場を作るために利用された。

　そう思った未来は、恨みがましい眼で貴き美み子こを見つめた。貴美子は菩ぼ薩さつのような顔で、「スモールなことはどうでもいいじゃない」と、呟つぶやいた。

「まあ、そういうことだから。お兄は自分に監視がついてることを自覚して、真しん摯しに行動するようにしてよね。じゃないと、あっという間に悪評が立ってこの学園にいられなくなるんだから」

「そんなこと、今更言われなくてもわかってるけど……」

　全く信頼されていないことを知った未み来きは、何とも言えない切ない気持ちになるしかなかった。

「わかりましたわ。これからは、わたくしが作る報告書がお兄たんの運命を握るというわけですわね。それは非常に楽しみ……………ではなく、責任重大ですわね。ですが仕方ないので、これからはわたくしがお兄たんの運命を握って──」

　欲望剥むき出しの悪い顔をして、貴き美み子こは永と遠わが差し出す用紙を受け取ろうとする。しかし永遠はそれをサラリとかわし、用紙を持ったままソファーから立ち上がる。

　そして無言のまま、隅っこで壁を背にして立っている瑠る璃りのもとへと歩み寄った。

「……良かったら、白はく天てん院いんさんがこれを書いてくれない？　白天院さんだったら、貴美ちゃんと違って悪用することはないと思うから」

　そう言って、永遠は未来の命運を握る大事な用紙を瑠璃に差し出した。

　兄の名誉に関かかわる重大事項を任せるという永遠の行為には、「あなたを信頼して任せるから、その気持ちに応こたえて欲しい」という、永遠の気持ちが垣かい間ま見みえたような気がした。

　瑠璃はとある事情で、魔弾を放って永遠を攻撃したことがある。貴美子とは違い、殺意に近い敵意を持って永遠を攻撃したのだ。もう解決したことなので、お互いに敵意はないが……やはり、それ相応のシコリとして心に残っていると思う。

　それを解消し、信頼関係を築くために、永遠は瑠璃にその仕事を任せようとしたのだ。

　しかし──

「あなたは、兄様のことを信じてないの？　信じてるんだったら、そんなものはいらないんじゃないの？」

　──答える瑠璃の態度は、あくまでも冷たく素っ気ないものであった。

　瑠璃はポケットに手を突っ込んだまま、用紙を受け取ろうとしない。顔を外のほうに向けると、顎あごを引き、猫のように背中を丸くしてしまった。

　永遠はそんな瑠璃に対して何も言えず、黙って、差し出した用紙を引っ込めるしかなかった。その背中は、声をかけてあげたくなるくらい、寂しげだった。

　……瑠璃は、あんまり他人に対して心を開かないからな。永遠が悪いってわけじゃないんだけど、こればっかりは本人の性格の問題だから。俺おれとしては、瑠璃も永遠を信頼して、仲良くなってほしいところなんだけど……

　今の二人を見ていると、それは無理かもしれないと思うしかなかった。

「あら？　瑠璃さんと永遠さん、何かありましたの？」

　二人の間にあった出来事を詳しく知らない貴美子が、そんなことを聞いてくる。

「顎を引いて背中を丸くするなんて……あんなときの瑠璃さんは決まって──」

　貴美子は何かを言おうとしたが、最後まで言うことはなかった。代わりに、フンっと拗すねた態度で顔を振る。

「まあいいですわ。わたくしより瑠る璃りさんのことを信用するなんて……永と遠わさんの見る目のなさにはガッカリを超えてガックリですわ。ねえお兄たん？　お兄たんも、わたくしに評価されたほうが嬉うれしいですわよね」

「気高い一匹狼おおかみと欲望で醜く太った豚を選べと言われて、豚を選ぶ馬ば鹿かはいませんよ」

　欲望で醜く太った豚……もとい貴き美み子こが、笑顔で猛毒を吐いた沙さ夜やのお尻しりを、イナズマのような勢いで思いっきり引っぱたく。

　ズバーンッという音と沙夜の悲鳴を、未み来きは渋い顔で聞いていた。



「良かったね。大手を振って可愛かわいい女の子三人に囲まれて過ごせるようになって」

　部屋を出た未来は、永遠と並んで廊下を歩いていた。

　放課後の廊下。気配は感じるが、視界に入るような人影はない。未来と二人きりになったということで、永遠の口調に遠慮や礼儀というものはなくなっていた。

「そうやって監視してないと他ほかの生徒に悪影響だって言ったのはそっちだろ。だったらブーブー文句言うなよ」

　先程から、永遠の言い方にはどことなく刺とげがある。我慢しているけど、つい怒りがあふれ出てしまっているという感じだ。

「別にっ。そういう判断をしたのは生徒会の人たちであって、あたしじゃないもん」

「お前も生徒会の一員なんだろ？　俺おれに内緒でそんなところに入って、どういうつもりなんだ？」

「なによ！　何をするにしても、あたしはお兄の許可を取らないといけないって言うの？　じゃあこれから呼吸をするけど──いいですか？　お兄様！」

「そうは言ってないだろうが……」

　ツンツンしている妹は本当に扱いにくい。

　本当……兄を困らせる妹は、さっきの三人だけで充分なのに。

「第一、正確に言えば、あたしは生徒会長さん直々に頼まれたからお手伝いをしてるだけで、生徒会の正式なメンバーってわけじゃないもん」

「何で生徒会長がお前をご指名なんだよ？」

「それはあたしがお兄の妹ってことで、何かあったときに便利だって思ったからなんじゃないの。それに、兄妹だったら万が一の過ちもないだろうし……色々と都合がいいのよ」

「万が一の過ちね……」

　フワリと漂うセミロングから、シャンプーの良い匂においがしてきた。スカートから覗のぞく健康的な美脚と、服の上からでもわかる確かな胸の膨らみ。

　理性と常識と倫理を捨て去ってしまえば……何が起こってもおかしくないくらい、すぐ横にいる少女は魅力的だった。

「だとしても、嫌なら断れば良かっただろ？　妹に監視されるなんて、俺おれの立場になって考えてみろよ」

　未み来きの右腕が疼うずいた瞬間、永と遠わの右腕に炎が宿った。

『紅蓮の赤フレイムレツド』。永遠が使う魔術で、赤い炎を自由自在に操ることができる。

　永遠は右腕に赤い炎を纏まとうと、それを未来の眼前に振りまいてきた。

「ぎゃぁッ。何しやがる？　話の最中にいきなり兄貴を焼こうとするな！」

「バカお兄のくせして、偉そうに意見言わないでよねっ」

　炎に反した冷たい視線を送ると、永遠はフンッと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「そもそもで言えば、お兄が監視を必要とするくらい節操なく他ほかの女の子と遊んでたりするからいけないのよ。女の子に話しかけられたくらいでニヤニヤして……何よ！　芸能人にでもなったつもりなの？　バッカみたい」

　吐き捨てるようにそう言うと、永遠は一人でスタスタと歩き始めた。それを追いかけ、未来は妹の機嫌をなおすために話を続ける。

「何だよ。さっきからツンツンして、何怒ってるんだよ？　お前だってわかってるだろ？　俺には俺の立場と事情があって、色々とやらないといけないことがあるって」

　ギラッと光るキツイ目つきで、永遠が睨にらんでくる。

　ビビッた未来は一歩だけ引き下がった。

「そんなのわかってるわよ。でも、それでも……限度ってものがあるだろうし……それよりも……お兄はいつも、あたしを怒らせてばかりで……」

　そう言われて、ふと思った。

　そういえば最近、永遠とは言い争ってばかりだ。

「あたしだって、色々と大変なことはあるんだよ。生徒会のお仕事だって色々大変だし、それに、生徒会の人たちはみんなすごい人ばっかりで……あたしなんかがここにいてもいいのかなって、いつも思ってて……苦労だけでいったら、お兄にだって負けてないつもりだもん。でも、お兄にはお兄の事情があるから、我慢しないといけないって思って……」

　急にしおらしくなった永遠は、問答無用で可愛かわいかった。

　さっきまでギャーギャー言っていたからこそのギャップが凄すごい。今すぐ抱きしめてしまいたいという欲望に駆られた。

　だけどそこはお兄ちゃんだから、我慢する。

「お兄は……お兄はあたしの──っ」

　突然、何かに気づいたような顔をすると、永遠は未来の腕を掴つかみ、人気のないほうへと引っ張りこんできた。

「お、おいっ」

　文句を言おうとする未み来きの口を手で塞ふさぎ、永と遠わは体を寄せてきた。

　その姿は、密会がバレるのを恐れている恋人同士の姿でしかない。

　数秒後。さっきまでいた場所に、誰だれかの足音が響きわたる。どうやら人に見られるのを恐れ、人気のないほうに未来を引っ張り込んだようだ。

「い、行ったみたいだけど……」

　人の気配が消えたことを確認しても、永遠は未来の体から離れようとしない。

　頬ほおを赤くし、腕を間に挟んで距離を保ちつつも……何かを期待している、濡ぬれた瞳ひとみをしていた。

「か、勘違いしないでよ。誰かと喧けん嘩かしてるところを見られたら、お兄の立場が悪くなると思って……こうしたんだから。変なことしたら、大声出して……お兄のこと、燃やしちゃうんだから……ね」

　言葉とは裏腹に、永遠は体を離そうとしない。

　明らかに、主導権を握っているのは未来だった。

　ここで何をしても、永遠は絶対に拒まない。そんな、確信にも近い予感が、未来の頭の中で躍っていた。

「変態、バカお兄……あたしくらいなんだからね。こんな状況でも……文句を言わない女の子は……………ねえ。だから……」

　こう見えても、永遠という妹は甘えん坊だった。

　好きなことは兄に抱きつくことで、ストレスが溜たまってくると、色んな手段で兄とコミュニケーションを取って、ストレスを発散しようとする。

　今はそれが、限界点近くまで達した状態のようで──

　兄からの抱擁を、全身を緊張させて待っているようだった。

　永遠……この、バカ妹。お前が、俺おれの立場を悪くさせるようなことしてどうするんだよ。こんなところ誰かに見られたら、どんな言い訳も通用しなくて……あっ。いや、でも、相手は妹なわけなんだから、他ほかの女の子と比べたら全然自然で、どうとでも言い訳できて……

　もはや頭がおかしくなってしまいそうだ。

　欲望のまま、永遠を抱きしめてあげようとする。だがその前に、「そういえば」といった感覚で、あることに気づいた。

「ね、ねえお兄……誰か来る前に、はやく……」

　兄を丸焼きにしようとした妹とは思えないくらい、永遠が甘い声を出してくる。

　未来が両手で永遠の両肩を掴つかむと、永遠は緊張で体をビクンとさせた。

「なあ、永遠」

「う、うん……」

　両肩を掴つかみ、永と遠わの濡ぬれた瞳ひとみを見つめつつ、未み来きは言った。

「お前……頭に犬耳つけたままだぞ」

　デリカシーゼロの顔をして、未来は永遠にその事実を伝えてあげた。

　兄の立場とすれば、後で妹が恥をかかないために行なった善意だったのだが……肝心の妹には、一片たりともその善意は伝わらなかったようだった。

　永遠の表情が、兄に甘えようとしていた妹の顔から、デリカシーゼロの男に激怒する魔女の顔へと変へん貌ぼうする。

　頭につけていた犬耳カチューシャを外し未来の頭に装着させると、右腕全すべてに炎を纏まとい、

未来を丸焼きにしようとしてきた。

「ぎゃーッッ。こ、こら！　だから、兄貴を焼き殺そうとするなって……」

「うるさいバカっ！　どうしようもない変態バカお兄なんて、死んじゃえ！」

　炎に続き罵ば声せいを浴びせると、永遠は背中を向けてその場を立ち去っていった。

　こうなったらもう無理だ。

　時間が経たって怒りが静まらない限り、永遠は絶対にまともに話をしてくれない。

「な、何だよあいつ……せっかく俺おれが、善意で教えてやったっていうのに……」

　怒り狂った妹魔女に呆あきれつつ、未来は深くため息をついた。

　どうして俺ばっかりこんな苦労を……

　その後。未来は肩を落としたまま、貴き美み子こたちがいる部屋へと戻った。

　頭に犬耳をつけたままだったのを忘れていたため、貴美子には大いに笑われ、沙さ夜やには「いまいち」といった顔をされた。ただ、瑠る璃りだけは「可愛かわいいよ。兄様」と言って、満更でもない顔をしていた。










２　「毒と星屑の魔女」



　永と遠わの奴、今いま頃ごろ何してるんだろ。また生徒会の仕事とかで、色々やってんのかな？　昨日の感じだったら、他ほかにも色々とクラブとか回ってそうだし……ストレスとか、溜ため込んでないといいんだけど。

　本人は認めようとしないが、未み来きは結構なシスコンだ。だから昨日のやり取りから永遠のことが頭にこびりついて、離れることはなかった。

　放課後になってもそれは同じで、未来は永遠のことで悶もん々もんとなりながら、『貴き美み子こ様のお部屋』と書かれた部屋の扉を開けた。

「？」

　部屋の中央には、なぜか正座で瞑めい想そうしている沙さ夜やがいた。

　みつあみおさげにレンズの厚い眼鏡という、普段の格好。テンション高く動き回っているよりも、こうやって静かに集中している姿の方が似合うのだが、ここまで静かだとさすがに気味が悪い。

「なあ、あれっていったい何してるんだ？」

　奥の机に座っている貴美子のそばに行き、事情を尋ねる。貴美子は呆あきれ気味な顔をして答えた。

「瑠る璃りさんに償いをさせるべく、瑠璃さんを待っているんですわ」

「瑠璃に償わせるって……何で？」

　セリフよりも先に、貴美子はため息をこぼした。

「昨夜のことですが、思いついたネタを書き溜めていたノートを、瑠璃さんに破壊されたからですわ」

「破壊って……わざとやったのか？」

「まさか。さすがの瑠璃さんもそこまで邪悪ではありませんわ。昨日、沙夜が瑠璃さんの部屋に遊びに行きましたの。そこで沙夜のノートに、不幸にも瑠璃さんがジュースをこぼしてしまったというわけですわ」

「だったら、わざとじゃなくて事故ってことなんじゃあ……」

「ええそうですわ。ですが、被害者にとったらそんなことはどうでもいいといったところで……ああやって賠償を求め、瑠璃さんを待ち構えているわけですわ」

「何でこのタイミングなんだ？　謝罪だったら、その時に済ませたら良かったじゃないか」

「それは、沙夜が謝罪の内容を一日かけて考えていたからですわ。あの瑠璃さんに何でも要求できるチャンスなんて滅めつ多たにありませんから。ここぞとばかりに、瑠璃さんに自分の欲望をぶつけるつもりなんですわ」

「なるほど。大体の事情はそれでわかったけど……で、あの神妙な雰囲気の理由は？」

「獣が獲物を狙ねらうときは、ああいうものですわ」

　説得力があるようでない、貴き美み子この説明だった。

　それから数分後。主役である瑠る璃りがやってくる。

　いつもどおりの無愛想な顔で扉を開けると、両手をポケットに入れたまま挨あい拶さつもなく室内に入ってきた。

　その瞬間。未み来きは確かに見た。

　獲物を見つけた沙さ夜やの眼鏡が、キラリと光ったのを。

「瑠璃さんっ！　待ちくたびれましたよ。さあ昨日の償いを、今ここでしてもらいます！」

　まさしく、獲物を狙う獣のごとき勢いで、沙夜が瑠璃に飛びかかっていく。

　思わず、「危ないっ」と叫んでしまいそうになる。だが、肝心の瑠璃は一切慌てることなく、マタドールのように颯さつ爽そうと沙夜をかわした。

「むにゃぁ」

　壁に激突した沙夜が、聞くも哀れな声を出す。

「顔が痛いよぅ」と唸うなる沙夜を、一切心配しようとしない瑠璃は、さすがとしかいいようがなかった。

　単独事故を起こした沙夜を気にすることなく、瑠璃はソファーへと向かう。沙夜は残る力を振り絞り、瑠璃の制服の裾すそを掴つかんだ。

「ま、待ってください瑠璃さん。約束ですから、わたしの言うことを一つ聞いてもらいますよ」

「……まだそんなこと言ってるの？　昨日ちゃんと謝ったじゃない」

「わたしの想おもいが詰まった大切なネタ帳にジュースをこぼしておいて、『あ、ごめん』で済むと思ってるんですか？　あれはあくまでも応急処置であって、本格的な賠償はこれからですからね」

「……アホらし。だったらすぐに終わらせてよ。無駄に時間を使うのは好きじゃないから」

「はいっ。わかってます。瑠璃さんはぼうっとしてるだけで、大丈夫ですから」

　そうやって話がまとまると、沙夜は意気揚々と瑠璃の腕を引いて、部屋から出ていってしまった。

　急激に静まり返る室内。

「まあ、いつものことですわ」と言う貴美子のセリフには、友人だからこその説得力があった。



　それから数分後。

　二人だけになった室内で、未来と貴美子はある資料を前に、話をしていた。

「簡潔に言いますと、『毒の魔女』と呼ばれるスパイがこの学園に入り込んでいるようなので、お兄たんには充分な警戒と、余裕があればで結構なので、人物の特定をお願いしたいと思っておりますわ」

　いつもどおりの顔をしているが、貴き美み子この態度はどことなく真剣だ。

「まあ、世間の手前、このクラブはわたくしのわがままで作られた、お兄たん監視クラブという体裁を取っておりますが……実際は、生徒会といった高レベルの魔女の方々が動けないような裏の問題を取り扱う、秘密組織になっておりますわ。それで、今回政府の偉いおじ様方から届いたご依頼の内容が──学園に入り込んだスパイを見つけ出すというものですわ」

　二人が見ているのは、その、スパイと特定されている人物に関する資料だった。だが資料と呼ぶには、その情報量はあまりにも少ない。

「名前は鳴なる海みリナ。で、身長と体重は平均的って書いてあるけど……もう少し詳しいことはわからなかったのか？」

「まあ、ぶっちゃけて言いますと、『それがわかってるんだったら自分たちで何とかしとるっちゅう話ですわ』。といったところですわね」

「はぁ。しとるっちゅう話ですか……」

「スパイという性質上、細かい情報はほとんどわからないんですわ。その、名前というのも、戸籍上の名前がそうだというわけで……偽名を使っていたら何の意味もありません」

「だったら逆に思うんだけど……どうして名前がわかったんだ？　そんなに有名なスパイなのか？　この子って」

「有名……に、なる予定だったというところですわね。その方は……わたくしたちの国の施設で育てられた、超一級の魔女ですわ」

「どういうことだ？」

「この学校ができるまで、魔女は研究所などの施設で育てられていたという話は、お兄たんもご存じですわよね。鳴海リナと呼ばれる方はその一人で、スパイとなるべく幼い頃ころから英才教育を受けて育てられた子ですわ」

「そんな超一級の魔女が、どうして自分の国が不利になるようなことを？」

「それは呆あきれるほど簡単なお話で……国を裏切ったからですわ。まあ、正確に言いますと、フリーのスパイとして他国に雇われたといったところなんですけど……こちらにしてみれば、裏切られたという認識で間違いありませんわね」

「どうしてフリーなんて立場になってたんだ？　国が育てた優秀な魔女なら、そのまま責任持って面倒みてたら良かったじゃないか？」

「それは、その方がスパイとしては不適格だという烙らく印いんを押されているからですわ。魔術を操るスパイとしての能力は超一流なのですが……性格のほうに問題があったようですわ。自由気ままでわがまま、更にはスパイにとって一番大切な愛国心というものが完全に欠如していたそうで、とてもじゃないが危なっかしくて使い物にならなかったという話ですわ。それで国としては、彼女をスパイとして採用することを見送ったようなのですが……」

「いつの間にか他国にスカウトされちゃったというわけか？」

「ザッツライトですわ。お兄たん」

　困った話ですわといった風に、貴き美み子こがため息をつく。

　未み来きは資料の一つである写真を手に取った。それは、「毒の魔女」と呼ばれるスパイの幼い頃ころの写真だった。

「んで、これが、スパイとして育てられ始めた頃のその子の写真か……歳としは俺おれと同じ、高校二年で、見た目の特徴は特にないってことみたいだけど……」

　何かが、心と頭の中で引っかかった。

　あれ……俺、この子に見覚えがあるような気が……

　思い出せそうで思い出せない感覚。だが、確信にも似た何かがある。

　間違いなく未来は──「写真の中の少女」と出会っていた。

　親父おやじの関係で会ったうちの一人かな？　あの頃は、将来的に縁があるかもしれないってことで、同い年くらいの色んな魔女に会わされたけど……

　貴美子と瑠る璃りに最初に会ったのも、その流れであった。そしてその頃の出会いがきっかけで「兄」として慕われ、現在に至っている。

「……この、毒の魔女っていう呼び名はいったい何だ？　コードネームみたいなものか？」

「毒に関係する魔術を使うから、そう呼ばれている……と、いう話が通説にはなっておりますが、正確にはよくわかっておりませんわ。自分たちも殺してしまう危険性から、そう呼ばれている。そういう説もあるみたいですわね」

「ということは、どんな魔術を使うのか、完全にはわかってないってことか？」

「そういうことですわ。お兄たんもご存じのとおり、魔女が使う魔術にはそれぞれ性質があり、それがそのまま相性に繋つながっておりますから。この方に関しても、最も親しい関係者であった方以外は、誰だれもその能力の全ぜん貌ぼうを知らないということらしいですわ」

　魔女が使う魔術には、大きく分けて三つの系統がある。

　自然現象を扱う精霊系。魔力をそのまま撃ち出す魔弾系。道具に魔力を宿して特別な力を持たせる武装系。魔術はこの三つに分類され、それぞれの間で絶対優位とも言えるほどの相性があった。

　扱う魔術の正体を知られるということは、そのまま攻略法を知られるということになる。

　だからこそ、魔女はできる限り自分の能力を知られないようにする必要があった。

　ちなみに、昨日永と遠わが使った魔術、「紅蓮の赤フレイムレツド」は精霊系で、瑠璃が使った、「白銀色の終焉プラチナデイストラクシヨン」と呼ばれる魔術は、魔弾系に分類される。

「で、俺おれがやることは、その子の正体暴きってわけだな」

「そういうことですわ。あちらとしても、お兄たんのようにわかりやすい異分子を無視するとは思えませんし、まあいつかは、何らかの接触があると思って間違いないでしょうね。わたくしも、お兄たんの力の全すべてを知っているというわけではありませんが……魔女に対してかなり優位に立てる能力をお持ちなのですわよね？　だったらその力で、逆に返り討ちにしてやってほしいと、いうわけですわ」

「上う手まくいくといいけどな……」

　口ではそう言いながらも、未み来きとしては、余裕にも近い自信があった。

　なぜならそれほどまでに、未来の能力は強いからだ。

『魔女喰いウイツチイーター』。

　未来の右腕に宿る、特別にして強力な力。

　系統など関係なく、全ての魔術を無効化し、吸収することができる。また、吸収した相手の魔力は自身の魔力として使用することが可能で、その際は、自分の好きな系統へと変換することができる。更には、オマケのような能力ではあるが、相手が魔術を使うとそれに反応して光り輝くという特性まで持っている。

　魔女の世界を支配するルールの外に存在する反則的な力。

　それが未来の『魔女喰い』だ。

　たとえ訓練されていようが、桁けた外はずれに非常識な力を持つ魔女でもない限り、未来に勝つことは不可能だろう。

　余裕にも近い自信を胸に、未来は「毒の魔女」と呼ばれている少女の幼い頃ころの写真を、ポケットの中へと仕し舞まい込んだ。



『ねえ、これ頂ちよう戴だい？　大切にするからさ』

　その瞬間、なぜかそんな幻聴が聞こえた。



　記憶の中から聞こえた幻の声。

　少女が、未来に何かを求めているようだが──

　──なぜこのタイミングで、そんな声が聞こえてきたのだろう？

　思い出そうとして考えてみたが──納得するような答えは出なかった。

「？　どうしたのですか？　お兄たん」

「いや、ちょっと考え事を……な」

　結局、未来が何かを思い出すことはなかった。

　未来は気持ちを区切り、意識を貴き美み子こへと戻した。

「まあ、それらしい子が近づいてきたら、こっちはこっちでできる限りのことはしておくよ。それで、何かあったらお前に報告すればいいのか？」

「ええ。それで構いませんわ。偉い人たちとのお話し合いは、わたくしが済ませておきますから」

　相変わらずの、無邪気な笑顔を見せる貴き美み子こを見ていて、未み来きはふと思った。

　優秀ってことで、お偉いさんからは信頼されてるみたいだけど……貴美子って、どれくらい優秀な魔女なんだ？

　実際の貴美子の能力を、未来は知らない。まあ、政府の中枢に信頼されているほどだから、無能ということはないだろうが……

「というわけで、注意しないといけない大切なお話はそれくらいなんですけど──」

　突如として、貴美子が色っぽい視線を向けてくる。

「せっかく二人っきりなんですから、何か、それっぽい感じの話でもなさりませんか？　お兄たん。お互い一度しかない青春なんですから、記憶に残るような甘い体験をしないと、損だというものですわ」

　貴美子はほんのりと頬ほおを赤く染め、初夜を迎えた花嫁みたいな雰囲気を醸し出している。

　可愛かわいらしい笑顔と、男心を弄もてあそんでやまない魅力的な体つき。更には、「恥ずかしいけど頑張ってアプローチしてるんですわよ」という純情な乙女心。

　な、何だよコイツ。いきなりこんな……可愛い顔見せるなよ。

　普段が三枚目な分、ちょっとした変化でも可愛く見えてしまう。貴美子の不意打ちを受け、未来はわずかにではあるが、動揺してしまっていた。

　そのとき、突如として部屋の扉が開く。

「失礼します。ただいま戻りました」

　姿を現したのは、部屋を出る前と何ら変わらない見た目をした沙さ夜やだった。

　貴美子の攻撃を受けグラついていた未来だったが、沙夜という援軍がやってきたことで一気に戦況を立て直し、未来はいつもの、女性と一定の距離を取ろうとするお兄ちゃんとしての顔に戻った。

　視界の外で貴美子が、これでもかというくらい面白くなさそうな顔をしているが、気にしないようにする。

「瑠る璃りを連れてどこかに行ってたみたいだけど、どこ行ってたんだ？」

「はい。それについては、口で説明するよりも見たほうが早いと思いまして……」

　なぜか、沙夜は不敵な顔で不気味に笑い始めた。

　その姿は、内側からあふれる欲望で顔が歪ゆがんでいるといった感じだ。

「ふふふ。ついに、この日が来ました。いつか必ず……瑠璃さんにこの衣装を着せようと思い、一人で準備を整えていたわけなんですけど、中々そのチャンスに恵まれることがなく、ただ日々が過ぎていくだけでした……ですが、ついにこの日を迎えることができました。それでは見ていただきます。わたしの夢だった、『超絶カワイイ瑠る璃りたん』です」

　そう言って大げさなアクションで、沙さ夜やは廊下にいる瑠璃を招き入れようとした。しかし、合図を送っているのに誰だれも入ってこない。結局は、沙夜が廊下に出て瑠璃を引っ張り込むことになった。

　ううん、さすがは瑠璃だ。何をするにしても、自分のペースを崩さないんだな。

　そうやって未み来きが感心していると、沙夜に腕を引かれた瑠璃が室内へと入ってきた。

「……………」

　その姿を見て、未来はただひたすらに言葉を失った。

　真っ黒なゴスロリ衣装を着た瑠璃が、猫耳カチューシャを付けている。さらには頬ほおに、三本の猫ヒゲが付いており──可愛かわいいと思わない男は、心のどこかが壊れているとしか思えないくらい可愛らしい格好をしていた。

　か、可愛い……

　そう思った未来の顔は、お兄ちゃんから一匹の雄に成り下がってしまっていた。

「趣味と実益を兼ねて、わたしが作った衣装です。かねてから、わたしはこの衣装を着た瑠璃さんを漫画の主役にしたいと思ってまして……嬉うれしいです。やっと、やっとその夢が叶かなって……うぅ。やっぱり、思ったとおり超カワイイです。そんな格好してるのに、誰にも媚こびるもんかっていう気の強そうな顔して……見てるだけで、わたしは……ハァハァ」

　瑠璃の性格上、頼まれたところでこんな格好は絶対にしない。ただ今回は、沙夜の大切な物をパーにしたからという負い目があるので、仕方なく沙夜の要望──というか、欲望を受け入れたのだろう。

　ポケットに手を突っ込んだまま、瑠璃の表情はいつものように冷たく愛想がない。だが、それがまた衣装とよく合っており──

　お、置物として、部屋に飾ってしまいたい……

　──未来は心の底からメロメロになっていた。

「アホらし……こんな格好させて、何が面白いの？」

　呆あきれ口調の瑠璃に対して、沙夜は熱い持論を展開する。

「瑠璃さんは何もわかっていません！　瑠璃さんは素材がいいんだから、もっと可愛らしい格好をして自分をアピールしたほうがいいんです！　それでなくても、普段は素っ気なくて近寄りがたい感じなんですから……お兄たんさんだって、きっと瑠璃さんのことを誤解してると思います。だからたまにはこういう可愛い格好を見せて、本当の瑠璃さんがどういう子なのかを、お兄たんさんにわかってもらってもらったほうがいいんです！」

「兄様に？」

　瑠璃と目が合う。

　真っ黒なゴスロリ衣装を身に纏まとい、猫耳と猫ヒゲを装着した今の瑠璃。

　本当に、叫びたくなるくらい──「超絶カワイイ瑠る璃りたん」だった。

「兄様は、可愛かわいいと思う？」

　何も言わず、未み来きは首を縦に振った。

「……ふーん。そう」

　素っ気なく答えると、瑠璃はスタスタと歩き、ソファーに腰を下ろした。表情から気持ちを読み取ることはできないが、悪い気はしてないようだった。

「はぁ……素晴らしいです。できることなら、瑠璃さんには一生その格好のままでいてほしいです。でも、それはやっぱり無理なので……漫画の参考として、その姿をスケッチさせてもらいますね。今まで想像でしか見れなかった瑠璃さんのゴスロリ姿を生で見れたことで、わたしの創作意欲はどうしようもなく高まっていきます。そこでお願いなんですが瑠璃さん。そのまま、ニャンと鳴いてくれませんか？」

「ニャン……………これでいいの？」

　これでもかという冷めた顔で、瑠璃は一言だけ「ニャン」と鳴いてくれた。

　超絶無愛想な言い方だったが、未来と沙さ夜やにとったら何の問題もない。

　むしろそのほうが──恐こわいくらいに可愛く見えた。

「か、カワイイですぅ……」

　うっとりした顔で呟つぶやく沙夜と、同じ気持ちの未来だった。

「超つまんないですわ……そんな化け猫より、わたくしのほうが可愛いですわよ……」

　離れた場所で貴き美み子こが呪のろいの言葉を口にしていたが、そんなことなど一切気にならない。

　沙夜のリクエストに適当な態度で応こたえる「超絶カワイイ瑠璃たん」を、未来はお腹なかいっぱいになるまで堪たん能のうしたのであった。





「馬ば鹿かなのよ。あの二人は」

　隣を歩いている瑠璃が、そんな言葉を口にした。

　孤島に存在する学園ということで、当然生徒は実家ではなく寮で生活している。

　東西南北、四つのエリアに分けられている学生寮のうち、瑠璃の所属は北エリアになる。

　南エリア所属の未来は、途中まで瑠璃を送っていってあげるため、誰だれもいない放課後の校内を並んで歩いていた。

　人目を避けるため、わざわざ遅い時間まで校内に残っていた。なので夕日は沈みかけ、オレンジ色よりも群青色のほうが多い彩りになっていた。

　貴美子は怒り狂ってさっさと帰ってしまった。沙夜はそんな貴美子について行ってしまったため、この場には未来と瑠璃しかいなかった。

　寮に帰るため、瑠璃の格好は普通の制服姿に戻っている。

　もう二度と、あの「超絶カワイイ瑠る璃りたん」が見れないかもしれないと思うと、残念で仕方ない未み来きであった。

「昔から、あの二人はあんな感じだったの。自分が面白いと思ったことを自分のペースでやって、周りのことなんて何も考えないで……付き合わされるほうは、いい迷惑よ」

　いつものように両手をポケットに入れたまま、瑠璃は呆あきれ気味にそう言った。

　周りのことを考えないで自分のペースでって……瑠璃も、そういうタイプなんだけどな。

　そんな反論が頭に浮かんだが、当然、口には出さない。

「でも、昔から仲良くやってるんだろ？」

　チラッと、瑠璃が未来を見つめてくる。その目は「そう見える？」と言っていた。

「……さあ。仲が良いのかは、よくわからない。ただ、一緒にいる時間が長いっていうだけで……あっちがどう思ってるのかなんて、わたしはあんまり興味ないし」

　そんなことを言っているが、瑠璃とあの二人が友人だというのは、疑う余地のない事実だろう。そもそも、そうでなければ瑠璃のそばにはいられない。

　誰だれにも媚こびず、誰も寄せ付けず──瑠璃はあくまでも独りでいることを好む。それは、他人を信じて裏切られることを恐れているからこその自衛行動で、そんな瑠璃のそばにいるということは、そのまま信頼されているということに繋つながった。

「ただ……………あの馬ば鹿かは、いざというときだけは……頼りになるの」

「あの馬鹿っていうと、貴き美み子このことか？」

　何を考えているのかわからない、無愛想な顔で瑠璃は頷うなずいた。

「昔の話だけどね、わたし……あの馬鹿に命を助けられたことがあるの。わたしは普通の魔女とは違うから、そのせいで、何度か危険な目に遭ったことがあるんだけど……あの馬鹿は、そのたびにわたしのそばにいて、わたしのことを護まもろうとしてくれた」

「へぇ……あの貴美子が」

「あのとき……兄様がわたしのことを助けてくれようとしたあのときも、あの馬鹿は、わたしが上級生の魔女とぶつからないように、色々と走り回ってくれて……あの子は絶対に大丈夫だから、もう少し様子を見てほしいって……みんなに言って回ってたんだって」

　その行為に報いるため、瑠璃は貴美子に「ありがとう」と言ったのだろう。

「普段の貴美子は──確かに救いようがない馬鹿で、クソ面白くない嘘うそばっかり言って、わたしを騙だまそうとする、どうしようもないクズ野郎だけど──」

　ひ、酷ひどい言われようだな……

　ボロクソに言われる貴美子に、心の中で同情する。

　瑠璃は悪口を言った表情そのままに、もう一言だけ呟つぶやいた。

「ただ、わたしのために命をかけてくれたっていう事実があるから……あの馬鹿のためだったら、わたしも命をかけていいと思ってる」

　その一言に、未み来きの体は小さく震えてしまった。

　相変わらず、気持ちを込めた瑠る璃りの言葉は、女子高生とは思えないくらいピュアで、重たいものだった。

　普段は喧けん嘩かしてても、いざというときは頼りにしてる間柄ってわけか。なるほど。沙さ夜やじゃないけど、どっちかが男だったらと考えると……面白い話ができそうだ。

「それじゃあ、沙夜とはどういう関係なんだ？　見たところ、色々と振り回されてる感じだけど」

「沙夜も、基本はあの馬ば鹿かと大して変わらないよ。普段はあんな感じだけど、いざというときはわたしの心配をしてくれて……見た目ではわからないかもしれないけど、ああ見えても沙夜は、優秀な家系の魔女なの。だから、歳としが同じってこともあって、わたしたちは幼い頃ころから一緒に過ごしてきて……………兄様。兄様は、沙夜の素顔を見たことある？」

「いや、眼鏡を外した顔は見たことないけど」

「だったら、死ぬまでに一度くらいは見たほうがいいよ。沙夜はあんな性格で、自分のオシャレとかに興味がないから、いつも地味な格好をしてるけど……素顔は、女のわたしが見ても驚くくらい、キレイな顔してるよ」

　基本的に、全すべてにおいて無感動な瑠璃が驚くくらい、キレイな顔か……だったら、一度くらいは見てみたいもんだな。

「でも、沙夜はわたしと違って、あの馬鹿を尊敬してるところがあるから……兄様も、そのへんは気をつけたほうがいいよ」

「へぇ。沙夜って、貴き美み子このことを尊敬してるんだ？」

　瑠璃は小さく頷うなずいた。

「何て言ったらいいのかわからないけど……あの馬鹿は、いざというときは格好かつこいいの。それを、沙夜はわたし以上に知ってるみたいだから、よせばいいのに、あの馬鹿のことを尊敬してて……」

「それにしては、貴美子に対して遠慮のない毒をよく吐くみたいだけど」

「それは──そんな風に無様な姿も、好きだからだよ。前に沙夜が言ってた。普段あんなにも不細工な貴美子が、ここぞっていうときは格好いい姿を見せる。そのギャップが、沙夜にはたまらないんだって」

「そういえば、貴美子は沙夜が戻ってくるのを楽しみにしてて、実際に会ったときは抱き合ってたけど……二人はそれくらい仲がいいってことか？」

「それは、たんにあの馬鹿が騒ぎたかっただけだと思うよ。だって、あの再会以前にも、あの二人は普通に顔を合わせてるし」

「じゃあ何だ……感動の再会に見えたのは俺おれだけで、実際は二人がお遊びで、感動の再会ゴッコをしていただけということか？」

「そうだよ。だから言ったでしょ。兄様も、そのへんは気を付けたほうがいいって。沙さ夜やは沙夜で、少しズルいところがあるから。あの馬ば鹿かに便乗して、何をするかわからないよ」

　そういえばトランプのときも、貴き美み子この強さをおかしいとは思いつつ、瑠る璃りが恥ずかしげに服を脱ぐ姿が見たくて黙ってたって言ってたけど……ううん。怖いな。女の子って、可愛かわいい笑顔の奥で何を考えてるのか、全然わかんないな。

　そうやって女の子の怖さを再認識する未み来きの耳に、独り言のような瑠璃の言葉が届く。

「まあ、でも……二人共……悪い奴やつじゃないけど……」

　最後にそう言った瑠璃は、どことなく照れくさそうだった。

　無感情な瑠璃には珍しい、わかりやすいツンデレ的なシーンだった。

　その後も、何か適当に話をしながら二人だけで校内を歩く。

　その途中。何の予告もなく、瑠璃が急に黙り込んだ。そして未来の許可を得ることなく、未来の小指を指でつまんできた。

　うぉっ！　で、出たな。瑠璃お得意の、「わたしのやり方に文句があるの？」と言わんばかりの、攻撃的な愛情表現。こうやって相手がペースを崩したところで、自分のペースにしていくのが瑠璃のやり方なんだよな。だから俺おれもここで、ちゃんと自分のペースを保たないといけないっていうのはよくわかってるんだけど……

「嫌？　兄様？」

　短い言葉が、逆に強烈だった。

　普段の瑠璃とは違い、ほんのわずか媚こびるような眼をしているのも、反則的だ。

「ううん。大丈夫だよ」と未来が答えると、瑠璃の行為は更にエスカレートしていった。

　指を指の間に絡ませ、お互いの手の平がしっかりと重なり合うようにする。そしてそのままの状態で、瑠璃は未来の手ごと、制服のポケットに自分の手を突っ込んだ。

　指を絡め合ったまま、制服のポケットの中で一つになる未来と瑠璃の手。

　温度の関係で、すぐに二人の手が汗ばむ。その感覚が、未来の中に存在する男の部分を激しく刺激した。

　瑠璃はあくまでも、冷静沈着な顔をしていた。それとは対照的に、未来は、とりあえず叫ばないと落ち着かないというくらい、興奮していた。

　あぁーッ。もうッ。だから、瑠璃のペースになったら駄目だってわかってたのに……結局こういうことになって……こんなところ誰だれかに見られたらどうすんだよッ！　どう頑張ったって言い逃れなんてできないぞ。だから、とりあえず早くこの手をどうにかしないといけないんだけど……ああちくしょう。瑠璃の手、ちっちゃくて柔らかいなぁ。

　デレデレしている未来とは違い、瑠璃の態度はあくまでも素っ気ない。

　ちょっと冷静になって今の状況を考えてみると、自分が、ご主人様との散歩でテンションが上がっている犬のように思えて、ものすごく悲しかった。

「ねえ、兄様。聞いてもいい？」

「え？　何だよいきなり。別に、答えられることなら何でも聞いていいけど」

　瑠る璃りを失望させないため、瑠璃の前ではできる限りお兄ちゃん面をする。だけど本音としては、手の平の感覚で頭が一杯だった。

「あの子……兄様の妹って……………どうしてる？」

「妹って……永と遠わのことか？　それだったら、昨日瑠璃が見たとおりで、特に変わったところはないけど……何だよいきなり？　気になることでもあるのか？」

　未み来きが聞くと、瑠璃は何も答えず、黙って背中を丸めうつむいてしまった。

　言いたいことがあるけど、言うことができない。

　その態度からは、そんな気持ちが溢あふれ出ていた。

　何だ？　さっきまで俺おれを誘惑……じゃなかった。自分のペースで好きにやってたのに、急にこんな落ち込んだ顔を見せて。永遠が話題に出て、急に雰囲気が変わったけど……

「……どうしたんだ？　永遠のことで何かあるんだったら、相談に乗るけど」

　憂いを帯びた瞳ひとみで、瑠璃が未来を見つめる。やましい気持ちがあったわけではないが、その顔が可愛かわいすぎて、未来はドキッとしてしまった。

「……ううん。いいよ。これはわたしの問題だから。わたし一人で、どうにかするよ」

　そう言うと、瑠璃は適当な方向を向いてしまった。

　バタンという、心の扉が閉まった音が聞こえたような気がした。

　これはもう無理だ。

　何かきっかけがない限り、瑠璃はもう本音を話してはくれないだろう。

　不安な気持ちが残る態度だけど……永遠に対して何かあるのか？　そういえば昨日も、瑠璃は永遠に対して露骨なまでに冷たい態度を見せてたけど……まさか、俺の妹ってことで、永遠に対して嫉しつ妬としてるんじゃ？　でも瑠璃は、どちらかというと人のことなんか気にせず自分のやり方を貫くからタイプだから、嫉妬とかはしないようにも見えるけど……

　未来がモヤモヤして色々考えていると、北エリアへと繋つながるモノレールの発着口が見えてきた。北エリアは他ほかのエリアと違い、山の中腹という特殊な場所にある。だから北エリアに行くときにだけ、モノレールを利用する必要があった。

「兄様。送ってくれてありがとう。もう、ここまででいいよ」

「うん、そうか？　誰だれもいないみたいだから、もう少しついて行ってもいいけど」

「ううん。いいよ。あまり兄様を束縛したくないから、もうここでいい。兄様と一緒に歩けただけで、わたしは幸せだよ」

　絡めていた指を放し、未来の手をポケットから解放する。

　未来の中にある男の部分が、「もっとあの柔らかさを堪たん能のうしなくていいのか？」と言ってくるが、そこはお兄ちゃんとしての部分を出し、「これでいいんだよ」と答えておいた。

「ねえ、兄様。貴き美み子こが言ってたけど、スパイ探しとかでこれから大変なんでしょ？」

「何だ？　知ってたのか？」

「うん。今日、兄様がわたしを送ってくれたのも、それが理由なんでしょ？　それくらい、わたしだってわかってるよ」

　瑠る璃りは、「白はく銀ぎん帝てい」と呼ばれる、一人で戦争ができるくらい特別に力が強い魔女だ。だから、いつスパイに狙ねらわれてもおかしくはない。

　未み来きは瑠璃を不安にさせないため、その事実を伏せたまま、瑠璃のそばにいようと思ったのだが……本人はすでに、その事実を知っているようだった。

「……不安か？　大丈夫だよ。約束したろ。お前のことは、俺おれが護まもってやるって」

「うん。兄様の言葉はよく覚えてるよ。でも、そんな言葉に縛られないでいいよ。わたしは、兄様を束縛するような存在にはなりたくないから」

「束縛って……そんな卑下したような言い方するなよ。俺は、お前を重荷だなんて思っちゃいないよ」

「ううん。いいよ。わたしは兄様を縛りたくない。わたしのために、全すべてを犠牲にするような兄様……わたしは見たくないよ」

「瑠璃……」

「でも、これだけは覚えておいて、兄様」

　いつものようにポケットに手を入れ、冷静で素っ気ない態度のまま、瑠璃は言葉を紡ぐ。

「わたしは──兄様に縛られて生きていたい。わたしの全ては兄様の為ために存在するの。だから全てを捧ささげたとしても、私は絶対に後悔しない」

　ゾクゾクッとした感覚が、体中を駆け巡った。

　怖いくらいに深い愛情は、相手に相応の覚悟を迫っているようだった。

「わたしは兄様の所有物であれば──それでいいよ。だから一番大切にしてくれなくてもいい。わたしは、兄様がそばにいてくれるだけでちゃんと戦える。だから兄様、そんなにわたしの心配をしなくてもいいよ」

「……瑠璃」

「じゃあね。兄様。ここまで送ってくれただけで、わたしは満足だよ」

　最後に小さな笑みを見せると、瑠璃はいつものように愛想なく背中を向けて歩き去っていってしまった。

　相変わらず……怖いくらいに真まっ直すぐな愛情表現だな。あなたの所有物であればそれでいいって……女子高生のセリフじゃないぞ。

　瑠璃の想おもいの深さに、ほんの少しだけ怖くなる。だから未来は、あの、「超絶カワイイ瑠璃たん」を思い出し、バランスを取ることにした。

　ああ、やばい……あれはあれで、可愛かわいすぎて怖くなる。

　そうやってしばらく馬ば鹿か丸出しといった感じでゾクゾクとデレデレを繰り返した後。未み来きはもう一人の、大切な少女のことを思い出した。

　永と遠わの奴やつ……今いま頃ごろ何してるんだろ？　生徒会ってのはやっぱり、優秀な魔女が揃そろってるんだよな。そんな所にいるってことは、永遠もそれなりにトラブルに巻き込まれる危険性があるってことで……それでなくても、今は「毒の魔女」なんて面倒な相手がいるんだから。やっぱ兄貴として、ちゃんと心配してやらないといけないよな。当初の話で言えば、俺おれが「魔女喰いウイツチイーター」なんて力を持って、ここにいる理由は……………

　そこまで考えると、未来は照れくさくなったので考えることをやめた。

　まあ、次に会ったら、少しくらいは優しくしてやるか。たまには妹にサービスしてやっても、罰は当たらないだろうからな。それにしても……

　瑠る璃りの指が絡んでいた自分の手を見つめる。

　……永遠にあれを見られてたら、一大事だったな。嫉しつ妬と深ぶかいあいつのことだから、瑠璃と手を繋つないでるところなんか見られたら、間違いなく骨も残らず燃やされちまってただろうな。あー、よかった。永遠がこの場にいないで。

　そう思ってホッとすると、自然と笑みがこぼれてしまった。理由は、瑠璃の手の柔らかさを思い出したからだ。

　だが次の瞬間には、未来は真面目まじめな顔をしていた。

　妹……か。

　永遠に会いたい。

　そう思っている自分を、未来は自覚してしまっていた。





「昨日、白はく天てん院いんさんと手を繋いで歩いてたでしょ？　バカお兄」

　寒々しく白々しい、愛情を全く感じない眼で、妹は兄を見ていた。

　突きつけられた最悪を前に、未来は窮地に陥った苦い顔をするしかなかった。

　どどどどど……どうする？　何で永遠がそれを？　言い訳するか？　それとも、何か適当に誤魔化すか……とにかく……ど、どうしよう……………

　嫌な汗が、静かに背中を流れていった。

　永遠に会ったのは、次の日の放課後だった。いつものように、貴き美み子こたちがいる部屋を目指している途中。未来は偶然、一人で廊下を歩いている永遠と出くわした。

　今日も生徒会の仕事に勤いそしんでいるようで、何らかの書類が入っているであろう封筒を腕に抱えている。

　次に会ったら優しくしようと思っていた未来は、いつもより優しい感じで永遠に話しかけた。しかし肝心の永と遠わが、ツンツンした態度を見せるだけで、未み来きを寄せ付けようとしない。

　拒否どころか、無視しようとする永遠の態度に、さすがの未来もムカッとする。なので、「なに怒ってるんだよッ？」と強気に言い放った結果、あのセリフが返ってきたのであった。

　強気に言い放った未来は、もはや絶句している。頭の中では、「男」と「兄」、両方の未来が緊急特別会議を開いて対策を検討していた。

「ふーん。言い訳しないんだ？　まあいっか。どうせあたしには関係ないことだし」

　ツンツンした態度でフンッと鼻を鳴らし、永遠が歩き始める。このままでは最悪の事態に陥るのは明白なので、未来はとりあえず永遠についていくことにした。

「お、おい。何でそれを知ってるんだ？　誰だれかに聞いたのか？」

　冷たい視線と態度のまま、永遠は不愉快そうに答えた。

「別にっ。あたしが見たのよ。昨日も遅くまで校内に残って、疲れて帰ろうとしたらお兄と白はく天てん院いんさんを見かけて……ふーん。あっそ。良かったね。あんな可愛かわいい子と手を繋つなぎながら歩けて。ポケットの中で手を繋ぐの、『恋人繋ぎ』っていうんでしょ？　へぇ。良かったじゃない。お兄ってば、変態でバカで女心が全くわからない動物みたいな男だから、一生恋人ができないんじゃないかって、妹として心配してたんだけど……あたし以外にも相手をしてくれる女の子がいたんだ。ほーんと、妹としては嬉うれしいな。これで、変態バカお兄の相手をしなくてもいいわけだ。あー、嬉しい嬉しい」

　言葉とは裏腹に、永遠は全身から怖いほどの殺気を放っている。だがそれでも、ここで怖おじ気けづいていては話が進まない。

「そ、そんなに怒るようなことじゃないだろ……」

　軽く触れる程度の言葉で、永遠の様子を窺うかがう。

　まるで、鉄をも溶かす炎に、指を突っ込むような気分だ。

「はぁ？　あたしのどこが怒ってるって言うのよ？　お兄ってば、女の子に囲まれすぎて自意識過剰になってるんじゃないの？　あたしは喜んでるの！　お兄みたいな変態でも、女の子はちゃんと相手をしてくれるんだなって。そういう意味では白天院さんに感謝しないとね。女の子相手だとすぐに鼻の下を伸ばす変態バカお兄の相手をしてくれて、どうもありがとうございますって」

「ほら、怒ってんじゃん。普段のお前だったら、そんな嫌いや味みっぽい言い方はしないだろ？」

「だ、だから怒ってなんか……………」

　強い口調で文句を言う永遠だったが、最後まで言い切る前に、落ち込んだような顔で下を向いてしまった。

　永遠は基本的に、誰にでも優しい良い子だ。だから、イラつきから人を傷つけるような発言をしてしまったことを自覚し、反省しているのだろう。

　永と遠わには悪いが、未み来きにとっては好都合なことであった。とりあえずこれで、冷静な会話ができる。

「……今の言い方は、少し、酷ひどかったと思う。白はく天てん院いんさんに、悪いこと言っちゃった……」

　基本的には俺おれへの悪口だったんだから、瑠る璃りだけではなく俺への謝罪があってもいいような気がするが……まあいいか。

「……頭は冷えたか？　だったら、お前が納得するかどうかは別にして、ちゃんと理由を説明してやるぞ。お前も知ってのとおり、瑠璃ってのは幼い頃ころに家族を亡くして、独りぼっちになってるんだ。それで、昔からの知り合いであった俺を兄貴として慕うことで、寂しさを埋めて気持ちのバランスを取ってるんだ。そうじゃないと不安と怖さで、瑠璃が爆発する可能性もあるってことを……お前もよく知ってるだろ？」

　学園を敵視する存在により瑠璃が暴走してしまったとき。瑠璃を助けようとした永遠が、逆に暴走した瑠璃に攻撃されてしまうということがあった。

　そのときのことを、永遠もよく覚えているのだろう。今は黙って未来の話を聞いている。

「手を繋つないだのだって、そのほうが瑠璃が安心すると思ったからだよ。だからやましい気持ちなんてなければ、瑠璃をどうこうしようなんて気持ちもない。俺はちゃんと自分の立場を自覚して行動してるんだから……そうやって心配しなくても大丈夫だよ」

「べ、別にバカお兄の心配なんか、してないもん……」

　気まずそうな顔で、永遠は未来を上目遣いで見つめた。その視線には、自分の振る舞いを反省する永遠の気持ちがこもっている。そんな、少し不満げな顔で上目遣いをする永遠が、可愛かわいく見えて仕方ない。

　あぁもうちくしょう……い、いきなり、そんな可愛い顔見せるなよ……

　シリアスな雰囲気が崩れていく。それを素早く察した永遠は、その隙すきをついて未来の本音を探るような質問をしてきた。

「じゃあ、お兄に聞くけど……白天院さんの手は、どうだった？」

　永遠の可愛さに萌もえていたため、未来は深く考えず反射的に答えてしまった。

「どうだったってお前、そんなもん柔らかかったに決まって……………」

　選択肢を間違えたことに気づいたのは、右腕が疼うずいてからだった。

　永遠の右手に炎が宿る。その炎を、永遠は無言で未来に投げつけてきた。

「ぎゃぁーッ。コ、コラ馬ば鹿かやろう。校舎の中で兄貴に火の玉を投げるんじゃねえよ！」

　さっきまでの可愛らしい雰囲気は消えてなくなり、永遠は炎を手にした、一人の修羅になっていた。

「何が柔らかいよ！　バッカじゃないのっ！　変態バカお兄。お兄がそんなだから、妹のあたしは色々考えたりして苦労しないといけないのよ！　何よっ。女の子に囲まれてちょっとくらいチヤホヤされてるからっていい気になって調子に乗って……そんなの……………ズルイよ。他ほかの女の子はいいよ。学園で唯一の男の子だから、興味本位で甘えたりすることができて。それでそんなとこ誰だれかに見られても……ただのお遊びでしたって言えば、それで済むんだから。でも……あたしは違うんだよ。妹だから、お兄とはそれなりに距離を取っておかないといけないし……興味があって、甘えてましたなんて言い訳も、意味が違ってくるし……」

　セリフが進むたび、永と遠わが落ち込んでいくのがわかった。

　最初は怒りに任せて叫んでいただけだったが、段々と独り言のようになっていき……終わりのほうでは、半分泣きながら、叶かなわない願いを口にしているように見えた。

　しかし突然、気持ちを切り替えたかのように表情を変える。

「ねえ……お兄。もしもあたしが髪型を変えたら……可愛かわいいと思う？」

　そして急に、永遠はそんなことを聞いてきた。

「な、何だよ急に。髪型を変えたらって……お前は昔からずっと、その髪型だったろ？」

「それはそうだけど……いいじゃない別に。ほら。たとえばツインテールみたいに、髪を両端でまとめたら可愛いかな？」

　持っていた封筒を脇わきに挟むと、永遠は両手を使い左右の髪の毛をまとめた。それでツインテールのような髪型になるが、髪の毛の長さが足りないため、あまりいい感じにはならない。

「駄目……かな？　じゃあ、お嬢様みたいな感じで、ロールのパーマをかけたら可愛いと思う？　それとも、思い切って染色したほうがいい？　地味な感じが合うっていうんだったら、みつあみもアリかなって思うけど……」

　手で髪型を弄いじりつつも、永遠はチラチラと未み来きの反応を窺うかがっているようだった。

　何だ？　このタイミングで髪型をどうしようなんて……永遠の奴やつ、何考えてるんだ？

　しばらく様子を窺っていると、永遠は諦あきらめたようにため息をつき、悲しげな顔を見せた。

「そうだね……あたしがどんな髪型してても、お兄は興味なんかないんだよね……うん。もういいや。結局お兄は……………あたしに、興味がないんだもんね……」

　そこでやっと、永遠の真意がわかった。

　永遠は髪型を変えることで──未来好みの女の子になろうとしていたのだ。

「相手をしてよっ」と、求めてばかりだった永遠が見せた、いじらしい形の求愛。

　残念なのは、未来がその真意に気づく前に、永遠が諦めてしまったことだった。

　自分はお兄に何とも思われてないんだ……

　そう思い込んだ永遠は、心の底から寂しげな顔で胸の内を吐露し始めた。

「ズルい……みんなズルいよ。あたしだって頑張ってるんだよ。慣れない仕事や、魔女としての訓練とか……あたしだって頑張ってるんだよ。なのに、お兄は他の女の子の相手ばかりで……この学園で本当の妹なのは……あたしだけなんだよ。なのに、みんながお兄のことお兄ちゃんって呼んで……ズルいよ。お兄は、あたしだけの………………お兄ちゃんなのに……」

　急激に、永と遠わが愛いとしく思えてきた。

　そういえば最近、永遠の笑顔を見ていないことに気づいた。

　お互いに事情があり、すれ違っていたことは自覚していたが……ここまで追い込まれてしまう前に、何かしてやれることはなかったのだろうか？

　傷つき、今にも泣き出しそうな大切を前にして、未み来きは自問することしかできなかった。

「永遠……」

　自然と、未来の手が永遠の肩に伸びていく。肩に手を置こうとするが、直前で永遠に拒否されてしまった。

「触らないでよバカお兄！　今更同情で優しくされたって何も思わないんだから！　お兄は今までどおり他ほかの女の子に囲まれてデレデレしてればいいじゃない！　そんなお兄、もうあたしはいらないんだから」

「いらないって……人を物みたいに言うなよ」

「あたしの所有物だったら文句も言わないから、もっと大切にしてるわよ。何よ！　バカお兄のくせして……妹を、どこまで困らせれば気が済むのよ！」

「こ、困らせるってお前……どっちかというと、妹で困ってるのは俺おれのほうで……」

「うるさいうるさいっ！　バカバカ！　お兄なんて、お兄なんて……この学園にこなければ良かったのに……」

　その一言には、さすがにイラッときた。

　誰だれが、誰のために、なぜこんなところに来たのか？

　それを一番の理由である本人が自覚していないことが──哀かなしくもあり、イラついた。

「お前……勝手なこと言うなよッ！」

　気づけば、未来は声を荒らげてしまっていた。

「何だよさっきから聞いてれば！　あたしはこう思ってる、あたしは頑張ってる。なのに周りは優しくしてくれなくてとか、自分のことばっかりで……じゃあ聞くけど、世界で一番頑張ってるのは間違いなくお前なのか？　お前以外の人間はみんな順風満帆で、みんな困ってないとでも言うつもりか？　ふざけんなよ！　お前より頑張ってたり苦労してる奴やつは、世の中には一杯いるんだよ！　そういう人間を棚に上げて……自分が世界で一番不幸ですって顔してんじゃねえよ！」

　特に俺は、お前以外の妹のことでも色々苦労してるんだよ！

　という最後のセリフは自重しつつ、未来は永遠に自分の感情をぶつけた。

　気持ちを吐き出せばスッキリしそうなものだが、未来の心に去来したのは違う感情だった。

　大声を出してしまった罪悪感と、我慢できずに感情をぶつけてしまった後悔。

　目の前で顔を伏せている妹を見ていると、それ以外の感情は湧わいてこなかった。

　しまった……ここは、俺おれが我慢しないといけないところだったのに……永と遠わの奴やつ。顔も見えないほど深くうつむいて……最悪だ。兄貴なのに、売り言葉に買い言葉で妹に大声出して、その上、こんな風に落ち込ませて……

　謝ろうと思った。しかし、間違ったことは言っていないので、すぐに頭を下げるわけにはいかない。かといって、このままで良いわけがない。

　さっきまで半泣きで気持ちを吐露していた永遠だ。未み来きにこんなことを言われ泣き出してしまったとしても、なんらおかしくはない。

「ここは、泣き出す前に俺から謝ろう」。そう思った。が──永遠という少女は、そんなに簡単な妹ではなかった。

「言いたいことはそれだけ？　バカお兄」

　妹という名の魔女が、その怒りをあらわにする。

　紅ぐ蓮れんの炎を体中に纏まとい、妹は灼しやく熱ねつの炎を辺りに撒まき散らしていた。

　あぁっ！　俺の妹が発火した！

　馬ば鹿かにみたいにそんなことを思った未来を、永遠の豪炎が襲う。

「だぁーッ。これはちょっとやりすぎだろ！」

　全速力で廊下を駆け、龍りゆうのごとき炎から逃れる。さすがに永遠も力をセーブしたのか。廊下や未来の制服などに飛び火するようなことはなく、未来のお尻しりがほんのりと熱くなるだけであった。

「ふんっ。偉そうにお説教なんかしないでよ。そもそもで言えば、お兄が他ほかの女の子にデレデレしてることが原因なんだからね！　だからいきなりそんなこと言われても、逆ギレしてるようにしか思えないわよ！」

　プイッと顔を横に振ると、永遠は未来と反対の方向に、スタスタと歩き始めた。

「じゃあね、バカお兄！　あたしはこれから生徒会の仕事で、校内を回らないといけないから……ついてこないでよね。ふんっ」

「あっ。おいコラちょっと……永遠、さん」

　もう一度あの炎を喰くらったらたまらないので、未来は機嫌を窺うかがいながら永遠の名前を呼んだ。だがもはや、永遠が振り返ることはない。背中を向けたまま何も言わず、永遠はその場から立ち去っていった。

　何だよあいつ……結局、俺を焼き殺そうとしてストレス解消しただけじゃねえか。

　何だか自分一人、損をしたような気分だった。だが、ここまですれば充分だろう。兄として、必要最低限の仕事は済ませた。後は、永遠が一人で解決する問題だ。

　そう思い割り切ることで、未み来きは自分を納得させようとした。

　本当……俺おれの気持ちも考えてくれよ。純じゆんがいなくなった今、俺が、お前のことをどう思ってるかなんて……少し考えれば、わかるだろ。

　優しくしようと思ったところで、やってあげられることには限度がある。もうこれ以上、永と遠わ一人に構っているわけにはいかない。

　未来には未来で、事情があるのだから。

　ったく。妹って生き物は、いつまで経たっても兄貴を困らせてばかりで……俺も、そんなに暇じゃないんだからな。

　そう思いながらも、頭の中は永遠のことで一杯だった。

「ちゃんと仲直りしたほうがいいんじゃないの？」

　永遠のことで一杯だった頭に、誰だれかの声が響いてくる。

　顔を上げ視界に入った人物は、前に会ったことがある少女だった。

「うぃっす。にぃ。元気だった？」

　軽い感じで挨あい拶さつすると、少女は顔の近くでピースをした。

　茶色に染めた髪と、軽く化粧をした人懐っこそうな顔。前に見た時と同じように、制服は第二ボタンまで開けられている。いわゆるギャル系の格好をしたこの少女は、前に未来と一緒に写真を撮り、事故でストラップを壊してしまったあの少女だった。

　少女は肩にカバンをかけている。どうやら帰る途中のようだ。

「ああ。キミか……」

「ああ、キミかって、気持ちのこもってない返事だね。そんでどうしたの？　何だか喧けん嘩かしてたみたいだけど。あの子って、にぃの本当の妹でしょ？　何で喧嘩してたのかは知らないけど……家族だったら仲良くしたほうがいいんじゃないの？」

「そりゃまあ、仲良くできるんだったら、それが一番いいんだろうけど……色々と事情があるんだよ。兄妹でもな」

「そうなんだ。アタシはお兄ちゃんがいないから、そういうのはよくわからないや」

　喧嘩の相手が家族の場合、他人に詳しい事情を説明しなくていいから楽だ。これが恋人との喧嘩だったら、好奇心などから、色々と尋ねられることだろう。

　少女は大きな瞳ひとみで、未来の顔を覗のぞき込んできた。女の子の行為にはそれなりに免疫のある未来だったが、その無防備な覗き込み方には少し動揺した。

「やっぱり……仲直りはしたほうがいいと思うけど」

「いや、だからそれはわかってるけど……」

「だったらアタシも手伝うから、仲直りしにいこうよ。ほら。そうと決まれば早く行こ。こんなところでボンヤリしてると、あの子がどっかに逃げちゃうよ」

　少女は未来の腕をガッツリと掴つかむと、永遠が歩いていった方向へと未来を引きずり始めた。抵抗しようとする未み来きだったが、少女が腕に抱きついてきたため、逃げることができない。

「だから今はいいって言ってるんだけど」

　未来の腕に抱きついたまま、少女はズルズルと未来を引っ張っていく。

「大丈夫だって。アタシはそういうの気にしないから。それに、多分アタシも関係ある展開になっていくと思うし」

「ど、どういう意味だよ」

「行けばわかるって」

　半分嫌がりながらも、そうやって少女に腕を引っ張られ移動する未来であった。



「はい。じゃあ事情はわかりましたから、もう結構です。今後は気をつけてくださいね」

　永と遠わがそう言うと少女は「はいっ」と返事をし、無理やり永遠と握手をし、立ち去っていってしまった。

　少女が未来を連れてきたのは、永遠の前……というよりも、ガラスが割れている廊下の窓の前であった。

　風景になっていた未来が聞いた二人の話によると、このガラスを割ってしまったのは少女で、カバンを振り回していたら誤ってガラスを割ってしまったらしい。それの調査に来たのが、見習いとはいえ生徒会の人間である永遠で、簡単な会話をすると、事故ということでこの件は解決してしまった。

　そして無理やり連れてこられた未来と、他人がいるので本性を隠し、淡々とした表情だけを見せる永遠だけが残された。

　くそー。あの子、自分にも関係がある展開って、こういうことか。俺おれがいればそんなに怒られないだろうと思って、俺を無理やり連れてきたんだな。要件が終わると、すぐにどっかに行っちまいやがった。

　もはや少女の姿は影も形もない。だが油断はできない。あの少女の性格では、どこかに潜んで様子を窺うかがっていたとしても何ら不思議ではない。

「……………で、何でお兄はあの人についてきたの？」

　先制攻撃は永遠だった。未来に背中を向けたまま、淡々とそんなことを聞いてくる。

「む、無理やり連れてこられたんだよ」

「仲良く腕を組んで？　へえ、そうなんだ。お兄の世界では腕を組むことを、無理やりって言葉で表現するんだ。そっか。それは勉強になったな。じゃあもういいでしょ？　あたし、まだ仕事が残ってるから……お兄はもう、消えてくれる？」

　さっきの炎はどこに行ったのか？　今の妹は、身震いするくらい顔と態度が冷たい。

　ほらやっぱり。永遠の奴やつ、怒ったままじゃん。こいつは意地っ張りだから、怒ったりしたらしばらく時間をおかないと絶対に機嫌をなおさないってわかってたのに……

　兄だから、そんな妹の性格は嫌というほどよくわかっていた。だがそれでも、ノコノコと永と遠わの前に姿を現したのは──少女が無理やり連れてきたというよりも、結局、未み来きが永遠と会ってもう一度話をしたいと思ったからだった。

　まあ、いつものことだ。永遠とは何度か喧けん嘩かしたこともあるけど……結局、いつもそうなるんだから。今回も、そうするしかないよな。

「永遠……さっきは、悪かったな。お前の気持ちとか、あんまり考えてなかった。でも、この際だからちゃんと言っておくけど……俺おれはお前をどうでもいいと思ったことは一度もないぞ。だから色々と苦労することはあるかもしれないけど、お前も頑張れ。俺から言えることは……それだけだよ」

　最後に「じゃあな」と言い加え、未来はその場を立ち去ろうとした。

　先に謝るのは、いつも未来だった。なぜならそうじゃないと絶対に解決しないくらい、永遠は意地っ張りだからだ。

　素直じゃないくせして甘えん坊で、生意気だけどすぐに反省する意地っ張りな妹。

　大切に扱わないといけない、大事な存在だった。

「ま、待ってよお兄っ」

　未来が振り返ると、永遠もゆっくりと振り返り、未来を見つめた。

















　胸の前で、封筒を大切そうに抱きかかえている。顔と心を覆っていた厚い氷はすでに溶け、今は──お兄ちゃんに甘えたくて仕方ない、妹の顔をしていた。

　赤くなった頬ほおと、少し引いた顎あご。上目遣いに見つめてくる瞳ひとみはほんのりと濡ぬれており、唇は魅力的な色いろ艶つやを放っていた。

　甘えたいゲージが満タンになった永と遠わは、抱きしめないとこっちが狂ってしまうというくらい、可愛かわいかった。

　昨日見た「超絶カワイイ瑠る璃りたん」も強烈だったが、一瞬の破壊力で言えば、「お兄ちゃんに甘えたい永遠たん」のほうが上だった。

「はいっ。はいっ。ここは僕の出番ですね。僕があの子を抱きしめてあげますっ」と、未み来きの中にある「男」の部分が、凄すさまじい勢いで自己主張をしてくる。未来の中にいる「兄」の部分が、全軍挙げて取り押さえることで、何とか未来は平静を保つことができた。

「あ、あのね……さっきは、あたしも言いすぎたと思う。だからってわけじゃないけど……お兄に言っておきたいことがあるの。あのね、あたし…………………………」

　誰だれにも邪魔できない極上の雰囲気の中、永遠は未来に何かを言おうとした。



　だが─────それが言葉になることはなかった。



　な、何だ？

　未来の右腕が反応する。それは、誰かが何らかの魔術を使っているというサイン。

　そしてそのサインと同時に、それは起こった。

「あっ……あぅっ……あぁ、あ………」

　突然、苦しげな顔をすると、永遠は心臓を押さえ、そのまま座り込んでしまった。

「永遠？　おいっ……永遠ッ？」

　表情は苦しげで、呼吸が乱れている。近づいた未来の制服を握りしめる手には、「助けて」という、永遠の確かな意思が感じられた。

「お、おいっ。待てよ。何だよいきなり……おいッ、永遠ッ。しっかりしろよ！」

　酸欠に陥ったかのような顔で、永遠は心臓の辺りを押さえている。何かの冗談という可能性はゼロに近かった。

　こんな悲ひ愴そうな顔、冗談や演技では絶対にできない。

「お、おにぃ………………」

　眼から涙を、口からはわずかなヨダレをこぼしながら、永遠は未来の制服を強く掴つかんでくる。

　だが、何もできない。

　死にそうな顔で苦しむ妹を、未来は心配してあげることしかできなかった。

「きゃあっ。どうしたの？　にぃの妹さん、何だか苦しそうだよ」

　悲鳴を上げたのは、未み来きをここまで引っぱってきたギャル系の少女だった。やはり、興味本位から隠れて未来たちの様子を窺うかがっていたのだろう。少女は心配そうにカバンからペットボトルの水を出すと、それを未来に向かって差し出してきた。

「これ、飲みかけだけど……」

　差し出された水を受け取ると、未来は飲み口を永と遠わの唇へと添えた。

　弱々しい態度で、永遠がその水を口にする。水が喉のどを通ると、永遠は若干だが落ち着きを取り戻した。

　それと共に──未来は、右腕の疼うずきが治まっていることに気づいた。

　何だったんだ……右腕が反応したと思ったら、急に永遠が苦しみ出して……いや、今はそんなことよりも──

　半分意識を失っている永遠を背負うと、未来は何も考えず全速力で医務室を目指した。





　それから、一時間近くが経たった。

　医務室のベッドで眠る永遠は意識がないまま、熱にうなされ苦しんでいた。

　四十度を超える熱と、触れると火傷やけどしそうなくらいに熱い体。本当に、体を火で焼かれているのではないかと思うくらい──永遠は苦しげな表情を浮かべていた。

　未来は、ベッドで眠る永遠の横にある椅い子すに座っていた。

　代われるものなら代わってやりたい。助けてあげられるなら全すべてを失ってもいい。そう思っても、何もしてあげることができない。

　未来はただ、永遠を見守っているだけだった。

「お兄たんの話によると、魔力の反応があった直後に永遠さんが苦しみ出したということですわね。となると、魔術による攻撃を受けたと考えるのが自然な流れなのですが……外傷ではなく、体の内部への攻撃ということになると──」

　保健室の片隅。事情を聞いて様子を見に来た貴き美み子こが、腕組みをして立っていた。未来に気を遣い、無駄な話などは一切しない。普段とは違い深刻な顔をして、現状を分析している。

「……例の、毒を使う魔女か」

　小さく、貴美子は頷うなずいた。

「そう考えるのが自然ですわね。魔力を感じた直後に永遠さんが苦しみ出した。それを偶然の一致と考えるのは、逆に不自然ですわ。やはりここは、誰だれかが明確な敵意を持って攻撃してきたとみるのが普通でしょう。そしてそれが体の外部ではなく、内部への攻撃ということになると……毒を盛られた可能性は、大いにありえますわね」

　無言のまま、未み来きは椅い子すから立ち上がった。

「どちらへ？」

「決まってるだろ。毒の魔女って奴やつを捕まえに行くんだよ」

「どこのどなたかもわかりませんのに？」

「だから捜しに行くんだよ！　こんなところでボンヤリしてたって、何の解決にもならないだろ？　だったら少しでも動き回って、その毒の魔女っていうのを捜したほうが──」

「ご自分が毒に侵されても……ですか？」

「ッ─────」

　頭に血が上った未来を落ち着かせるため、貴き美み子こはあえて冷静な態度を保っていた。

「永と遠わさんを心配するお兄たんの気持ちはよくわかりますわ。ですが、それとこれとは話が別ですわ。そうやってお兄たんが冷静さを失って動き回るのが相手の狙ねらいだったらどうするおつもりですの？　最悪、それでお兄たんが死んでしまうようなことになったら、悲しむのは永遠さんを含めた、お兄たん以外の方なのですわよ」

「そ、それは確かにそうだけど……」

「まあ、行動するのであれば、もう少し状況を見てからでも遅くないですわ。もうすぐここに沙さ夜やが参りますから。あの子の意見も伺っておきましょう」

「沙夜が？」

　失礼な話だが、沙夜が来たところで状況が好転するとは思えなかった。明るく元気で、ムードメーカーとしては申し分ない少女なのだが……こんなときに、何かの役に立つとは思えない。

　だが、貴美子は何かの確信を持って沙夜を待っているようだ。その雰囲気に呑まれるように、未来も素直に沙夜が来るのを待つことにした。

　そして数分後。沙夜がやってきた。

　雰囲気を察し、いつもの明るい雰囲気は欠片かけらもない。厚いレンズの向こう側で、貴美子と目を合わせると、沙夜は「わかりました」といった感じで、永遠に近づいていった。

　苦しむ永遠の隣に立つと、沙夜は黙って永遠の左手を両手で握り締めた。その状態のまま、何かを祈るかのように意識を集中させる。

　異変が起こったのはすぐだった。沙夜が握り締めている永遠の手が、青白く温かな光を放ち始めた。

　それに合わせ、未来の腕が反応する。

　それは永遠のために、沙夜が魔術を使っているという証しるしであった。

「『少女の祈りハートフルキユア』。沙夜の能力で、生命体が持っている自然回復力を促進させるという、精霊系の魔術ですわ。まあ認識としましては、回復系の魔術と思ってくれて結構ですわ」

「回復系の魔術……じゃあ、永遠は……」

　前向きな答えを期待したが、貴き美み子この表情は暗いままだった。

「残念ながら沙さ夜やができるのは、その人物が本来持っている自然回復力を増すということだけですわ。なので、放っておいても治らないこと……例えば、体に入った毒を取り除くといったことは、沙夜の力では不可能ですわ」

「そんな……じゃあ、沙夜が今やってることは何の意味もないんじゃ……」

「そうとも限りませんわ。それでわかることもありますから」

「？」

　事情がわからないまま黙って様子を見守り続けていると、未み来きの右腕の疼うずきが消えた。それは、沙夜が魔力を使うのをやめたという合図でもある。

　最後に永と遠わの額の汗を手で優しく拭ぬぐい、沙夜がこちらに歩み寄ってきた。

「どうでした？　何かわかることはありましたの？」

「はい。わたしの力でわかったこととしては──永遠さんに、打ち身や切り傷といった外傷は一つもありません。魔力を送った感じでは、体の中に、何らかの異物があるのは間違いないみたいで、多分原因はそれだと思います」

「そう。じゃあ、本来体の中には存在しない何らかの異物が、永遠さんの中にあるのは間違いないんですわね？」

「はい。それが毒なのかはよくわかりませんけど……何かがあるのは間違いないです」

　そこまで答えると、沙夜は未来に向かって心配気な顔を向けてきた。沙夜も優しい子なので、今の状況を心配しているのだろう。

「となると念の為ために、お兄たんも体を診ておいたほうが良さそうですわね。永遠さんに異常が起こったとき、お兄たんもそばにいたんですから。症状が出てないだけで同じ毒に侵されているという可能性は充分にありますわ」

　貴美子の言うとおりだった。相手の能力の全ぜん貌ぼうがわからない以上、過剰なまでに用心しておいて損はない。なので未来は、沙夜に体を任せるつもりで右手を差し出した。

「あっ。同世代の男性の腕に触れるのは初めてで緊張しますが……もしも、違和感とかがあったら言ってください。最初に言ったように、同世代の男性に触れるのは初めてなので」

　照れた様子でそう言うと、沙夜は優しく未来の腕に触れた。

　そして永遠のときと同じように魔力を送ってくるが……何だか様子がおかしかった。

「……何だか、不思議な感じです。穴があいたバケツに水を入れているような感じで、お兄たんさんの体から何の反応も返ってきません。こんなのは初めてで……何が起こってるのか、わたしにもよくわからないです」

　混乱している様子の沙夜だったが、未来はその言葉だけで全すべてを理解した。

　未来が持つ能力、『魔女喰いウイツチイーター』が沙夜の魔力を無効化し、吸収しているのだ。

　その証拠に未み来きの右腕は光を放ち、刻まれた紋章を浮かび上がせていた。

「……なるほど。それが、お兄たんの力というわけですわね。魔女の魔力を無効化するなんて……確かに、特別な存在としてこの学園に通う資格はあるようですわね」

　初めて未来の能力を目の当たりにした貴き美み子こは、素直にその能力の凄すごさを認めているようだった。さすがに、「無効化して吸収した相手の魔力を、自分の魔力として使用できる」というところまでは理解していないようだが──無条件で無効化するというだけでも、魔女にしてみれば驚異の力であろう。

　そんな貴美子の驚きを直じかに感じたことで、未来は自分の能力に対する自信を深めた。

　そうか……俺おれには、この力があるんだった。だったら、相手が毒を操る魔術を使って攻撃してきたとしても、何の問題もない。俺の力なら、どんな魔女が相手だろうが絶対に勝てるはずだ。

　だとすれば、こんなところでボンヤリしている理由はなかった。

　貴美子がどんな心配事を口にしても関係ない。魔女に対して絶対的に優位な力を持っている人間が、魔女狩りをして負けるわけがないのだから。

「沙さ夜や。ありがと。俺のことは大丈夫だから……できたら、永と遠わのことを看てやっててくれないか」

「はい。それは構いませんけど……」

　触れていた沙夜の手を優しく放し、未来は部屋を出ていこうとする。

　決意と自信に満ちた未来の表情とは対照的に、貴美子は未いまだに不安と心配が入り交じったような顔をしていた。

「お兄たん。大した作戦も無いのに動き回るなんて……わたくしは反対ですわ」

「大丈夫だよ。相手の狙ねらいは、多分俺だ。魔女の学園に通っている唯一の男子。そいつがどんな力を持ってるのかを試したくて、スパイは俺を攻撃してきたんだ。そうじゃなかったら、永遠が攻撃された理由がない。永遠は俺に巻き込まれる形で攻撃されたんだ。だったら俺が助けてやらないといけないだろ」

「かもしれませんが、相手の能力の見当もついてないのに、お一人で動き回るなんて……」

「大丈夫だよ。お前も知ってるだろ？　俺は、『白はく銀ぎん帝てい』が相手でも何とかできるだけの力を持ってるんだ。だから……どんなに優秀だろうが、隠れてないと何もできないようなスパイになんかに負けるわけないだろ」

「正体がわからない相手以上に、危険な存在なんてありませんわよ」

「関係ないさ。それよりも──」

　苦しげに喘あえいでいる永遠を見ると、締めつけられるように胸が痛くなった。

「──妹をやられて黙ってるほど、俺はできた人間じゃないんだよッ！」

　その一言で、貴美子は説得を諦あきらめたようだった。深くため息をつくと、貴美子はもう何も言わなかった。

　その横を通り、未み来きは医務室を出ていく。

　当てがあるわけではなかった。ただ自分を囮おとりにして、毒の魔女と呼ばれる人間を捜し出そうと思っていた。





　未来は学園の中庭にあるベンチに座り、辺りの様子を窺っていた。

　ここが、学園で一番目立つ場所だった。ここならば、相手もすぐに未来を見つけ出すことができるだろう。

　放課後ということで、全くと言っていいほど人の気配がない。だがそのほうが、未来にとっては好都合だ。

　いつ、誰だれが来て、何が起こるのか、全くわからない、もしかしたらいきなり攻撃されるかもしれないという緊張感の中。未来は来るかどうかもわからない相手を待ち続けた。

　数十分後。

　未来のそばに一人の少女がやってきた。

「にぃ……こんなところで何してるの？　いきなり倒れちゃった妹さんのそばに居てあげなくていいの？」

　そばに来たのは、あの少女だった。

　未来の隣に腰を下ろすと、心配そうに未来を見つめてきた。

「キミ、か……心配してくれてありがたいけど、今は危ないから俺おれのそばにいないほうがいいよ」

「危ないって、何か起こるの？」

「ああ。多分何かが起こるんだ。だから、今日はすぐに寮に帰ったほうがいい。何かあったとしても、俺はキミを護まもってあげられないかもしれないから」

「そうなの？　でも……言われてみたら確かにそうだよね──」

　少女は、静かにその一言を口にした。



「妹が毒でヤラれちゃっても──何もできなかったんだもんね」



　一瞬で、全すべての気配が凍りついた。

　その一言に、全ての答えが詰まっているような気がした。

「そういえば……………まだ、キミの名前を聞いてなかったっけ？　良かったら聞かせてくれないか？　もしかしたら─────俺が捜してる奴やつと同じ名前かもしれないから」

　少女は、跳ねるようにベンチを立った。

　そして、愛あい嬌きようのある顔で微笑ほほえみかけてくる。

「いいよ。名前だったら今すぐ教えてあげる──リナ。鳴なる海みリナっていうの。よろしくね」

　それは、毒の魔女と呼ばれるスパイと、同じ名前だった。

　もはや疑う余地はない。

　今、未み来きが捜している魔女は─────

「……………」

　警戒しつつ、未来もベンチを立った。そして、何が起こっても対処できる距離を取り、リナと名乗った少女を見つめる。

　少女は、どんなセリフを口にしても不思議ではない、妖あやしい笑みを浮かべていた。

「ねえ？　どうだった？　キミが捜している子と、同じ名前だった？」

　未来の答えがわかっているといった感じの顔だ。

　もはや、疑う余地はなかった。未来は今の距離を保ったまま、戦闘モードへと気持ちを切り替えた。

「……ああ。俺おれが捜してる子で、間違いなさそうだよ。それで、要求は何だ？　お前は何のためにこの学園に来た？」

　明確な答えが返ってこないことはわかっていた。相手は毒の魔女という異名をつけられるほどの、優秀なスパイなのだ。こんなところで手の内を明かすような愚は犯さない。

















　リナは、今から理由を考えるといった様子で、顎あごに指を添え悩み始めた。

「うーん。そうだねぇ。何のためにって聞かれたら、特にちゃんとした目的はないっていう答えになっちゃうんだけど──」

　そんなはずはない。

　スパイとしての自分の存在が、すでに相手にバレているのだ──それ相応の理由がなければ、こんな所に留とどまったりはしない。

　ましてや永と遠わという人質を取り、未み来きの前に姿を現したのだから──未来に対して、何らかの目的があると思って間違いないだろう。

　未来は自分の右腕に宿る力を強く意識した。

　バレたところでどうにかなるという力ではないが、その正体を探ろうとしている可能性が高い以上、できる限りこの力の存在は隠したかった。

「じゃあいいや。この学園の有名人のことを教えてよ」

「有名人？」

「とぼけたって無駄だよ。キミが何を知っているのか？　こっちはだいたい把握してるんだから。アタシが聞きたいのは──『五ご帝てい』と呼ばれている魔女のことだよ」

「……………」

「『白はく銀ぎん帝てい』、白はく天てん院いん瑠る璃り。この子は過去に命を狙ねらわれたっていうことから、比較的有名人として、特に詳しく調べなくてもある程度のことがわかったんだけど……それ以外の子については、サッパリなんだ。能力や魔術の系統はもちろんとして、名前や学年も全然わからない。それどころか、本当にそんな人間がいるのかも怪しくて……一部では、抑止力のためにそんな存在をでっち上げたんじゃないかって話まで挙がってるくらいなんだ。『白銀帝』って呼ばれてる子も、観察した感じでは普通の力しか持ってなさそうな普通の感じの子で……とてもじゃないけど、一人で戦争ができるほどの力を持っているようには見えないんだよね」

「そうなのか……んじゃ、そういうことなんだろう。国家の偉いオッサンたちが何を考えてるのかなんて、俺おれにはわからないからな」

「そうなの？　この島にいるたった一人の男子だから、そういうことには詳しいと思ったんだけど……………それじゃあ、『究きゆう極きよく帝てい』って呼ばれてる魔女のことも知らないんだ？」

「きゅうきょくてい？」

　突然出てきた派手な単語に、未来は一瞬目を丸くしてしまった。

　おそらくは『五帝』の一人なのだろうが……究極という言葉を与えられるほどの魔女となると、未来には、全くと言っていいほど心当たりがなかった。

「……どうやら、本当にその辺りのことは知らないみたいだね。『五帝』の中でも一番派手で偉そうな感じの呼び名だから、一度くらいは耳にしたことがあるかなって思ったんだけど……………となると、本当に『五ご帝てい』なんて呼ばれてる魔女がいるのかどうかも、怪しい話みたいだね。派手な偽情報を流して相手の目を眩くらませて、隠したい真実から目を逸そらさせる。情報戦の基本だもんね」

　敵とは思えないほど親しげに、リナは柔らかな笑顔を向けてきた。

　一方で、未み来きは厳しい顔のまま考えを巡らせていた。

『五帝』と呼ばれてる魔女のことは、『白はく銀ぎん帝てい』である瑠る璃りのことくらいしか知らないけど……確かに、彼女の言うとおりかもしれないな。瑠璃が一人で戦争ができるほどの力を持っているというのは、間違いない事実だ。そんな瑠璃を護まもるために、他ほかにも何人かそれだけの力を持った魔女がいるという偽情報を流して、瑠璃の存在を誤ご魔ま化かそうとしてるのかもしれないな。まあ、所しよ詮せん一生徒でしかない俺おれには、国家レベルの深い事情なんてものはよくわからないが……

　そんなことよりも、未来には絶対に譲れない大切なことがあった。

「……どうして永と遠わを狙ねらった？　俺から情報を聞き出すのが目的だったとしたら、狙うのは俺だけで良かったんじゃないのか？　それを、何も知らない、何の関係もない妹を巻き込むようなことしやがって！　理由次第じゃ、ただじゃ済まさねえぞッ！」

「……………」

　なぜだろう。

　なぜか一瞬だけ、リナは寂しげな表情を浮かべた。

　もちろん──未来にその理由はわからない。

　──何かを、間違えたかもしれない。

　リナが見せた表情は、未来をそんな気持ちにさせた。

「……………そっか。そうだよね……キミにとって本当の妹は一人だけで……後は全部オマケだもんね。招き猫が招いた妹なんて……邪魔なだけだよね」

　そんな独り言を呟つぶやき、リナは自じ嘲ちよう気味に笑う。

　次に見せた表情は、相手に気持ちを悟らせまいとする、スパイの顔だった。

「そんなの簡単な理由だよ。弱いけど重要度の高い人間を人質に取って、アタシの安全を確保するためだよ。本来なら、キミを人質に取ってもっと偉い人たちと交渉しても良かったんだけど……まだキミの能力がよくわからないから、遠慮しておいたんだ。もしかしたら最悪に相性が悪くて、アタシの能力が使えなくなる危険性もあったからね。その点、あの妹は精霊系の炎使いってことで能力がわかってたし……生徒会の人間ってことで、人質としての価値も充分だからね」

「……今すぐ、永遠に仕掛けた毒を……お前の魔術を解除しろ！」

　低く怒気を含んだ声は、女の子に向けるようなものではなかった。それをわかっているが、止めることができない。

　今も苦しんでいる永と遠わのことを思うと──飛び掛らないだけマシだった。

「やだよ。それをやったら、アタシが危険になっちゃうもん。どうしてアタシが毒の魔女って呼ばれてるのか教えてあげる。毒を使って目的を達成する魔女だから、毒の魔女って呼ばれてるの。だからせっかく仕掛けた毒を、そう簡単に解除するわけないじゃない」

「そうか……じゃあ、力ずくっていうのはあんまり趣味じゃないが……」

　もはや、未み来きに話し合うというような選択肢はなかった。

　無理やりにでも相手を捕まえて、求めているものを奪う。

　そんな、野蛮な意思が今の未来を動かしていた。

「ダメだよ。無理やりなんて、女の子に嫌われちゃうよ」

　フワリとスカートを揺らし、リナは小さく後ろに跳んだ。それと同時にポケットに手を入れる。武器でも出すのかと思って警戒するが、何も取り出したりはしない。

　ポケットから出てきたリナの手には、何も握られていなかった。

　こいつ……俺おれのことをおちょくってるな。まあいいさ。どんなことをしようが、俺には通用しない。魔女の力ならば俺は全てを喰くらってみせる。

　未来の右腕が光り始める。それは魔女の攻撃が始まったというサイン。しかし未来は自分の力を信じ、怯ひるむことなくリナに向かっていった。

　だから、何をしようが全部無駄に───

　だが──現実は未来のことを裏切った。

　な、何だ……

　突如襲う違和感。心臓の鼓動が速まっていく。呼吸ができなくなるほどの苦しさは、間違いなく魔女の攻撃によるものだった。

「かっ……く、はっ……………」

　言葉が出ない。

　破裂しそうなほどに動きを増した心臓は、今すぐにでも爆発し、未来のことを殺してしまいそうだった。

　心臓に手を添え、片かた膝ひざをつく。

　体中から溢あふれる汗は、一瞬で冷えて未来の体温を奪っていく。だがそんなことは一切気にならないくらい、今は強い苦痛が心臓を襲っていた。

　ヤバい……このままじゃ、マジで……

　気絶してそのまま死ぬ自分が、驚くほど簡単に想像できた。

　そんな絶望感に包まれた未来を救うかのように、右腕の光が弱まっていく。光が弱まると共に、未来を襲っていた苦痛は治まっていった。

「はぁ、はぁ、はぁ……………」

　顔から流れる汗が、地面に落ちる。両膝をつきそれを見ていた未来は、自分が今殺されかけたことを自覚した。

　何でだ……どうして、俺おれが魔女の攻撃を受ける？　この力は、『白はく銀ぎん帝てい』とだって渡り合えるほどの力だったはずなのに……何で？

　右腕の力は確かに機能している。だが現実に未み来きは、リナの魔術を無効化することができなかった。

　ただ混乱する。そしてわけがわからず絶望する。

　最も信頼していた最高の力は─────毒を前に、何の役にも立たなかった。

「女の子を怒らせたら怖いんだよ。それがわかったら、もうリナを苛いじめようとしないことだね」

　未来を見下ろすその姿は少女ではなく、紛れもなく、一人の魔女だった。

「……いつだ？　いつの間に、俺に毒を？」

「簡単なことだよ。ここは孤島の学園で、飲料水とかの管理は一箇所でやってるよね。そこにちょっと忍び込んで毒を混ぜれば──後は説明しなくてもわかるでしょ？」

　ゾクッとした震えが、体中を襲った。

　今リナが口にしたことが、全すべて事実だとすると──

　彼女はすでに、この学園中の魔女の命を──

「普段は人体に何の影響もないただのお薬なんだ。だけどね、アタシが個別に魔力を送って有害化させちゃうと、今みたいに心臓を壊そうと、頑張り始めちゃうんだ。言っとくけど解毒薬はないよ。あえてゆうなら、アタシが解毒薬みたいなものだから。だからアタシを怒らせたら、大変なことになっちゃうよ」

「くっ……………」

　考える余地がないくらい、最悪の事態だった。

　この子が毒の魔女と呼ばれる理由を、嫌というほど理解してしまった。

　特定の条件を必要とするとはいえ、全ての魔女を根こそぎ排除することができる力。

　その、無秩序にして際限のない死の連鎖は──最悪の魔女が操る、最凶の毒だった。

「と、いうわけで、キミはもういいや。最後のチャンスのつもりだったけど、こういうことになっちゃったからね。大切な情報は、別の人から貰もらうことにするよ。だからもう……リナの邪魔はしないでね」

　最後のチャンス？　何だ？　何を言ってるんだ？

　考えたところでわかるわけがない。

　要件を済ませたリナは、フワリとスカートを翻し未来に背中を向けると、そのまま振り返ることなく歩き始めた。

　遠ざかっていくリナの背中。

　追いかけないといけないのはわかっていたが、体が動いてくれなかった。

　殺される……

　突きつけられた現実。

　信じていた力は呆あきれるくらい無力で、尽きることがないと思っていた自分の命は、残酷なほどに脆もろかった。

　その気になれば、彼女は俺おれに何もさせず、俺を殺すことができる……

　そんな現実を前に、もう一度立ち上がれというほうが無理な話であった。

　だが─────

　くそ……それでも、行くしかねえ。

　未み来きは立ち上がり、リナの跡を追った。

　まだ希望は捨てていない。もはや問題は永と遠わだけでは済まない。この学園にいる全すべての魔女が、毒の魔女に命を握られている。

　無力だとわかっていても──何かをしなくてはいけなかった。

　追いついたのは、学園の南側。南エリアに繋つながる大階段の上、噴水のそばだった。

　タイミングよく、噴水から水が噴き出す。

　噴水の水に反応したリナが、未来の存在に気づいた。

「どうしたの？　まだ何か用があるの？」

「……あるに決まってるだろ。この学園にいる全ての魔女の命がかかってるんだ。このまま、お前を行かせてたまるかよ！」

「……ふーん。そう。そんなにみんなが大事なんだ？　でも、今は自分の心配をしたほうがいいよ。じゃないと、アタシだけじゃなくて、星ほし屑くずの魔女も怒っちゃうよ」

「ほし、くず……」

　リナは右手を上げ、ただ、振り下ろした。

　それだけ。それ以外のことは、何もしていない。

　それがきっかけだった。

　未来の右腕が激しく光り出す。それは、先程のリナの魔術とは比べ物にならないほどの激しさで─────

　瑠る璃りの顔が頭に浮かぶ。

　それは──本気になった『白はく銀ぎん帝てい』に匹敵する、力だった。

　その矢は空気を貫き、大地を穿うがつ。

　空から降り注いだ何かが、空気との摩擦で光を放ち、噴水に突き刺さる。

　多分、四つ……四つの何かが、空から矢となって地面に落ちてきた。

　直撃を受けた噴水が、悲鳴のような音を発し、高々と水を噴き上げる。

　それはまるで──神が放った星屑の狙そ撃げきを受け、悶もだえ苦しむ狂獣のようだった。

「……………」

　もはや言葉がなかった。

　希望や絶望……人間が持つささやかな感情全すべてが、今の一撃で打ち砕かれたようだった。

「今のはアタシとは別の人がやったことだけど……捜しても無駄だよ。誰だれの仕業なのか？　アタシも知らないんだもん。ただ、アタシのことを助けてくれる人みたいで、アタシの邪魔をする人を排除するのがお仕事みたい。だから……もうわかったでしょ？　キミが何をしようが、全部無駄だって。じゃあね。アタシはこれでバイバイするけど……ふふっ。今のキミの顔、アタシは結構好きだよ」

　今の自分がどれだけ情けない顔をしているのか？

　考えることすら、今は馬ば鹿からしく思えた。

　もう、リナを追いかけるだけの気力がなかった。

　毒を耐えたとしても、待っているのは星ほし屑くずの狙そ撃げき。

　言い訳できない、完全なる敗北。

　毒と星屑の魔女を前に──「魔女喰いウイツチイーター」は、ただ、立っていることしかできなかった。










３　「嫉妬する妹の本音」



「それで最終的に、空から一筋の光が落ちてきて、終わったというわけですわね」

　貴き美み子この問いに素直に頷うなずく。

　傷心の未み来きが戻ってきたのは、永と遠わが眠っている医務室だった。だがすでに、永遠の姿はそこにはない。貴美子の話によると、ここよりも医療器具の整った西エリアの医療施設に移されたようだった。

　未来を待っていたのは貴美子だけだった。

　憔しよう悴すいした未来を見ると、貴美子は「やっぱり」といった感じの顔を見せた。

　そんな貴美子に聞かれるがまま、未来は何があったのかを説明した。

　最後に星屑が噴水を貫いた。

　そこまで説明すると、貴美子は困ったように深いため息をついた。

「毒の魔女だけでも厄介なのに、そんな力を持った方まで出てきたとなると、本当に呆あきれるくらい困ったものですわね。援護として彼女を護まもっていると言っていましたが……実態はただの監視でしょうね。性格的に、スパイとして不安が残る彼女が、万が一裏切るようなことがあれば……間違いなく、星屑は彼女を貫くことになるでしょうね。彼女も馬鹿ではないから、それは重々承知してると思いますが……現実にそうなったら、最悪の事態に陥る可能性もありますわね」

「最悪の事態？」

「ええ。彼女の毒が制御不能になり、毒を盛られた全すべての人間が死んでしまうという可能性ですわ。元々、身の安全を確保するために使っていた能力なんですから、死ぬことで無効化するのであれば、本末転倒ですわ。彼女を殺あやめれば人質の命が助かる。そういう理論が成り立ってしまい、余計危険になるだけですから。まあ、それらは全て、彼女が本当のことを言っていればという前提の上での話ですが……真実を知っているのは彼女だけですから。わたくしたちとしては、慎重に行動するしかありませんわね」

「……彼女の、能力の全ぜん貌ぼうを知ってる人間はいないのか？　元々は、国が管理してた施設で育てられた子なんだろ？」

　残念そうに、貴き美み子こは首を横に振った。

「残念ながら、今は一人もおりませんわ。彼女の能力の全てを知っているのは、彼女が育った施設の研究員でもあった、彼女の父親だけで……今は国を捨て、他国に亡命してしまいましたから」

「亡命？」

「ええ。機密情報を売り渡したということで罪に問われ、そのまま逃亡してしまいましたの。今はどこで何をしているのかは知りませんが……現在も行方不明のままですわ」

「……そう、なのか。じゃあ、あの子は親に捨てられたってことか？」

　小さく、貴美子は頷うなずいた。

「それからですわ。誰だれも彼女を使いこなせなくなったのは。父親の英才教育を受けた超一流のスパイも、信頼する相手に裏切られたことで駄目になってしまったというわけですわ。だからもう、話し合いで彼女を大人しくさせるのは、不可能だと思ったほうがいいですわね。わたくしたちは自力で──毒への対策を考えなければいけないというわけですわ」

「対策……か」

　そんなことを考えても無駄だろう。未み来きはそう思っていた。体の中に入った毒は、もうどうすることもできない。

　全て、鳴なる海みリナという魔女の機嫌一つだ。

　肩を落とし、目を閉じようとした未来の前で、貴美子が大きく両手を叩たたく。

「ほらっ。どうしたんですの？　お兄たん。この学園にいる全ての魔女の──つまりは、お兄たんにとって全ての妹の命がかかってるんですわよ！　そうやって肩を落としてる場合じゃありませんわ。一人で行って返り討ちにあった今だからこそ、気持ちを切り替えてやる気を出さないと。わたくしは──お兄たんに期待してるんですわよ！」

　前向きで明るい、太陽なような貴美子を、ちゃんと見ることができなかった。

　それくらい──圧倒的な力の差を目の当たりにしてしまった。

　その気になれば、いつでも未み来きを殺すことができる魔女の毒。

　それに加え、星ほし屑くずの狙そ撃げきだ。あれは、別格という言葉しか思いつかないものだった。

　こんな腕──あの星屑は簡単に抉えぐり取っていく。どんなに頭を振り絞ったところで、絶対に名案が思いつかないと確信しているからこそ、絶望する。

　未来の心と体が万全の状態だったとしても、星屑の狙撃は絶対に防げない。

　あれは、そういうレベルのものなんだ。

　未来が信じていた魔女を喰くらう力が、飾りでしかないという現実は──毒以上に、未来の心を蝕むしばんでいた。

「……悪い。俺おれは、お前の力になれそうにない」

「お兄たん……」

　情けない話、逃げ出したかった。

　格好かつこ悪くて無力な自分。

　誰だれも救えない無能な自分。

　そんな自分に期待してくれていた妹。

　全すべてから逃げ出し、今は一人になりたかった。

「そんなこと仰おつしやらないでください。四つの星を同時に落とせるような相手なんでしょう？　沙さ夜やと瑠る璃りさんとお兄たんと……あと一人いないと、少なくともわたくしの命が助かりませんわ！」

　こんな状況でも冗談が言える、貴き美み子この強さが羨うらやましかった。

「……ごめん」

　未来がそう言うと、貴美子はもう無理強いしなかった。

　未来の手を握り、母親のような声で話しかける。

「でしたら、もうお兄たんに面倒はかけませんわ。後はわたくしたちがどうにかしますから、お兄たんはゆっくりとお休みになってください」

　その優しさが逆に辛つらかった。

　こんなときは、冷たくされたほうが気が紛れるのに……

「ただ、最後に一つだけお伝えしておきますわ。鳴なる海みさんからのアプローチで、わたくし、明日彼女と会うことになっておりますの。場所は邪魔が入らない学園のグラウンドで、時間は夜九時。招待状は出せませんが……飛び入り歓迎ですわ」

　まだ、貴美子は何かを期待しているようだ。

　その期待に応こたえられない……応えたいと思わない今の自分が、情けなくて仕方なかった。

「それと、万が一トラブルが起こった場合。鳴海さんは南エリアにある海岸から、何らかの手段で逃げる可能性が高いですから……南エリア所属のお兄たんは、巻き込まれないようにご注意くださいね」

「……そんなことが、わかるのか？」

「ええ。この学園は、そういう風に計算されて造られていますから。侵入者はそこからしか、円滑に逃げられないようになっているんですわ」

「そっか……わかったよ」

　力なくそう答えると、未み来きは貴き美み子こから離れ、一人で医務室を出ていった。

「お兄たん。あなたの妹は、あなたを信じてますわよ」

　貴美子のそんな言葉を、未来は背中で聞いていた。





　噴水をわき目に、未来は西エリアを目指していた。

　噴水の周りには、大勢の人間が集まっていた。見たこともない上級生や、優秀な魔女といった雰囲気を放つ大人の女性。普段の学園とは違うその雰囲気は、事の重大さを際立たせていた。

　四つの星ほし屑くずを同時に受けた噴水は、原形をとどめない無残なものになっている。

　それを眺めながら歩いている途中。未来はあることに気づいた。

　あれ？　四つ？　おかしい。確かあのときあいつは……………

　考えようとしたが、未来は首を振って考えることをやめた。

　きっと、何か考えがあってのことなのだろう。もはや部外者である未来には、関係のないことだった。

　誰だれとも会うことなく歩き続け、やがて未来は、西エリアにある医療施設へとたどり着いた。最新の大学病院と比べても見劣りしない外観。ここならば、大都市と変わらぬ充分な医療を受けることができるだろう。

「永と遠わ……」

　妹の名前を呟つぶやき、未来は施設の中へと足を踏み入れた。簡単な受付を済ませ、永遠がいる病室を目指す。

　御み堂どう永遠というネームプレートが貼られた部屋は個室で、部屋の真ん中にあるベッドの上で、薄手の入院服に着替えた永遠が、安らかに寝息を立てて眠っていた。

　さっきまでは誰かいたのかもしれない。そばにある花瓶には、ささやかながらも花が飾られていた。

　未来は永遠のそばに行き、近くの椅い子すに腰を下ろした。

　そしてベッドで眠る永遠の手を握る。

　心の中にあった想おもいは──情けなさと、申し訳なさだった。

「ごめんな、永遠。俺おれ、お前のために何もしてやれなかった。それどころか、俺のそばにいたってだけで、お前をこんな目に遭わせて……ごめんな。情けない兄貴で……本当に、ごめん」

　落ち込んでいた一番の理由は、それだった。

　結局、永と遠わを救ってあげられなかったという想おもいが、未み来きを追い詰め、傷つけていた。

　自分一人が傷つき、完膚なきまでに敗れていたのであれば、ここまで打ちのめされることはなかっただろう。

　どれだけの犠牲を払っても、絶対に護まもってやると誓った大切な妹。

　この学園に来た理由は──

　この右腕に、魔女を喰くらう力を刻んだ最大の理由は──

　全すべて、妹を護ってやるためだった。

　なのに、何もできず……

　なのに、何の役にも立たず……

　未来はもう、自分で自分を責めるしかなかった。

「お前の言うとおりだよ。俺おれは自惚うぬぼれて、勘違いしてたんだよ。一人じゃ何もできない情けない男のくせして、ちょっと女の子にチヤホヤされたくらいでいい気になって……こんな兄貴、嫌いになって当然だよな……」

　うっすらと、涙がこぼれた。

「こんなことなら、もっとお前に優しくしてやれば良かった。頑張り屋のくせして、すぐにストレス溜ためるところがあって……甘えん坊なのに、素直じゃなくて意地っ張りで……わかってたんだよ。他ほかの誰だれよりも、世界で一番……俺が永遠のことをわかってるんだよっ。なのに、俺はお前が欲しがってるものを与えてやれなくて……なくしてしまいそうな今になって、馬ば鹿かみたいに後悔して……………永遠……とわ……」

　このまま、毒に侵された妹は死んでしまうかもしれない。

　そう思うと──気が狂ってしまいそうなくらい、辛つらかった。

「頼むよ……………お前の言うことだったら何でも聞く。だから──」

「……………ほんとう？　おにい……」

　声に反応して、顔を上げる。見ると、永遠が意識を取り戻しこちらを見ていた。

　まだ熱があるようだ。顔が赤く、目はどことなくボウッとしており、夢ゆめ現うつつの中といった様子だ。

「永遠……良かった。とりあえず、話せるくらいにはなったんだ？」

「うん。それは、大丈夫だけど……それより、さっき言ったことはほんとう？　ほんとうに、あたしのいうこと何でもきいてくれる？」

　熱のせいだろう。どことなく話し方が幼げだ。

　見た目は女子高生なのだが、中身は小学生のようだった。

「ああ。それでお前の気が済むなら、何でも言うこと聞くけど……」

「じゃあ──」

　ベッドに深く体を沈めたまま、永と遠わは両手を広げた。

「ギュッて、抱きしめて」

　そう言った瞳ひとみは、ヤバイくらいに濡ぬれていた。

「えっ？　お前、抱きしめてって、こんなところで……」

「なんでも言うこときいてくれるんでしょ？　だったら……」

　その絵面は、強烈すぎるほどに強烈だった。

　薄着の妹が、顔を赤くし瞳を濡らし、両手を広げて「抱きしめて」と求めてくる。

　それを真正面から見てしまった未み来きは、頭から湯気が出てしまいそうなくらい緊張してしまった。

「いや、お前……こんなところでは……」

「はやく……もう、がまんできないよぅ」

　泣きそうな永遠の声がヤバかった。そのまま聞いていたら、間違いなく頭がおかしくなる。なので未来は、永遠を落ち着かせるという意味もあり、要求を聞いてやることにした。

　仰あお向むけで両手を伸ばす妹に、正面から体を重ねる。

　感触、温度、吐息……妹が放つそれらの魔法は、全すべてが即死級の威力を含んでいる。

　ヤバい……こんなときだってのに、何やってんだ俺おれは？　永遠は無意識のうちに、俺に甘えてるだけなんだ。だから、絶対に変なこと考えちゃいけないのに……

「もっと。もっと強くギュッとしてよ……………おにいちゃん……」

　硬い鈍器で頭を殴られたような衝撃だった。

　まずいッ。まずいッ。まずいッ……何だよこいつ。「お兄ちゃん」なんて呼んでたのは昔だけで、今はそんな呼び方、絶対にしないって言ってたのに……

　体中の血が、一気に沸点まで沸わき上がった。

　この状況で興奮しない男は頭がおかしい。

　あの永遠が、抱きつきながら甘い声音で「おにいちゃん」と言ったのだ。

　シスコンの未来でなくても、気が狂ってしまうほどに興奮して当然だ。

　永遠の求めに応じ、壊れるくらい強く抱きしめてあげようと思った。そしてその後のことは……何も考えることができない。

　心の底から溢あふれ出る欲求に従い、永遠を──妹を、自分のものにしてやりたかった。

「ふふっ」

　そんな未来の耳に、永遠の言葉が届く。

「げんきでた？　おにいちゃん……」

「え？　お前、何言って……」

「そうやって落ち込んでるなんて、おにいちゃんらしくないよ。あたしは……永と遠わは、元気で、がんばってるおにいちゃんが好き」

「と……わ……」

　甘えたいから、永遠は「抱きしめてほしい」と言ったのだと思った。

　だが、真実は逆だった。

　永遠は、落ち込んでいる最愛の兄を元気づけたくて、兄を「抱きしめて」いたのだ。

　温かな気持ちが流れ込んでくる。

　全すべてを理解した今、さっきまでとは違う意味で──

　未み来きは泣きそうになっていた。

　ギュッと強く──永遠が──抱きしめてくれた。

「だから、げんきだして。辛つらいことがあっても、永遠がまもってあげるよ。永遠は、魔女だから、おにいちゃんを苛いじめるすべてのものから、永遠がまもってあげるよ。永遠は……そのために魔女になったんだもん……だから……だから──」

　消えていた何かが、もう一度、蘇よみがえってきた。

　抱きしめている最愛は──最高の愛情で、大好きな兄を包んでいた。

「──みんなのためにがんばってくれる……永遠の大好きなおにいちゃんにもどって……おねがい……」

　もう──情けない顔はできなかった。

　一度なくしてしまった大切な気持ちが、前以上の輝きを放ちながら心に戻ってくる。

　何やってんだよ、俺おれは……………

　全ての大切を、

　全ての妹を、

　全ての最愛を──

　護まもると誓った右腕の拳こぶしを、未来は強く握り締めた。

　こんなところでメソメソしてる場合じゃないだろ。俺は、泣くためにここに来たわけじゃねえんだよ。俺は……俺の力は……俺がここに来た理由は……俺がすべきことは……

　打ち砕かれた魔女喰いウイツチイーターが、再び強き力と意志を取り戻す。

　自らの誓いを守るため。

　未来は、もう一度立ち上がることを選んだ。

「永遠……俺はもう大丈夫だ。もう絶対に、泣き言なんか言ったりしない。だから、心配しなくてもいいよ」

「ほんとう？」

「ああ。約束する。だからお前は、自分の体を治すことだけを考えてろ」

「うん……本当に、だいじょうぶ？　永遠が邪魔になったから、そんなこといってるんじゃないの？」

「大丈夫だよ。俺おれはお前を見捨てたりしないから。どんなときでも、俺はお前のそばにいてやるよ」

「ほんとう？　わるいところがあったら、全部なおすよ。永と遠わ、大好きなおにいちゃん好みの女になる。だから……ずっと、ずっと、一緒にいて。おにいちゃん……」

　できる限りシリアスにいこうと思ったが、どうやらここが限界のようだった。

　永遠の可愛かわいさが反則的で困る。こんな風に素直に甘えてくるのであれば、「ずっとこのままでもいいのに」と、不謹慎なことを思ってしまった。

「だ、大丈夫だよ。だから……な？　とりあえず、体を離して……」

「やだ。おにいちゃんとこうしてると、気持ちいいんだもん……だから、もっともっと、気持ちよくしてほしいんだもん……」

　抱きついたまま体を震わせ、永遠は甘い声でそんなことを言った。

「お兄ちゃんに甘えたい永遠たん」の猛攻を何とか耐え、未み来きは永遠から体を離した。

　ベッドで横になっている永遠は不機嫌そうだ。

　鼻まで毛布を被り、視線だけで「もっと甘えさせろ」と文句を言っていた。

　こいつ……この状態になっても、わがままな部分は変わってないんだな。

　最後にそんなことを思うと、未来は今一番考えなければいけないことに、全能力をつぎ込み始めた。

　考えることはもちろん、毒の魔女のことだ。

　彼女の能力の秘密を解かない限り、何も変わりはしない。

　考えるんだ。俺には、彼女の攻撃を実際に受けたという経験がある。その経験から得たものを、他ほかの誰だれかに伝えることができれば……その誰かが、彼女を止めてくれるはずだ。だから考えろ。一度負けた俺は、そんなことしかできないんだから……

　系統は大きく分けて三つ。

　自然現象を操る精霊系。魔力を直接撃ち出す魔弾系。物体に魔力を与え特別な力を持たせる武装系。

　毒という物体を自由に操っているのだとしたら、リナの能力は武装系に分類される可能性が高いが……

　毛布の隙すき間まから指を出し、永遠が未来の制服の裾すそを小刻みに引っ張ってくる。

　それは、「もっと甘えさせてよ」という、妹からのわかりやすいサインだった。

　とりあえず、永遠の手を掴つかんで毛布の中へと戻す。視線だけでブーブー文句を言ってくる永遠に、「今はちょっとだけ我慢してくれ」と言っておいた。

　まったく。調子に乗るとすぐ甘えん坊になるんだからな、こいつは……って、俺はいったい何を考えてたんだっけ？　……そうだ。毒を操るっていう、彼女の能力についてだ。本人が言ってたことから推測すると、彼女は毒という物体に魔力を送って、都合のいいときに本人の意思で有害化させてるって話だったが……それが本当だとしたら、今も俺おれの中には、魔力の影響を受けた毒があるっていうことか？　だとしたら、防御や攻撃みたいな、普通の方法じゃあ防げないってことになるけど……

　ふと、自分の右腕が視界に入った。

　それと共に湧き上がる疑問。

　魔女に対して絶対の強さを誇る魔女喰いウイツチイーターが、なぜ不発に終わったのか？

　俺の体に、彼女の魔力の影響を受けた毒があるのだとしたら……それはいつどうやって、俺の体に入れたんだ？　魔力の影響を受けているものなら、俺の力は俺の意思に関係なく勝手に反応する。そんな俺の力に気づかれることなく、彼女はどうやって俺の体に、魔力の影響を受けた毒を入れたんだ？

　何かが見えてきたような気がした。

　感じることすらできなかった毒の魔女の秘密に、ほんの少しだけ触れたような気がする。

　……………そうだ。そんなことは絶対に不可能なんだ。仮に入れることができたとしても、今度は感知とは違う吸収する力が働いて、毒を制御できなくなるはずなんだ。にもかかわらず、彼女は俺を毒と思われるもので攻撃した。それはなぜか？

　思いつく答えは、一つしかなかった。

　……そうか。あれは全部嘘うそだったんだ。彼女は俺の中にある毒で、俺を攻撃したわけじゃない！　毒に見せかけた別の何かで、俺の体を外部から直接攻撃したんだ。あのとき感じた彼女の魔力は、毒を操るためのものじゃない。毒に見せかけた別の何かで、俺を攻撃するための魔力だったんだ。それは見えないもので、俺が気づくことなく……俺を攻撃できるもので……

　そこで、未み来きの推理は急停止してしまった。

　核心となる、彼女の攻撃方法がわからない。

　気づかれることなく、相手を攻撃できる武器。そんなもの、いくら考えても思いつくわけがない。

　もう少しで形になりそうだったものが、いつの間にか、手の平から消えていたような感覚だった。

　駄目だ。肝心の部分がわからない。彼女は、毒とは違う何かに魔力を与えることで、俺を攻撃したんだ。だけど、その何かっていうのが……

　悩む未来を、永と遠わは布団で顔を隠し、目線だけで心配していた。

　チョコンと顔を出す永遠を可愛かわいいと思いかけた瞬間、未来は自分の推理のほころびに気づいた。

　そうだ。肝心なことを忘れていた。永遠は──現実に毒で攻撃されたんだ。だとしたら、俺おれの推理はおかしくないか？　永と遠わの体を診た沙さ夜やは、永遠の体には毒が存在しているって言ってた。そして今も、永遠はその毒のせいで苦しんでいる。でも俺の推理では、彼女は魔力で毒を操るなんてことはしていないはずで……………どういうことだ？　俺の考えは、根本的に間違っているのか？　それとも何か、俺が気づいていないトリックでもあって……

　考えを前に進ませるため、ハッキリさせなければいけないことだった。

　永遠の体の中には毒がある。

　その毒が、「毒の魔女」と呼ばれる少女の魔力の影響を受けているのか？

　それをハッキリさせないことには、「毒の魔女」の嘘うそを正確に暴くことはできない。

　彼女は本当に毒を操っているのか？

　それを確実に見抜くため、未み来きは、永遠の体を使ってあることをしようと思った。

　だが、それはあまりにも恥ずかしい方法で──未来は顔を赤くしてしまった。

「あ、あのさ。永遠」

「なに？」

　まだ機嫌はなおってないようだ。

　視線は相変わらず、「甘えさせろコラっ」といった感じの攻撃性を秘めていた。

「一つ、頼みがあるんだけど」

「なに？　どんなの？」

「いや。それがな、あの、その……」

　口に出すことすら恥ずかしい。だが、真実をハッキリさせるためには、それをしないといけない。

　未来は思い切って、それを永遠に言った。

「お前の体を……直接触りたいんだけど」

「えぇ？」

　予想通り、永遠は純粋な反応を見せた。

「あっ。いや、あのな……そうじゃなくて……や、やらしい意味で言ってるんじゃないんだ。お前の体のことで調べたいことがあって……そのためには、体を触る必要があって……あの、その、ええっと……わ、わかるかな？」

「……………」

　無言でこちらを見つめる冷たい視線。

　説明すればするほど、言い訳じみてくるような気がした。

　妹の体を触るため、必死になって説得している兄の図。

　第三者の立場でそれを考えたとき……本当にもう尋常じゃないくらい、情けなくて格好かつこ悪かった。

「あ、いや……やっぱいいや。兄妹だからな。お前の体を触るなんて……やっぱおかしいよな。いや、大したことじゃないから忘れてくる。大丈夫だよ。自分でなんとかするから」

　今までの仮説を確かめるためには、実際にリナの毒で攻撃を受けた人間を、未み来きの能力で調べるのが一番だった。

　右腕で体を触り、魔力の反応があるのなら、リナが言っていたことが正しい。しかし、魔力の反応がないのであれば、彼女は毒を操っていないという未来の仮説が成立する。

　そのために調べる対象としては、未来と違い魔力を無力化する能力を持っておらず、リナに毒で攻撃された永と遠わが最適だったのだが……………

　兄に体に触らせてくれと言われ、素直に受け入れる妹などいないという話だった。

　やっぱり駄目か。ここで、毒と魔力は別物だってことが証明できれば、毒とは違う何かを使って攻撃したっていう、俺おれの推理にも説得力が出るんだけど……仕方ない。永遠が駄目だって言うんだったら、また別の方法を考えて─────

「……………いいよ」

　それは、間違いなく永遠の声だった。

「え？　いいよって……」

「おにいちゃんだったら……いいよ。永遠の体にさわっても……」

　布団で顔を隠し、目だけを出しながらの言葉だった。

　ベッドの上で遠慮気味に、永遠は恥ずかしげに体を小さくしている。

　その姿が──本当にもう言葉では言い表せないくらい、可愛かわいらしい。

「いや、あの、お前……言ってること、わかってるか？」

　恥ずかしげに顔を赤くし、永遠は小さく頷うなずく。

「うん。おにいちゃんだったら……いいよ。他ほかの人だったらはずかしいけど……おにいちゃんだったら、好きだからいいよ。それで、どうしたらいいの……………ふく、脱ぐの？」

　今にも泣き出しそうなくらい、永遠は緊張していた。だけど気持ちを振り絞って、未来の言葉に応こたえようとしている。

　そのいじらしさ、健けな気げさ、可愛らしさ……………

　未来の頭をおかしくするのに、充分過ぎるほどの威力を持っていた。

　ドッカーン……………って、違う。そうじゃない！　頭がおかしくなって現実逃避してる場合じゃない！　あ、あの永遠が、その気になってるんだ。ここは機嫌が変わる前に、さっさと調べ事をして、俺の推理が当たってるのか確かめないと。

「いや。服は脱がなくていい。俺が手を入れるから、お前はそのまま横になっててくれ」

「……………うん。痛いのは、いやだよ。それと、勘違いしないでよ。こんなことするの……おにいちゃん、だけなんだから。ほかの人にはぜったい……こんなこと、させないよ」

　言葉にならないくらい強烈な、追撃だった。

　ち、違う意味で……俺おれがその気になったら、どうしよう……

　頭と心臓が破裂しそうなくらいの緊張感を抱きつつ、未み来きは布団の中に右腕を入れ、永と遠わが着ている入院服に手をかけた。

　そうだ。これは医療行為みたいなものなんだ。医者は治療のとき、異性の裸でいちいち興奮したりなんかしない。だから俺も医者のような気持ちになって、目的のことだけに集中すればいいんだ。

　服の中に手を入れ、お腹なかの辺りを触る。口から毒を含んだのだとすれば、喉のど、胸、腹……このラインのどこかに残留している可能性が最も高い。このどこかに魔力の反応があれば、リナが言っていたことは正しく、未来の推理は全すべて無駄になる。

　毒の魔女の真実を暴くために必要な行為。ここでいい加減なことをしたら、大げさではなく本当に、殺されてしまう可能性すらある。

　未来は右腕のみに全神経を集中させ、魔力の反応を探した。

「やんっ……」

　それを邪魔するのは、妹がときたま出す甘い声だった。

　熱のせいで敏感になっているからだろうか。指先が体に触れると、永遠は素直に反応して声を出す。それが「くすぐったい」や、「変なところ触らないでよ」といった、怒気を含んだ文句であれば、未来もある程度無視することができるのだが……

















「んっ……あっ……………うっ、うぅん……………くすぐったい、よ……変なところ、さわらないで。おにいちゃん……………こえ、でちゃうよ」

　怒気どころか、聞いてる未み来きがドキッとする甘い言葉ばかりなので──

　駄目だ……俺おれ、多分このまま……死ぬ。

　──未来はすでに、体中から血を噴き出して、死んでしまいそうだった。

　だぁッ……もう、やめてくれ。そんな声出さないでくれ……作業に、集中できない。違うだろッ！　お前はそんなキャラじゃなくて、普段はもっと乱暴で生意気で、俺を困らせてばかりの、すぐ燃え上がるような女だったじゃないか……だから、今はそんな声出さないでくれよ。

　雑念を振り払うため、未来は瞳ひとみを閉じ、乱暴で生意気な普段の永と遠わを思い浮かべることにした。

『ふんっ。バカお兄』

『バカお兄なんて死んじゃえっ』

『バカお兄なんか……どうでもいいもんっ』

　過去に言われたことを思い出すと、途端にイライラしてきた。これで平常心を取り戻すことができたと、未来は安心して目を開ける。

「はぁ、はぁ……………おにい、ちゃん……」

　潤んだ瞳で息を荒くし、永遠は兄の前で喘あえいでいた。

　普段生意気で、兄を兄とも思ってない言動を繰り返していたあの妹が、今は、甘く溶けたような顔で、「おにいちゃん」と甘えた声を出している。

　普段の永遠を思い出す作戦は、大失敗に終わった。

　残ったのは、ギャップ効果で更にダメージを蓄積させた、哀れな生き物だけだ。

　もう……………駄目だ。無理……こんな状況で、調べ事なんて、できるわけねえ。このまま、永遠にヤられる前に、もうこれはやめたほうが……

　永遠の服から、腕を抜こうとする。

　その瞬間、永遠と目が合った。

　──兄を心の底から信頼し、全すべてを委ゆだねている妹の顔。

「お兄ちゃんにだったら何をされてもいい」という、赤ん坊のように無防備な顔が、おかしくなりそうだった未来の熱を一気に下げた。

　……そう、だな。馬ば鹿かみたいに、一人で興奮してる場合じゃないよな。

　兄としての気持ちを取り戻した未来は、再び永遠の服の中に手を入れた。

　我慢しようとしても我慢しきれず、永遠が甘い声を漏らす。だが、もう未来の心がかき乱されることはなかった。

　自分が言ったとおり医者のような気持ちで、永遠の体に触れる。

　汗で濡ぬれた肌や、胸の膨らみに触れても動揺することはない。できる限り隅々まで永と遠わの体に触れ、未み来きは目的の作業を終えた。

　必死で声を我慢していた永遠は、目に若干の涙を浮かべている。

「もう、充分だよ。ありがとな。永遠」

　永遠は恥ずかしげだが、満足した顔で「うんっ」と小さく頷うなずいた。

　そんな永遠の頭を撫なでてあげながら、未来は感謝の言葉を伝えてあげた。

　そして、調べた結果を頭の中でまとめる。

　永遠の体の中に、魔力の反応はなかった。これはつまり、彼女の魔術は毒とは関係ないっていう、証明になるんだ。じゃあ、永遠はどこで毒なんてものを体に入れられて──

　ある光景が頭に浮かんだ。

　その瞬間、未来の全身が震えた。

　何でもないことのように思えたあの行動も、彼女の仕掛けた罠わなだったのだ。

　そうか……そういうことか。彼女はそうやって、実際に毒に侵される人間を作り出すことで、自分の能力に説得力を持たせていたんだ。今回だってそうだ。たまたま──俺おれという、魔力を無効化できる人間がいたから、違和感に気づくことができたけど──もしもこれが、普通の状況だったらどうだ？　誰だれだって彼女の言葉を信用する。誰だって、彼女は毒を操っているんだって思い込む。そしてそうすることで──彼女は本当の武器を狡こう猾かつに隠し、自分の身を護まもってきたんだ。

　真相がわかると、全すべてのことが必然性を帯びていたことに気づいた。

　毒の魔女と呼ばれている少女の真の力量を思い知った。

　ここまで周到に仕掛けられていたのであれば──あの敗北は、当然の結果だといえた。

「毒の魔女」を覆い隠していた、嘘うその部分を暴くことはできた。

　だが結局、同じ場所で思考が止まってしまう。

　彼女はいったい、何を武器としているのか──

　もう少しだ。もう少しで……全部わかるんだ。相手に気づかれることなく、相手を攻撃できる、魔法のような武器。その正体さえわかれば……………

　あと少しという歯がゆさから、未来は乱暴に自分の頭を掻かいた。

　そのときになってやっとだった。

　自分たち以外の人影が、病室にいることに気づいたのは……

　ポケットに手を入れた、ツインテールで無愛想な少女と。

　みつあみおさげで、レンズの厚い眼鏡をかけた少女。

　瑠る璃りと沙さ夜やが、気配を殺した様子で入口の所に突っ立っていた。

「あ、あ、あ……あの、いつからそこに？」

　妹の体を隅々まで触る兄という、絶対に見られてはいけない最悪の場面が先程まで展開されていた。

　それを見られたかもしれないという思いから、未み来きは恐る恐るそれを聞いた。

「あっ。だ、大丈夫ですよ。わ、わたしは、何も見てませんから。それに、兄と妹なんて禁断の関係も……わたしは別に嫌いじゃないですし……むしろそんな感じで、ちょっとくらいタブーを犯してたほうが……わ、わたし的には……ハァハァ」

　押してはいけないスイッチが押されてしまったようで、沙さ夜やは鼻息を荒くしながらそんなことを言った。

　見てはいけない秘密の情事を見てしまった。沙夜の反応は、言葉よりも雄弁にそれを物語っている。

「ちょっと待てッ！　絶対に何か勘違いしてるみたいだから、はっきりと言っておくけど……お前が想像してるような変な意味は絶対にないからな！　永と遠わ。お前からもそれをちゃんと説明して──」

　妹は何か言いたそうな顔で、恥ずかしげに横を向いてしまった。

　見られてはいけない秘密の情事を見られてしまった。永遠の反応は、言葉よりも雄弁にそれを物語っていた。

「だぁぁッ、こらッ！　誤解を招くような反応してんじゃねえよ！」

　普段よりも素直で甘えん坊な永遠が、裏目に出てしまっていた。

　このままでは誤解の泥沼に沈みこみ、出てこれなくなる。未来は頭をフルに使い誤解を解く方法を考えたが、いい方法が思いつくことはなかった。

　ああ、やばい。どうしよう……このままだと、弱ってることにつけこんで、妹の体に触っていた変態クズ野郎のレッテルを貼られて──

「兄様が自分の力を使って、医療行為みたいなことをしてたんでしょ？　だったら体を触ってたって、何もおかしくないじゃない」

　淡々と真実を口にしたのは瑠る璃りだった。

「あっ……や、やっぱり、そうですよね。漫画のネタになると思って、多少の事実からは全力で目を逸そらそうと思ってたんですけど……やっぱり、現実はそんなものですよね」

　沙夜はどことなく残念そうだ。肩を落として暗い表情で、今までとは違う意味の「ハァ」を口にしていた。

　スパッと興味のない話題を終わらせると、瑠璃は両手をポケットに入れたまま、スタスタとこちらに向かって歩いてきた。

「兄様。彼女と、話をしたいんだけど……いい？」

「彼女っていうと、永遠のことか？　別に、俺おれは構わないけど……」

　チラリと視線を送り、永遠の意思を確かめる。永遠は瑠璃にもわかるように、大きく首を縦に振った。

　未み来きの横を抜け、瑠る璃りが永と遠わのそばに立つ。

　不思議な緊張感が辺りを包む。

　未来は関係ないのに、息を呑んでしまっていた。

　瑠璃の奴やつ……それとなく、永遠のことを意識してたみたいだけど……こんな状況で何を言うつもりだ？　本当の妹ってことで永遠に嫉しつ妬として、喧けん嘩か売ったりなんかしないよな？

　若干ハラハラしながら、未来はことの成り行きを見守った。

　いつものように両手をポケットに入れ、瑠璃はうつむいている。背中を丸めていたせいで、いつもよりも小さく見えた。

「……………この前は、ごめんなさい」

　そう言って、瑠璃が永遠に謝る。

　未来と永遠、二人共がその姿に驚いた。

「あのとき、兄様と同じように、あなたもわたしのことを助けようとしてくれていたのに……酷ひどいことしちゃって、ごめん。本当はずっと謝ろうと思ってたんだけど……何て言ったらいいのかわからなくて、余計、傷つけるような態度取っちゃって……ごめんなさい。許してなんて、都合のいいことは言わない。一生、わたしを嫌っていてもいい。ただ、謝らないといけないと思ったから……」

「あのとき」というのは、瑠璃が心のバランスを崩し、世界中が敵にしか見えなくなってしまったときのことだ。そのとき、永遠は瑠璃を助けようと思い色々と行動したのだが上う手まくいかず……我を失った瑠璃に、攻撃されてしまった。

　今瑠璃が謝っているのは、そのときのことだった。

　普段の態度から、瑠璃はすでにそのことを忘れてしまっていたのだと思っていたが……

　瑠璃はずっと思い悩み、一人で罪悪感を抱えていたのだろう。小さくなった背中は、永遠に対する申し訳なさで一杯だった。

「……………」

　それを永遠も理解している。そんな永遠が瑠璃にかける言葉は、一つしかなかった。

「ううん、いいよ。あたしは気にしてないから……だから、白はく天てん院いんさんも、そんなに気にしないで」

　優しい口調で、永遠は瑠璃にそんな言葉をかけた。

　嬉うれしい。だけどどんな反応をしたらいいのかわからない。そんな感じで瑠璃は、ますます体を小さくしてしまった。

　だけど──精一杯の心を込めて、伝えたい気持ちだけは、ちゃんと言葉にした。

「………………………ありがとう」

　呟つぶやく瑠璃は、永遠の優しさで泣いてしまいそうに見えた。

「そう言ってもらえるとは思ってなかったから、どうすればいいのかわからない。わたしは言葉や態度よりも……行動でしか、気持ちを表すことができないから……」

「白はく天てん院いんさん……」

「瑠る璃りって、呼んで。あなたには、そう呼ばれたいから」

　今のセリフを、未み来きも瑠璃に言われたことがあった。

　それは不器用で無愛想な瑠璃にできる、最上級の愛情表現。永と遠わはほんの少し戸惑っていたが、それを受け入れると、満足そうな顔で笑った。

「……………うん。わかった。じゃあ、これからは瑠璃って呼ぶね。だから瑠璃も、これからはあたしのことを永遠って呼んで。そのほうが、あたしも嬉うれしいから」

　次に見せた瑠璃の態度は、意外の一言だった。

　照れたように頬ほおを赤らめ、視線を泳がせながら、永遠の名前を呼ぶ。

「う、うん。わかった………………と、わ……」

　名前を呼ぶと、瑠璃は恥ずかしそうに下を向いてしまった。

　瑠璃があんな顔をするなんて……何か知らんが、ほんのちょっとだけ嫉しつ妬としてしまいそうだ。あんな乙女っぽい反応、俺おれの前では一度も見せたことないのに……

　などと、どうでもいいことを考える自分に苦笑する。

　仲良くなった二人の妹の邪魔をするのは、野や暮ぼというものだろう。未来は邪魔にならないよう、静かに二人から離れていった。

　入口に立っていた沙さ夜やが、満面の笑みを未来に向けてくる。

　廊下に出ようという沙夜のジェスチャーに従い、未来は永遠と瑠璃を残し、病室を出ていった。

「あんな感じだからみんなに誤解されるんですけど……瑠璃さんは可愛かわいらしくて優しい、良い子なんです。今日だって、永遠さんが倒れたって聞いて、自分からお見舞いに行きたいって言ってここに来たんです」

「そっか。わざわざ、ありがとな」

「いえいえ。お礼には及びません。あの様子だと、瑠璃さんはずっと謝りたいと思っていたみたいで……知ってますか？　瑠璃さんがうつむいて背中を丸めてるときは、目の前の相手に対して、何か後ろめたいことがあるときなんですよ」

「へぇ。瑠璃にそんな癖が」

「付き合いが長いわたしと貴き美み子こさんは、そういう瑠璃さんの癖をいっぱい知ってます。覚えたら簡単ですよ。瑠璃さんは、本当は単純でわかりやすい人ですから。たとえばで言えば、あのツインテール。よく見ないとわからないと思うんですけど、小刻みにツインテールが揺れてるときは、瑠璃さんが楽しんでいるときなんです。逆にツインテールが全く動いていないときは、死ぬほど退屈してるときで……お兄たんさんも、参考にしたらいいですよ」

　眩まぶしいくらいに嬉うれしそうな顔で、沙さ夜やは瑠る璃りのことを教えてくれた。この顔を見ているだけで、二人が本当の友達だと確信できる。

「それなのに、瑠璃さんってばいつもあんな感じで無愛想で無感情な顔してるから、みんなにそれが中々伝わらなくて……わたしや貴き美み子こさんは、いつも苦労してるんです。だから前みたいに、『超絶カワイイ瑠璃たん』を演出して、お兄たんさんにも瑠璃さんの本当の可愛かわいさを理解してもらおうと思ったんですけど……あっ。そうだ。そのときの写真がありますから、お兄たんさんも─────」

　そこまで言うと、急に沙夜は辺りを見回し始めた。その後何の説明も無く、未み来きの服を引っ張りどこかへと連れていこうとする。

「どうしたんだ？」

「いえ、ちょっとあの場だと、都合が悪いものでして」

　わけもわからず連れてこられたのは、廊下の突き当たりだった。

　たどり着くと、沙夜は制服からタッチパネル式の携帯端末を取り出した。

「こういう物が精密機器とかに影響を与えちゃうってことを、わたしはあまり意識していなかったもので……入院中に一度怒られたことがあるんです。だから機械とかに悪い影響が出ないように、少し病室から離れたところでお見せしようと思って」

「そっか。それはいい心がけだと思うけど……別に、普通に使うだけだったら大丈夫なんじゃないのか？」

「甘いですよお兄たんさん。病人は弱ってるから、機械の電波とかで悪い影響を受けちゃうかもしれないじゃないですか。それに、わたしが昔読んだ漫画では、心臓の調子を整えるペースメーカーっていう道具を、静電気で壊して殺人を犯すっていう話もあったくらいで……機械からの電波や音波で、何が起こるかわかりませんからね」

「それはだいぶ昔の話だろ。いまどき、静電気なんかで壊れるペースメーカーなんて──」

　何かが頭に引っかかる。

　さっきまで必死になって探していたものの影が、見えたような気がした。

「？　お兄たんさん？　お兄たんさんっ？」

　沙夜の呼びかけにハッとする。

「え？　あ、ああ……どうしたんだ？」

「それはこちらのセリフですよ。突然どうしたんですか？　ぼうっとしちゃって」

「いや。大したことじゃないから気にしないでくれ。それより、俺おれをここに連れてきて、そんな物を見せた理由ってのは？」

　待ってましたとばかりに、沙夜は楽しげな表情を浮かべながら、未来にそれを見せた。

　沙夜が操るタッチパネル式の携帯端末は、この学園の生徒ならば、誰だれでも一台は所有している物だ。学園の中でしか使えず、学園を出るときは返却することが決まりになっている。また外部と連絡を取る際は必ず学園の通信機能を経由するようになっており、そうすることで、この学園は厳しく情報を管理していた。

　もちろん未み来きも所有しているのだが、あまり機械には興味がないので、機能などに関する詳しい知識はほとんど持っていなかった。

　沙さ夜やが差し出した端末には、「超絶カワイイ瑠る璃りたん」の格好をした、無愛想な顔の瑠璃が写っていた。

「どうですか？　先日見た、『超絶カワイイ瑠璃たん』の画像データですよ。おそらくわたしの予想では、もう二度と見れないはずなので、データとして残しておいたんです。漫画や想像のネタとして、一生大事にしようと思ってるんですけど……お兄たんさんも欲しければ、差し上げます……が……………？」

　真剣な顔を見せる未来に、沙夜は素直に驚き、言葉を失っていた。

　全すべての疑問の答えが──

　──この瞬間、この場所に存在していた。

「なぁ。この写真って、この端末で撮ったのか？」

「そ、そうですよ。写真機能なんて簡単なもので、わたしでなくてもみんな使えると思いますけど……」

「そっか……………そう、だよな……」

　そう。考えたら当たり前のことだ。

　何で今まで、それを気にしなかったんだろう。

「？　お兄たんさん？」

　言葉は聞こえていたが、頭に入ってこなかった。

　沙夜には悪いが、今は、もっと大事なことしか考えられない。

　スパイにとって情報は最大の武器だ。彼女は毒の魔女という「情報」を最大限の武器に、今まで戦ってきたんだ。そんな彼女が、何でそんな信じられないくらい致命的で馬ば鹿かげたミスを……

　何かが、頭の中で叫んでいる。

　気づいてあげなければいけない真実が──すぐそばにある。

　待てよ。待て……そういえば、もう一つ引っかかっていたことが……………ッ──

　未来はポケットに入っている物を取り出した。

　それは、幼い頃ころの鳴なる海みリナの写真。

　未来はそれを両手で握り──震えていた。



『ねえ、これ頂ちよう戴だい？　大切にするからさ』

　あのときの声が──再び頭に響いた。



　そうか……わかった。そういうことだったんだ。だからあのとき、あの子はあんな馬ば鹿かなことを……………

　全すべての真実にたどり着いた。

　気がつかなかったこと──

　忘れていたこと──

　彼女に与えたもの──

　全てを理解した未み来きは、歯を食いしばって、天井を見つめた。

　あの子は……そんなことのために……………

　行かなくてはいけなかった。

　妹に嫉しつ妬とした──妹のために──

　未来はもう一度、彼女に会わなくてはいけなかった。

　流れ落ちそうだった涙を拭ぬぐう。こんな顔を、誰だれにも見せるわけにはいかない。

　何が起こっているのかわからない沙さ夜やは、素直に頭に？　マークを浮かべていた。

　病室の扉が開き、瑠る璃りが廊下に出てくる。廊下の突き当りに二人を見つけた瑠璃は、いつものように無愛想な顔のまま、両手をポケットに入れ、歩み寄ってきた。

「兄様」

「うん？　何だ？」

「永と遠わのために、わたしにできることはない？　永遠はわたしを助けようとしてくれた。命をかけて本気で、わたしを救おうとしてくれた。だから今度は、わたしが永遠のために全てを捧ささげたい。死んでもいい。殺されても文句は言わない。だから兄様。わたしにできることを教えて。兄様の大切でもある永遠を、わたしが護まもってあげたい」

　強い意志を感じる言葉だった。

　こんな風に強く決意した人間を、誰も止めることはできない。

　嘘うそ偽りなくその誓いのとおり──瑠璃は、永遠のために命を捧げるつもりだ。

「……怪け我がするかもしれないぞ？」

「兄様がそばにいてくれるなら、どうなってもいい。兄様が一緒なら、何も怖くないよ」

「瑠璃……そっか。それじゃあ、お前にも少し手伝ってもらうけど……」

　沙夜は忙せわしない様子で、未来と瑠璃を交互に見つめていた。どうやら、スイッチが入った瑠璃についていけなくなっているようだ。だが未来と目が合うと、遠慮気味にだが、沙夜は自分の存在をアピールしてきた。

「え、ええっと……お役に立てるかはわかりませんけど……わ、わたしも、お力をお貸ししますよ」

「そっか。ありがと」

「はい。怪け我がなどをしたら、わたしに任せてくださいね」

　明るく返事をする沙さ夜やに、未み来きは優しい笑みを返した。

　しなくてはいけないことが──やっとわかった。

　もう遅いのかもしれない。

　だけど気がついた以上、何もしないわけにはいかない。

　あの子に言わないといけないことがある。

　もしかしたら、独りで泣いていたのかもしれない、あの子に──










４　「星屑が降る結末」



　鳴なる海みリナの前には、派手な見た目の少女が立っていた。

　お嬢様を絵に描いたような、上品で高貴な外見。内面にも自信があるのか、瞳ひとみは自信と余裕に溢あふれている。

　長い髪の毛をカチューシャで押さえているその少女は、神じん宮ぐう院いん貴き美み子こと名乗った。

　魔術による戦いが予想される際、魔女は魔術に対してある程度の耐性があるドレスを身に纏まとう。

　神宮院貴美子と名乗った少女は、制服姿のリナとは違い、この場にドレスを着て来ていた。そのドレスは、少女に負けず劣らず派手な見た目をしている。紫を基調としたドレスは、大胆に背中と太ももを露出させている。スタイルにかなりの自信がある、選ばれた人間にしか着れないドレスを、貴美子という少女は完かん璧ぺきに自分のものにしていた。

　場所は、リナが要求したとおり、夜の学園のグラウンド。

　目につく人間は、貴美子と名乗ったこの少女一人だけ。

　無論、校舎の中やそこらの物陰に、腕利きの魔女が何人か待機しているのだろうが――視界にすら入れないこの距離からでは何もできない。

　彼は来てるのかな――そんなことを考えたが、すぐに苦笑して打ち消した。

　リナが動くと、貴き美み子こは警戒心から構えをとった。上品な見た目に反し場数を踏んでいるのだろう。考えるよりも先に体が動いたという感じだ。しかし今は意味がないことを悟ると、貴美子は「失礼」と一言添え、中身がわからない封筒をリナに差し出した。

「さすがに全すべての機密情報を渡すのは無理ですが……苦労に見合うだけの物なら、ちゃんと用意させてもらいましたわ。この学園の設計図と、建設されることになった経緯の資料。そちらがどこまで信用してくれるかはわかりませんが、一応、機密と呼ばれている資料の類ですので……人質の命には、充分値すると思いますわ」

「……この短時間でよく用意できたね。そんなもの渡しちゃったら、この学園は廃校になっちゃうかもしれないよ」

　魔女は兵器に匹敵する存在だといわれている。なので他国の人間にすれば、魔女を育成することを目的としたこの学園は、軍事施設と呼んでも差し障りがないくらい驚異の存在なのだ。

　その学園に関する機密情報を相手に渡す。

　それはすなわち、軍事施設の全ぜん貌ぼうを敵に教えるということに等しかった。

「そうですわね。それで最悪、この学園は施設として放棄されてしまうかもしれませんが……魔女の命には代えられませんわ。この学園を護まもったところで、通う学生が全て毒殺されたのでは意味がありませんから」

















「なるほど。懸命な判断だと思うよ。優先すべきが人命だなんて、泣かせる話だね」

「それがわかってて、あの方を攻撃対象にしたのでしょう？　この学園で唯一の男性という、最も目立つ相手を見せしめにしたことで、自分の武器の威力を相手に見せつけた。そうすることで自分の安全を確保しつつ、交渉において優位に立つ……賢いやり方ですわ。防げない毒という武器一つで、全すべての魔女を手玉に取ってしまったのですから」

「えへへ。そうかなぁ……そうやって褒められたら、ちょっと嬉うれしいな」

　サービスで笑顔を見せてあげると、貴き美み子こは呆あきれたようにため息をついた。

　その顔は、もうすでに諦あきらめているかのようにも見えるが──訓練を積んだリナだからこそわかる。瞳ひとみの奥は、まだ諦めていない。

　一枚……もしかしたら二枚、切り札を隠しているような目をしている。

「……まあ、無駄話はもういいや。こっちはこっちで予定があるから、早く要件だけ済ませて終わらせちゃお」

「お帰りはリムジンでもご用意しましょうか？」

「はは。水中を走れるリムジンだったら、珍しいから乗ってみたいな」

　たわいもない会話を挟み、リナは貴美子が持っている封筒に手を伸ばした。

　その邪魔をしたのは──眩まばゆいばかりの輝きを放つ、白銀色の魔弾だった。

　リナのすぐそば。明らかに威嚇を目的とした、バレーボールほどの大きさをした魔弾が、グラウンドを抉えぐり土つち埃ぼこりをまわせる。

「るっ、瑠る璃りさん！」

　驚きの声を上げたのは貴美子だった。

　訓練で身につけた観察眼で、貴美子の反応を確認する。体の反応に嘘うそはない。予想外の出来事に、心の底から驚いているようだ。

「ちょ、ちょっと待ってくださいますか……どうして、瑠璃さんがこんなところに？　いつもは引っ張りだそうとしても出てこないくせして……何で今日は引きこもってないんですの？」

　前もっての調べで、「白はく銀ぎん帝てい」と貴美子という少女が友人だということは知っていた。

　事前に打ち合わせをすることもできただろうが……貴美子が見せる反応に、嘘は見当たらない。

　だとすればなぜ、「白銀帝」はこの場に姿を現したのか？

　瑠璃は自分専用の、白銀のドレスを着ていた。

　若干露出の多いデザインは、自分が特別な立場だということを主張していた。

　ただ、胸の大きさやスタイルの良さは貴美子に大きく劣っており……着こなしという点では、まだまだ発展途上といったところだった。

「い、一応ですけど……わたしもいますよ」

　瑠る璃りに隠れながら声を発したのは、みつあみおさげに眼鏡という、地味な見た目の少女だった。

　容姿に反し、ドレスのデザインは若干派手だ。だが、二人のように露出に偏っているわけではない。

　ピンク色でミニスカート。背中には、蝶ちようの羽のようなデザインの大きなリボンがついている。色気よりも、可愛かわいさを重視した感じのデザインであった。

「瑠璃さんっ。黙ってたらわかりませんわよ！　今がどんなに大事なときか、あなただってよくわかっているでしょう？　だったらこんな邪道なやり方で目立とうとせず、正々堂々わたくしのように、圧倒的な美び貌ぼうで人目を引こうと──」

「あ、あの……貴き美み子こさん。今はそんなこと言っている場合じゃなくて……」

「うるっさいですわっ！　オマケは隅っこでハァハァ言ってたらいいんですわ！」

「そ、そんな言い方は……酷ひどいと思うんですけど……」

　こんな状況なのに、緊張感のない二人だった。だが、肝心の瑠璃は緊張感に包まれている。リナはこういう目をする人間のことを知っている。

　自らにくだされた使命のためなら、命をかけることも厭いとわない顔だ。

　何で……「白はく銀ぎん帝てい」は、何のために……

　そうやって思考する暇を、瑠璃は与えてくれなかった。

　瑠璃が両手を体の前で合わせる。眼前に浮かび上がる魔法陣。見ているだけで、その力の強大さを推測することができた。

「る、瑠璃さんっ！」

　貴美子の声がきっかけとなる。

　魔法陣から放たれたのは、極太のレーザーのごとき白銀の魔弾。

　触れるもの全すべてを消滅させるであろう魔弾は、轟ごう音おんと共に空間を貫き、貴美子と瑠璃の間を白銀色に染め上げていった。

　巻き込まれた空気の風が、髪の毛と制服を激しく揺らす。

　リナの頭に浮かんだのは、体のそばを砲弾が通過していくイメージだった。

　な、なにこれ……

　魔弾系の魔女なら、リナも何人か見たことがある。そして、魔法陣を使うレベルの魔女も何人か知っている。

　だが、これほどの威力のものとなると──頭のどこを探しても、記憶になかった。

　冗談じゃない。こんな威力の魔弾、見たことない。あんなもので撃たれたら……誰だれだって死んじゃうじゃない。

　すぐそばに死があることに気づき、一気に体が硬くなる。

















　リナは自分の呼吸が乱れていることを、瞬時に察した。

「もうっ。何なんですの？　説明もなしにいきなりこんなことして……わたくしに当たったらどうするつもりですの？」

　貴き美み子この声を聞いても、瑠る璃りは顔色を変えない。まるで貴美子など存在しないかのように、瑠璃は静かに佇たたずんでいた。

「きぃーっ。何とか言ったらどうですのっ？」

　大きな声と大げさなジェスチャーで、貴美子が自分の存在をアピールする。

　その場違いな空気に、瑠璃はささやかながらも反応を示した。

　行動を起こすチャンスはここしかなかった。

　軽く一歩下がると、リナは三人に背中を向け、一目散に走り始めた。

「悪いけど、今回の交渉はなかったことにさせてもらうよ。先に危ないことしてきたのはそっちだからね。どうなっても知らないから」

　捨すてゼリフを残し、リナは立ち去っていく。

「白はく銀ぎん帝てい」の力を見謝るというミスを、リナは素直に認めていた。だからこその早期撤退で、自分の立場と命を守るために絶対に必要な判断であった。

　光の届かない暗くら闇やみを目指し駆ける。緊急時の逃げ道はすでに頭に入っており、リナはその道順通りに駆け抜けていく。

　邪魔する者はいない。もしもいるなら自力で対処しようと、リナは指先が出ているグローブを両手にはめた。グローブはドレスと同じ素材で作られている。なので魔術に対して、ある程度の耐性があった。

　好んで暗くら闇やみを駆け抜けていく。

　リナが目指しているのは、協力者と約束した合流地点であった。

「白はく銀ぎん帝てい」があの場に現れたのは……兄様と慕ってる彼をヤラレた仕返しかな？　だとすれば、国が彼女を持て余しているっていう情報は本当だったみたいだね。そうじゃなければ、こんな大切な状況で、自分勝手にあんな行動をするわけがないし……となると、「白銀帝」はそんなに驚異の存在じゃないな。言うことを聞かない兵器なんて、持ってても危ないだけだもんね。

　逃げながらも状況を分析するのは、スパイとしてのリナの本能であった。

　それはたとえ何が起ころうが、何の情報も得ずに逃げ出すことなど許されないと、幼い頃ころから父親に教え込まれて育ってきたからだった。

　学園を出たリナは、南エリアに行き、そこから海岸を目指し走っていた。そこが協力者との合流地点になっている。

　そこを合流地点とした理由は、色々と学園の地理を分析した結果、そこが最適の場所だと判断したからであった。

「もう……この学園とは、サヨナラか」

　そんな、感傷的なことを思ってしまった。

　意味などないと、わかっているのに……

　木々の間に作られた道を走り抜ける。ここまで来ると、人の気配は全くない。

　もう誰だれも邪魔しにこないだろうと、リナはわずかに気を抜いた。

　月明かりが見えた。

　驚くほど、辺りの風景が鮮明に見えた。

「……………」

　少年が立っていた。

　この学園にいる少年は、一人しかいない。

　リナは足を止めた。

　月明かりが照らす中──エンディングが始まる。

　たった一人。

　御み堂どう未み来きが、その場所でリナを待っていた。





　リナがここに来たのは予想通りだった。

　戦闘に備えるためか、両手に指先が出るタイプのグローブをはめている。

　その姿は、今まで見たどのリナよりも攻撃的だった。

「……なるほど。『白はく銀ぎん帝てい』は、キミの差し金だったってわけだ。アタシがここに来るって、よくわかったね？」

「人に聞いたんだ。この学園はそういう風に計算されているから、侵入者が逃げ出すときは必ずここを使うって」

「そっか。やっぱりここは、そういうことがちゃんと考えられてるんだ。で、こんな所にアタシを誘おびき寄せてどうするつもり？」

「決まってるだろ。キミと、話をする為ために来たんだ」

「毒に侵された妹を助けてくれって話？　だったら大丈夫だよ。あの子にはもう利用価値がないから、放っておいたらそのうち元気になるよ。わかったらそこを通してもらえる？　キミには悪いけど、アタシは結構急いでるんだ」

　立ち塞ふさがるようにリナの前に立つ。未み来きの意思を察し、リナは苦笑した。

「……邪魔するつもりなの？　一度殺されかけたこと、忘れてないよね」

「ああ。それだったら苦い記憶として俺おれの中に残ってるよ。だがな、それだったらもう終わってるんだ。キミの能力の秘密は──全部わかってるんだ」

　リナは今までにない、真剣な顔を見せた。

　自分の能力の秘密がバレることの意味を、彼女は誰だれよりもよくわかっていた。

「……………冗談じゃ、済まないよ」

「冗談じゃなければ、嘘うそでもないさ。今キミに言ったとおりだ。キミの力の秘密なら、全部わかってる」

　スッと、リナが未来から距離を取る。万が一のことを恐れ、警戒しているのだ。

「そうなんだ……まあ、それはキミの嘘だと思うけど……アタシの力を見抜いたところで、キミの勝ちってわけじゃないよ。覚えてるでしょ？　星ほし屑くずの魔女のことを。アタシをどうにかしたところで、その子をどうにかしないと勝ち目はないよ」

　その言葉に合わせ、未来の右腕が輝き始めた。

　その輝きは、並みの魔女とは比べ物にならないほど激しく強い。

　空気を裂く閃せん光こうの音。

　空間を貫く狙そ撃げきの色。

　未来から数メートル離れた所に、星が降ってくる。

　天空から狙撃されたかのような一撃が、未来の近くの地面をぶち抜いた。

「ねっ。だから素直に、道を開けたほうがいいよ。アタシの毒はアタシの意思で制御できるけど、空から降ってくる星はアタシの力じゃどうしようもないから。大怪け我がしても知らない──」

　関係ないといった雰囲気で、未み来きは立っていた。

　星ほし屑くずの狙そ撃げきも、毒の魔女も全すべて関係ない。

　それよりも大事なことがあるから、未来はここに来たのだ。

「……そっか。キミの決意は固いんだ。じゃあ、もう話し合っても関係ないね。力ずくでいくから、死んじゃっても文句言わないでよ」

　ニコッと笑みを向けると、リナはさり気なく片手をポケットに入れた。



「──どうしてポケットに手を入れるんだ？」

　その一言をきっかけに、リナは金縛りにあったかのように、動きを止めてしまった。



「魔術で毒を操るのがキミの力なんだろ？　だったら、ポケットの中にある道具に頼る必要なんてないじゃないか。いやむしろ、その隙すきをつかれて逆に攻撃される可能性だってある。にもかかわらず、このタイミングでどうしてキミはポケットに手を入れるんだ？」

　リナは何も言わなかった。

　ただ黙って、こちらの様子を窺うかがい何かを考えている。

「答えは簡単だ。そこには、キミの魔術に必要な物が入ってるんだろ？」

「……何を言ってるの？　そんなもの、ここには……」

「隠しても無駄さ。全部わかってるって言っただろ。そのポケットの中にあるんだろ？　毒に見せかけて相手を攻撃するために必要な……超音波みたいなものを発する道具が」

　はっきりとわかる動揺の色を浮かべ、リナは必死になって言葉を絞り出した。

「……………もうやめて。キミがアタシの力を見抜いたっていう言葉は認める。だからもう何も言わないで……アタシの力の秘密に気づいたのであれば、キミの命の価値は一気に跳ね上がる。もう、警戒や脅しなんかじゃないよ。本当に──星屑に撃たれて死んじゃうかもしれないんだよ。だから……だから、もう何も言わないでッッ！」

　リナは叫んだ。

　敵でしかない──

　自分の秘密を暴こうとしている、憎むべき相手である未来の為ために。

　右腕の輝きが増す。

　まるで神の怒りに触れたかのように、辺りに無数の星屑が降り注ぎ始めた。

　炸さく裂れつ、爆発、貫通、破壊……ありとあらゆる言葉を並び立てても表現しきれないくらい、星屑という名の神の矢が、辺りの風景を塗り替えていく。

　未来とリナ──

　二人の間に道を作るかのように──

　無数の星ほし屑くずが爆音と閃せん光こうを伴い、大地を穿うがっていった。

「大丈夫さ。全部関係ない。たとえこの星が、俺おれとキミを貫く神の矢だったとしても──」

　未み来きは右腕を、リナに向かって差し出した。

　そこに浮かび上がる刻印。

　星屑の狙そ撃げき者が放つ魔力を、その右腕で吸収した未来は、今度は自分の魔力として──



「──俺はすべてを、喰くらってみせる」

　この、星屑が降る世界に解き放った。



　紅ぐ蓮れんの炎が、未来の右腕に宿る。

　未来はつくり出した炎を、リナに向かって振るった。

　全すべてを焼き尽くす紅蓮の炎が、リナの体を包む。しかし、攻撃することが目的ではない。その炎はリナの制服のポケットだけを焼くと、そこからある物を出現させた。

「それが、キミが使っていた魔術の正体だ」

　出てきたのは、携帯電話だった。

　どこにでもある普通のデザインの携帯電話が、炎に包まれ、リナの制服のポケットから落ちてきた。

　その瞬間、辺りを破壊していた星屑の狙撃がやむ。

　もはや観念したかのように、全ての魔力の反応がなくなる。

　それに合わせ、未来の右腕の刻印も、輝きを失い消えてしまった。

「ペースメーカーっていう、心臓の鼓動を整える医療機器があるだろ？　キミが持っていたそれは、ちょうどそれの逆のような道具だったんだ。もちろん、ペースメーカーは超音波のようなものを出して心臓に影響を与えるような機械じゃないから、正確に言えば、全く違った物なんだろうけど……認識としては、それで間違ってないはずだ」

　リナはただ静かに、炎に包まれた携帯電話を見ていた。

「それ──本当は、携帯電話なんかじゃないんだろ？　おそらくは、相手の心臓を超音波で攻撃するために特別に作られた物で……カモフラージュのために、写真を撮ったり音楽を聞くための機能がついているんだろうけど……本当はキミ専用の、武器みたいな物なんだろ？　傍はた目めから見たら携帯電話にしか見えないから、誰だれもその存在を不思議には思わない。しかもキミは、毒を操る魔女なんて異名まで持っている。そんな魔女が扱う武器の正体が──超音波を出す特別な機械だなんて、誰も思わないはずだ。派手な偽情報を流して相手の目を眩くらませて、隠したい真実から目を逸そらさせる。キミはそれを、現実に実行していたんだ」

　もはやリナは何も言わなかった。

　決定的に追い詰められたリナは、自分の敗北を静かに受け入れようとしていた。

「……………どうして、わかったの？　って、そんなこと聞いても、教えてくれるわけないか。甘かったな……キミの存在を、軽視しすぎちゃったみたい。あっさりと術中にハマってくれたから、簡単な相手だと思ったのに……」

　息を吐きながら首を振るリナの姿は、どことなく清すが々すがしい。

　どうやら完全に敗北を受け入れ、諦あきらめているようだ。

「永と遠わが倒れたとき、キミは偶然を装ってその場に現れ、永遠に飲ませるために水を差し出した。キミはあの中に、飲んだ相手が高熱を出すような、有害な薬物を入れてたんだろ？　そうやって実際に毒に侵された人間を作り出すことで、自分は毒を操っているという話に真しん実じつ味みを持たせたんだ」

「……そう。そのとおりだよ。『共鳴する鼓動シンフオニツクハートビート』。機械が発する超音波を、桁けた違ちがいに増幅することができる力……といっても、機械だったら何でもいいってわけじゃないんだ。そこで燃えちゃってる物みたいに、リナのために特別に造られた物じゃないと、本来の力を発揮することはできないんだ」

「スパイとして育てられた中で、そんな力を身につけたのか？」

　コクリと、リナは頷うなずく。

「うん。スパイには派手さなんてものは必要なくて……相手に気づかれず、証拠を残すことなく危害を与える力のほうが有用だから……………よくできてるでしょ？　超音波で心臓が攻撃できる機械と、そんな機械の力を最大限に引き出すことができる魔女。全すべての情報を正確に理解していないと……この毒の正体には気づけないよ」

「……」

「でもね、説明だけだと、凄すごい力のように思えるけど……実は結構、条件が厳しいんだ。心臓の鼓動って人によってバラバラだから、同時に複数の人間の相手をすることはできないし、それに、そのサンプルを取るために、一度対象となる人間に触れて鼓動を感じないといけないから……結構手間なんだ。それにさっきも言ったとおり、機械だったら何でもいいってわけじゃなくて、ちゃんと、それ専用に造られた物じゃないと、使い物にはならなくて……」

「いいのか？　そんなことまで話して。キミの大事な秘密なんだろ？」

「いいよ、もう。そうやって集めた鼓動の情報は、全部携帯に保存して、いざというときに使えるようにしてたんだけど……キミに、壊されちゃったから、もう……アタシには何もない」

「……」

「どれだけ強力な毒でも、解毒剤が作られたそれでいっかんの終わり……つまりは、そういうことだよ。毒を操るということが知られているからこそ、アタシは優秀な工作員でいられたのに……秘密がバレちゃったら、もう何の意味もない。残ってるのは、有名になりすぎたっていう、致命傷だけだよ」

　リナは本当に、全すべてを諦あきらめているようだ。

　全ての行動から、自暴自棄となった彼女の感情が伝わってきた。

「最後の頼りは、あの星ほし屑くずの魔女だけだったんだけど……それも空振りに終わっちゃった。といっても、本当はわかってたんだけどね。きっと、キミのことは殺さないだろうって。アタシはただの囮おとりだったんだよ。本当はきっと、別のスパイがこの学園の秘密を探ってたんだと思う。アタシはそれを隠すための囮で、星屑の魔女はアタシの裏切りを防ぐための監視。それで、もう役に立たなくなったから、アタシのことを見捨てたってわけ。キミを殺さなかったのは、死人を出すことで事を荒立てたくなかったからで……今いま頃ごろは悠々と、船に乗って逃げ出してるんじゃないかな。だから、こんな所でアタシと話なんかしてないで、早く本当のスパイを捜しにいったほうがいいよ。大丈夫だよ。アタシはもう、逃げたりしないから……………逃げても、意味なんかないから……好きにしたらいいよ」

　そう言うと、リナは肩を落とし、全ての感情を吐き出してしまった。

　スパイとして育てられた毒の魔女。

　父親に見捨てられ、積み上げてきた全てのものを失い──

　どこにも、居場所はなく──

　残ったのは、空っぽになった心と体だけ。

　未み来きは、そんな彼女に言わなくてはいけないことがあった。

　そして──

　──渡さなければ、いけないものが。

「疑問だったんだ……」

「？」

「どうしてキミが、俺おれに携帯電話を見せたのかが……だってそうだろ。キミにとってあの携帯電話は、文字どおり全ての秘密が詰まった最高の武器だったんだ。なのにキミは、無防備にそれを俺に晒さらした。しかも、写真なんてありふれたものを撮るためだけに」

「……それは、別に深い意味なんてないよ。ただ、男の子が珍しかったから写真を撮りたかっただけで……ちょうどいい物が、あれしかなかったっていうだけだよ」

「嘘うそだ。この学園の生徒には全員、携帯端末が支給される。写真が撮りたいのであれば、それを使えばよかった」

「そ、それは……アタシは偽の生徒だから、持ってなくて……」

「持ってないのなら、用意すればいい。キミにとったら、偽の端末を用意するなんて、そんなに難しいことじゃないだろ。むしろそのほうが、誰だれにも怪しまれなくてよかったんだ。だけどキミは俺に携帯を見せた……………自分が不利になることが、わかっているのに」

「……………」

　未み来きの心の中に、様々な想おもいが去来した。

　敵に晒した自分の秘密。

　幼い頃ころのリナの写真。

　永と遠わが狙ねらわれた最大の理由。

　そして──未来が誤って壊してしまった、招き猫のストラップ。

　そんなことの為ために──

　リナの想いが、胸いっぱいに拡ひろがった。



「キミは……気がついて欲しかったんだよな、俺おれに……………自分は、ここにいるって」



　ポケットの中に手を入れる。

　取り出したのは、招き猫がついたストラップだった。

　未来はリナに歩み寄ると、招き猫のストラップを手渡した。

　リナは事情が飲み込めず、戸惑った表情を浮かべていた。

「なに……これ？　前に壊した物の代わりのつもり？　だったら別にいらないよ。あんな安物、そんなに価値なんてないし……第一、もう携帯がなくなっちゃったんだから、ストラップなんて必要ないよ。だから、罪滅ぼしのつもりならこんなものいらない。邪魔だから、そんな物捨てちゃって─────」

「俺だったんだよな。幼いキミに、これをあげたのは……」

「ッ───」

「昔、親父おやじに連れられて、同い年くらいの、大勢の魔女と会う機会があって……その中で、俺とキミは、幼い頃に会ってたんだよな。それでそのとき、俺は……何か頂ちよう戴だいって言ってきたキミに、これをあげて……」

「……………」

　情けない、どうしてもっと早く──そう。一番初め、彼女が携帯と一緒にこれを取り出したとき、そのことを思い出していれば──

「キミはこれを見せて、俺に、自分の存在を思い出させようとしたんだ。だけど俺が馬ば鹿かだったから、思い出してあげることができなくて……」

　彼女は自分の全すべてがバレてしまっても構わないという覚悟で、未来にこれを見せた。

　言うまでもなく、彼女はスパイだ。ここで存在がバレたら、大げさではなく命を失ってしまう危険性もあった。

　それどころか、たとえ命が助かっても……今度は存在がバレたスパイとして、敵だけではなく味方からも見捨てられ……………

　この世界で、独りぼっちになってしまう可能性だってあったのに……

　彼女は、未み来きに会いに来た。

　ただ、自分のことを知っている人に、会うために……

　この世界全すべてが敵になってしまうかもしれない危険を冒してでも、彼女は──

　──未来に、逢あいたかったんだ。

　未来は何も言わず、リナの前に立った。

　リナはうつむいたまま、言葉を絞り出した。

「お父さんが……リナを捨ててどこかに行っちゃったとき、もう……誰だれもリナのことを必要としてないんだなって、思った……そして現実に、スパイとしては失格っていう烙らく印いんまで押されちゃって……今までの人生まで、リナは否定されちゃったんだ。そんなとき、ふとしたことでキミのことを知って……それで、昔会ったことを思い出して……覚えててくれたら、嬉うれしいなって思って……………」

　うつむいたまま、リナは小さく震え始めた。

　彼女は……救いを求めていたわけじゃない。

　ただ、俺おれと思い出話をしたかっただけで……それだけで、彼女は満足できたんだ。

　だけど俺は──そんな簡単なことすらもしてあげられなかった。

　それが……情けなくて仕方なかった。

　未来は黙って、リナのことを抱きしめた。

　罪滅ぼしとか、彼女は俺が救ってやるみたいな……ヒーローぶった気持ちでそんなことをしたわけではなかった。

　星ほし屑くずが降るこの場所で。

　女の子が寂しげに肩を震わせているんだ。

　抱きしめてやらなかったら──男じゃないだろ。

　だから未来は、彼女を包み込むように優しく、抱きしめた。

「……………あの子に、恨みはなかった。でも、羨うらやましかった。お父さんに捨てられて、独りぼっちになったリナと違い、あの子にはキミというお兄ちゃんがいた……男でありながらも魔女の学園に来て、妹を護まもってあげようとする、優しいお兄ちゃんが……」

　リナが未来のことを「にぃ」と呼んだのは、永と遠わの「おにい」に対抗し、なおかつ、幼げな呼び方をすることで、昔の自分を思い出してもらおうと思ったからだ。

　全て、リナのサインだった。

　もっと早く、それに気づいていれば……

　誰も、傷つくことはなかったのに。

「なのに、お兄ちゃんはもういらないみたいなことを言うから……何だか無性に、悔しくなって……憎くなって……」

　妹としての嫉しつ妬と。

　そんな毒に侵された、哀かなしい魔女の出来事だった。

「アタシも、アタシも……………にぃみたいな、お兄ちゃんがほしかった……」

　ポロポロと涙を流し始めた彼女を、壊れないように優しく、だけど強く抱きしめる。

「俺おれなんかでよければ、好きなだけお兄ちゃんって思えばいいさ」

「……」

　無責任なことを言ってしまったという自覚はあった。

　だけどこれくらい軽いほうが、彼女の好みに合うだろうと思った。

　思ったとおり、悲壮感や絶望感などない、ごく普通の口調でリナは答えた。

「リナ……難しい子だよ。いっぱいわがまま言って、いっぱいにぃを困らせちゃうよ……それでも、いいの？」

「ああ。大丈夫だよ。困った妹には、慣れてるからな」

「そう？　じゃあ特別に、キミの妹になってあげるよ……にぃ」

　その声は、捜し物をやっと見つけた、子供のようだった。

　月明かりの空。

　嘘うそみたいに、綺き麗れいな星空だった。





「まあ、事件が無事に解決したということで、一応は納得してあげますが……いったいどういうことですの？　瑠る璃りさんを差し向けて交渉を壊して、一度苦渋を味合わされた相手に、またしても一人で向かっていって……たまたま上う手まくいったからいいものを、何かあったらいったいどうするつもりだったんですのっ？」

　この場にたどり着いてすぐ、貴き美み子こは烈火の如ごとく未み来きのことを叱しかってきた。

　星ほし屑くずが降り注いだ哀れな風景。こんな風景になった原因が未来だとすれば、貴美子がここまで声を荒らげて怒る理由も、わからなくはない。

　リナは、しばらくして姿を現した上級生の魔女たちに連れて行かれた。

　一緒について行きたかったが、まだ用事があるため、未来はここに残らなくてはいけなかった。

　別れ際。リナは、

「また会おうね、にぃ。今度は忘れちゃダメだよ」

　と、笑顔で未来に告げた。

　今後のことはよくわからないが、あの笑顔なら、リナは大丈夫だろうと思った。

　そして今は、しばらくして姿を現した貴美子に怒られているというわけだ。

「いいじゃん別に。全部上手くいったんだから。それよりもそんなに激しく怒って……心臓が止まってもしらないぞ」

「何ですのその言い方はっ？　わたくしがどれだけ心配してたか……お兄たんは全くわかっておりませんわっ！　ああもうマジでこんちくしょう……プンスカプーですわよ、この野郎！」

　ヒステリックに怒り散らすと、貴き美み子こは腕を組んでそっぽを向いてしまった。

　どうやら相当怒っているようなのだが、貴美子のことだから、放っておけばそのうち元に戻るだろう。

　さて、それよりも最後に残った仕事がある。

　まあ大丈夫だと思うが、一応、ハッキリさせておかないといけない。

「そういえば瑠る璃りと沙さ夜やは？　一緒だったんじゃないのか？」

「あの二人でしたら、上級生の偉い方々に怒られておりますわよっ！　当然ですわよね！　学園全すべての魔女の命がかかっていたかもしれない交渉を、独断で勝手に邪魔したんですからねっ！」

「え？　それはちょっと、申し訳ないな……そういうつもりで、頼んだわけじゃないんだけど」

「お兄たんの気持ちなんて知りませんわよ！　だって、何の相談もなかったんですからね！　まったくもう……プンっ」

　プンっという言葉に合わせ、貴美子は首を大きく横に振った。その姿は、交渉の邪魔をされたことよりも、仲間外れにされたことを怒っているようだった。

「まったく……みんなしてわたくしを仲間外れにして……この恨みは絶対に忘れませんからね。それよりもお兄たん。この光景ですが……」

　辺り一面、星ほし屑くずに撃ち抜かれて無残な姿を晒さらしている。

　ボロボロに砕かれた地面と、幹が剥むき出しになっている辺りの木々。

「大規模な銃撃戦でもあったのですか？」と、尋ねてしまいたくなる光景だ。

「例の、星を降らせるという魔女のほうはどうなったんですの？　この様子では、大暴れしたようですが」

「ああ。ストレスが溜たまってるみたいだから、大暴れしたんじゃないのか？　こんなにボロボロにしちゃって……後で怒られても知らないぞ」

「あら？　ずいぶん気軽な物言いですけど……相手はお知り合いでしたの？」

「お知り合いも何も、例の星を降らせる魔女なら、今俺おれの目の前にいるわけなんだし……気を遣う必要はないだろ？」

「……………引っかかる言い方ですわね、お兄たん。言いたいことがあるのでしたら、はっきり言ったらどうですの？」

「そうか。じゃあはっきり言わせてもらうけど……」

　腕を組んだまま、貴美子がこちらを見る。

　そんな貴き美み子こを真正面に捉とらえ、未み来きはそれを言った。



「星ほし屑くずの魔女は──お前だろ」



　動揺することなく、だけどいつもよりも真剣な顔で、貴美子は未来の言葉を聞いていた。

「医務室で話したときのことを覚えてるか？　お前はあのとき、四つの星を同時に落とせるような奴やつって言ったんだ」

「……それが何か？　現実にお相手の方は四つの星を同時に落としたのでしょう？　だったら、何もおかしくはないじゃないですか？」

「そうだな。それ自体は何もおかしいことじゃない。問題は──どうしてお前がそれを知っているのかっていうことだ」

「……」

「俺おれは何かが落ちてきたことは説明したが、数までは説明していない。それを知っているのは、その場にいてそれを見ていた人間だけだ。だけどお前はあの場にいなかった。となると、俺に気づかれないよう、お前は隠れて様子を見ていたっていうことになるけど……どうしてそれを秘密にする必要があるんだ？　隠したところで何の得もないんだから、正直にその場にいたことを俺に説明すればよかった。でも、お前はあえてそれを隠した。その理由は──」

「わたくしが、星を落とした犯人だからですわね」

　肯定の意味を込め、未来は首を縦に振った。

「単純な話……お前は自分が星屑の魔女であることを、俺に知られたくなかったんだよ。だからお前は俺に本当のことを言わなかった。じゃあなぜ、お前はそれを俺に隠したのかっていうことになるけど……………この先は俺の勝手な推理だから、まあ適当に聞いてくれたらいいさ」

　貴美子は何も言わない。親に絵本を読んでもらう子供のように、次の展開を期待しているような眼をしていた。

「お前は協力者を装うことで、毒の魔女をこの学園におびき寄せようとしたんだろ？　用心深いのがスパイっていう人種だ。ちょっとやそっとの安全では、そうそう敵陣に忍び込んだりはしない。そんな彼女をこの学園におびき寄せるための餌えさとして、お前は強力な力を持つ協力者を演じたんだ。そうやって偽りの安全が確保されたことで……狙ねらい通り、彼女はこの学園にやって来たっていうわけだ」

「ふふ。面白い話だとは思いますが……どうしてわたくしが、他国のスパイであるあの方をこの学園に招き込むようなことをしなくてはいけなかったのですか？　もしも機密情報が盗まれるようなことがあれば、最悪、この学園の存亡に関かかわってくるんですわよ。そんなリスクを冒してまであの方をこの学園に招待する理由が、わたくしにはありませんわ」

「そうだな。お前にはないかもしれない。だけどそれが、彼女の毒に侵された人間だっていうんだったら話は別だ。そういう人間にとって、彼女が扱う毒の正体は、文字どおり生死を分けるような問題になってくる。そんな人間のため、彼女が使う毒の正体をあばく必要があったから……お前は彼女を、この学園におびき寄せたんだ」

「……………」

「まあ、全部俺おれの勝手な想像だから、真実は本人に聞いてみないとわからないけどな。最悪、本当に裏切って敵方についてるだけで、深い意味なんてないのかもしれないんだから」

　二人を包む空気の質が変わった。

　もしかしたら、開けてはいけない箱を開けてしまったのかもしれない。

　目の前に立つ少女が──本当に敵側の人間として、星を落としていたのだとしたら──

　未み来きに防ぐ術はない。

　星に体を貫かれ、無残な姿を晒さらして全すべてが終わる。

　これからどんな結末を迎えるか？

　知っているのは、紫のドレスに身を包んだ、星ほし屑くずの魔女だけだった。

　貴き美み子こは満足気な顔で、未来に微笑ほほえみかけた。

「ふふ。素敵な推理ですわ、お兄たん。でしたらわたくしも淑女として、そんな男性に応こたえなくてはいけませんわね」

　未来に見られないよう、貴美子は片手を背中に回した。明らかに何かを隠している立ち振る舞い。

　息を呑のむ緊張感の中。

　次に響いたのは──破裂音だった。

「お見事！　大正解ですわっ。お兄たんっ」

　ただ、それは破壊を伴うような強烈な音ではなく、クラッカーを鳴らしたときのパンッという、寂しい破裂音であった。

　クラッカーから紙テープが飛び出してくる。それは、何とも言えない表情を浮かべる未来の顔に、きれいに乗った。

「あら？　せっかくわたくしがサプライズを演出してあげましたのに……お兄たんってば、反応が薄いですわね」

「反応が薄いってお前……」

　とりあえず話をするため、未来は顔に乗っている紙テープを振り払った。

「空気を読めよッ！　空気をッ！　そういう雰囲気じゃなかっただろ？　もしかしたら、ここからもう一波乱あるかもしれない流れだったんだから……それに合わせてお前もシリアスな感じでこいよ！」

「ふんっ。わたくし、そうやって時代に流されるような安い女ではありませんから。生き方くらい、自分で決めさせてもらいますわ」

「だからってこのタイミングでクラッカーはないだろ……」

「ああもうっ。じゃかぁしいですわ、お兄たん。ここからわたくしが真相を語るのですから、お兄たんは黙って話を聞いていたらいいんですわ！」

　黙れと言われたので、未み来きは渋々黙ることにした。

　貴き美み子こは秘密を抱えていたうっぷんを晴らすかのように、堂々とした態度で偉そうに話し始めた。

「そもそもの話でいえば、あの方……鳴なる海みリナという魔女は、トップクラスの危険人物として、国にマークされている存在でしたの。理由はお兄たんもご存じのとおり、正体不明の毒を撒まき散らす、気分次第で自由気ままに行動するスパイだからですわ。そんな彼女は、実際に国の中枢にいるような偉い方々にも毒を撒き散らしていて……国としては、一刻も早く彼女が扱う毒の正体をあばく必要がありましたの。ですが、優秀なスパイでもある彼女が、そう簡単に尻尾しつぽを出すようなことはなく……国としてもお手上げに近い状態になっておりましたの。そんなときに入ってきたのが、彼女が他国のスパイとして、この学園に侵入しようとしているという情報で……国にしてみれば、千載一遇とも言えるような大チャンスでしたの。なので、内部に前もって協力者がいるといった偽情報を流して、彼女をおびき寄せたんですわ」

「彼女はそれがお前ってことを知っていたのか？」

「いいえ。知りませんわ。何かあったら星が降ってきて彼女を護まもる。それぐらいの認識しか持っていなかったと思いますから」

「よくそれで彼女が信じたな。疑われたりはしなかったのか？」

「まあ、学園の中にさえ誘い込めれば、秘密裏に外部と連絡を取り合うことは不可能ですから……そのへんは、臨機応変に適当な理由を作って上う手まく切り抜けましたわ。ですがそれよりも──なぜか彼女自体がこの学園に来たがっていたようで──実際は協力者などいなくても、彼女はこの学園にこようと思っていたみたいですわ。全すべてを失うリスクを冒してでも、この学園にこようと思った理由──それはちょっと、わたくしにはわかりませんが……」

「逢あいたい……奴やつがいたんじゃないか」

「逢いたい人？　何か、心当たりでもお有りですの？」

「さあ……俺おれが勝手にそう思っただけだよ」

　未来は適当な方向を見つめた。

　彼女にあげた招き猫のストラップ。

　大切にしてくれたら、嬉うれしいんだけどな……

「……まあ、いいですわ。あの方とお兄たんが最後に何を話していたのかは知りませんが、わたくしとしては、原因不明ということで納得してあげますわ。まあとにかくそういうわけで、彼女はこの学園にやってきましたの。そこで予想どおり、スパイとしての行動を起こし、こちらとしては、万全の態勢であの方の秘密をあばこうとしたのですが……」

「わからなかったんだな？」

「ええ。どんな毒が相手でも対処ができるよう用意をしていたのですが……実際に、永と遠わさんという犠牲者まで出てしまうことになってしまい、正直、こちらとしてはだいぶ追い込まれていましたの。相手との取引に応じるというのも苦肉の策で……こちらとしては、犠牲者が出ることも覚悟していたのですから。ですが、そうなることなく事件は解決してくれて……………本当に、こちらからしたら奇跡のような円満解決になってくれて。それも全すべてお兄たんのおかげですわ。ふふっ。最高に格好かつこ良かったですわよ。お兄たん」

　そう言って見せた貴き美み子この笑顔に、未み来きは照れてしまった。

「まあ、できることなら前もって相談しておいてほしかったのですが……事情が事情だから仕方ありませんわね。お兄たんの立場にしてみれば、わたくしが本当に敵と繋つながっているという可能性もあったわけですから……最後の最後まで、計画を明かすわけにはいかず、瑠る璃りさんを使って交渉の邪魔をしたんですわね」

「正直に言うと、お前が裏切ってるとは思ってなかった。何か事情があって正体を隠してるってことはわかってたんだけど……まあ、最悪の事態になることも考えて、一応な」

「もしかしたらわたくしは敵と繋がっているかもしれない。それを瑠璃さんと沙さ夜やに話してショックを与えないため、あえてわたくしと二人きりになるまで、気づいてることを言わなかったんですわね。ふふっ。お兄たんってば、お優しいんですわね」

「別に……そういうわけじゃないけど」

　照れくささから、頬ほおを指で掻かいてしまう。

「お兄たんに詳しい事情を話さなかったのは、お兄たんには自然な反応をしていただきたかったからですわ。一度でも怪しいと思ったら、もう二度とチャンスはないかもしれない。だからこそ、作戦に必要な人間以外、誰だれにもそのことを教えないようにしていましたの。ですが、学園で唯一の男性という立場から、スパイがお兄たんに接触してくる可能性は極めて高かったですから……最低限のことは、お伝えしておきましたの」

「スパイを捕まえるために協力してくれって感じのことを言ってたけど……本当はそこまで期待してなかったんだろ？」

「ええ。お兄たんには悪いんですが、そのとおりですわ。危険を認識し、自分の命さえ護まもってくれればそれでいいと思っておりましたから」

「それで、俺おれの身に危険が迫ると、お前は星を落としてたってわけだ。あれは、俺を脅すためじゃなく、彼女の毒から俺おれを護まもるためだったんだな？」

「ええ。ああやって警告すれば、我が身の可愛かわいさからお兄たんが身を危険に晒さらすことはないと思っていたのですが……お兄たんはそんな恐怖には屈しなかった。空から自分めがけて星が降ってくれば、誰だれでも心の底から怯おびえるものなのですが……一歩も怯ひるまず毒の魔女と対たい峙じするお兄たんの姿。今思い出しても、素敵でしたわ。わたくし……ちょっとした恋をしてしまいそうですわ」

　そこは、褒められても微妙なところだった。

　一人で生み出した勇気ではない。

　励ましてくれる妹がいたからこそ、振り絞れた勇気なのだから。

　未み来きは空を見つめ、永と遠わのことを思い出した。

　色々なことを思い出したせいで─────顔が赤くなってしまいそうだった。

「さっきのやり取りも、お前は隠れて見てたんだろ？　あんな風に適当に星を落として、隠れて様子を探ってた上級生の人とかは大丈夫なのか？」

「そのへんは問題ありませんわ。上級生の方々とはちゃんと連絡を取り合っておりますから。もしも、お兄たんがあの星ほし屑くずで慌てふためくようなことがあれば……何の勝算もないと判断し、早々とこちらが介入したと思いますが──お兄たんはちゃんと全すべてを理解し、あの星屑の警告を受け流した。それで何か考えがあるんだと思い、区切りがつくまで様子を見ようという判断になりましたの」

「なるほどな……で、こんな所で俺と呑のん気きに話なんかしてていいのか？　自分は囮おとりで、本当のスパイは他ほかにも何人か入り込んでるって、彼女が言ってたけど……」

「ああ、それでしたら何の心配もありませんわ。三年生のお姉様方は、お兄たんが思っている以上に優秀な魔女ですから。きっと今いま頃ごろは、滞りなく全てを終わらせていると思いますわ」

「……知ってたのか？　他にもスパイが入り込んでたことを」

「ええ。鳴なる海みリナさんと比べると、大したスパイではなかったようで……この学園のセキュリティを甘く見て外部と連絡を取り、あっさりと正体を見抜かれていましたわ。そこで捕まえてもよかったのですが──今回は最大限利用させてもらうことにいたしましたの。危険人物である毒の魔女。この学園にスパイを送り込んでくる他国の諜ちよう報ほう機関。この際ですから、全部まとめてどうにかしようと思いましたの」

　貴き美み子こは普通の顔をして、その事実を告げた。

　その顔に、言葉を失う。

　そのときになってやっと、未来は全てが誰かの手の平の上だったということを悟った。

　毒の魔女から始まる、国家レベルの陰謀を含んだ今回の事件。

　その全てを、裏で操っていた人間──

　その人物は──未み来きとリナが迎える結末も、予想していたのかもしれない。

「さあ、それではこれでフィナーレですわ。やっぱり最後は、わたくしのようなスーパー美少女が舞台に立たないと。観客が納得してくれませんからね」

　そう言って、貴き美み子こは身に纏まとっている空気の気配を変えた。

　未来を含めた全すべてのものが、呼吸を止める。

　星空のステージ。

　貴美子は全てを、自分のための舞台に塗り替えてしまった。

「何を……するつもりだ？」

　全く見当がつかない。だが、とんでもないことをしようとしているという予感があった。

　貴美子はいつものように、自信満々の笑顔で言った。

「実はもう一つだけ……お兄たんにお教えしてなかったことがありますの。わたくしの身の安全に関かかわることですので、あまり多くの人には話せないのですが……今夜、最も素敵だったお兄たんへのご褒美ですわ。わたくしの極上の秘密を──お兄たんに教えて差し上げます」

　何だ？　本当にいったい、こいつは何を……………ッ？

　右腕が、今までにないくらい尋常じゃない強さで輝き始めた。

　この輝きは──「五ご帝てい」の一人、「白はく銀ぎん帝てい」が本気になったときのものに匹敵する。

　馬ば鹿かな？　何だいったい？　何で貴美子から、瑠る璃りに匹敵するような魔力を……………

「わたくし、実は秘密の呼び名がございますの──」

　辺りの空気なんてレベルじゃない。

　空が、大地が、海が──

　この世界のものすべてが。

　一人の魔女の力で、彩りを変えていく。

「『究きゆう極きよく帝てい』。そう……呼ばれているんですの」

「……………………………きゅうきょく、てい……………」

　それはリナが口にした、最も派手な名を持つ「五帝」の呼び名。

　考えられないほどの魔力を放ちながら、貴美子は両手を高々と上げた。

　未来の右腕は、依然として尋常ではない輝きを保っている。



「さあ。これが最後のお仕事ですわ」



『究極帝』が口にしたフィナーレを飾る言葉。

　振り下ろす両手に合わせ、世界が咆ほう哮こうにも似た音を奏でた。

「な、何だ……………」

　空の色が変わる。

　強烈な光を発するそれは、紛れも無く空から降ってきた──神の矢だった。

　空気との摩擦で青白い光を放ちながら、星が落ちてくる。

　今まで見たものとは比べ物にならない大きさ。

　直撃すれば、超高層ビルすらも一撃で瓦が解かいさせてしまいそうな流星が数十発。

　世界を照らす光を放ちながら、学園の周りの海へと落ちていった。

「うそ、だろ……」

　わずかに間が空き、爆音が世界に響きわたる。

　悲鳴を上げた海が、見たこともない高さの水柱をつくり出す。

　空から落ちてきた星が舞いあげた海水は、雨のように降り注ぎ、また海へと戻っていく。

　夢のような……いや、夢としか思えないような出来事。

　ひとりの魔女はその瞬間。

　紛れも無く、星を操る女神だった。

「『月女神の狙撃アルテミススナイプ』。そういう名前ですわ。内容は今見たとおり星を降らせるといったもので……まあ、そんなに使い道がある能力ではありませんわ」

　星を操る賢者。

『究きゆう極きよく帝てい』。神じん宮ぐう院いん貴き美み子こ。

　彼女が起こした奇跡を前に、未み来きはただ、立ち尽くすしかなかった。

「……どうして、こんなことを？　お前の凄すごさはわかったけど、今更こんなことをして、いったい何の意味が？」

「単純に言ってしまえば、ただのメッセージですわ。今回の事件は、これで終わりにしてあげます。ですが、もしもこれ以上この学園にちょっかいを出すというのであれば──そのときは、この星をそちらの国に落として差し上げますわという、わたくしからのメッセージですわ」

　この警告は、この学園のどこかに潜んで様子を窺うかがっているであろう、他国の人間全すべてに向けたものだった。

　もしもこの学園に住む魔女を怒らせたら、頭上に星が降ってくるのだ。こんな光景を見せられ、この学園を敵にまわそうと思う人間はいない。

　この先永久にというのは無理だろうが、少なくとも数年は、どこの国のどんな組織も、この学園に害を与えようとは思わなくなるだろう。

　全ては、学園にスパイが侵入したというミスから始まった。

　それを『究極帝』は思いどおりに操り、最後には最上の成果を手に入れてしまった。

　全ての敵対組織から、この学園を護まもる。

　貴美子は未来とは比べ物にならないくらい高いレベルで、それを実行したのだった。

「……大した奴やつだよ。お前は……」

　それは、心の底からあふれ出た賞賛の言葉だった。それくらい素直に、未み来きは貴き美み子この凄すごさを認めていた。

　未来が褒めたことで、貴美子はキョトンとした顔を見せた。

　褒められ慣れていないからか。貴美子はしばしの間、未来の言葉に反応することができないでいた。だがすぐに満面の笑みを浮かべ、未来のほうへと歩み寄ってくる。

「そうなんですわよ、お兄たん。やっと……やっとわたくしの本当の凄さが、お兄たんに伝わったんですわね。そうなんですわ！　他ほかのどんな魔女よりも……………わたくしのほうがずっと可愛かわいくて魅力的なんですわよ。やっとそれが伝わってくれて……わたくしは嬉うれしいですわ」

　未来の右手を両手で握り、貴美子は体を揺らして喜びを表現する。

　豊満に整ったスタイルと、それに反した子供のように無邪気な笑顔。

　特に攻撃力が高いのは──今身に纏まとっている、貴美子のドレスだ。

　あらわになった背中と太もも。女としての魅力を全力で撒まき散らし、男を誘っている。その香りに誘われ触れた肌は極上の柔らかさで──ドレス姿を視界に入れながら触る貴美子の手は、呼吸を忘れてしまいそうなほど柔らかかった。

「？　あっ……うふふ」

　それを察した貴美子が、チャンスとばかりに体を未来に寄せてくる。

「お兄たん。わたくし、慣れない力仕事で疲れてしまいましたわ。だからぁ……誰だれかに優しく、癒いやしていただきたいですわ」

　むにゅっとした凶悪な弾力が、胸の辺りに広がってきた。

「ねえ、お兄たん。今でしたら邪魔する人間は誰もいないわけなんですし……お兄たんさえよろしければ……このまま二人っきりで、今回の反省会を行なってもいいんですわよ」

　甘えるような眼で、未来を見上げてくる。

　どうしたものかと悩んでいると、二人の少女が駆け足でこの場に姿を現した。

「貴美子さーん。お兄たんさーん。大丈夫ですか？」

　現れたのは、沙さ夜やと瑠る璃りの二人だった。

　二人共ドレスを身に纏っており、普段とは違う新鮮な印象を抱かせる。

　すぐそばまで駆け寄ってきた沙夜とは対照的に、瑠璃は一定の距離で立ち止まり、観察するように辺りを見回した。

「……相変わらず、派手なやり方。もう少し目立たないようにできなかったの？」

　星ほし屑くずに荒らされた辺りの風景を見て、瑠璃がそんな感想をもらす。言われた貴美子は恥じることもなく、誇らしげであった。

「仕方ありませんわ。美少女というのは、嫌でも目立ってしまうものですから」

「あっそ……まあ、そのほうがあなたらしいと思うけど」

　呆あきれる瑠る璃りと、誇らしげな貴き美み子こ。

「あなただったらわかりますよね？」という態度の「究きゆう極きよく帝てい」と、「あなたらしい」と応こたえる「白はく銀ぎん帝てい」。

　きっと瑠璃は、貴美子がこの事件に深く関かかわっていることを、何となくだがわかっていたのだろう。

　それでも黙って未み来きに協力したのは、貴美子を信頼していたからこそで──

　未来は何気ない二人のやり取りから、一緒に困難を越えてきたという信頼関係を見たような気がした。

「……………」

　その一方で、なぜか沙さ夜やは期待するような顔で貴美子を見ていた。

「……何ですの？　そんな眼で見られても、もう何もありませんわよ」

「あっ……やっぱり、そういう流れですか。いえ、星が海に落ちたとき、もう遅いだろうとは思ったんですけど……やっぱり、わたしが一番見たかった格好かつこいい貴美子さんはもういないんですね。わかりました。ハァ……いつもの変人な貴美子さんで我慢します」

　心の底から残念そうにそう言うと、沙夜は深くて暗いため息をついた。

　瑠璃が言っていたが、沙夜は、いざというときの格好いい貴美子が好きなようだった。普段の格好悪い姿はそのときのための前振りでしかなく、沙夜自身、普段は貴美子を貶おとしめるようなことを言って、貴美子を格好悪くしているらしい。

　それらは全すべて、「究極帝」としての貴美子の格好良さを、最大限味わうためで……それを逃した沙夜の悔しさは、未来の想像を超えるものなのだろう。

「失礼な。誰だれが変人ですか」

　間接的に悪く言われた貴美子は、仕返しとして沙夜の頭を軽く叩たたいた。音も出ないほどの軽いツッコミだったが、当たりどころのせいで、沙夜の眼鏡が地面に落ちてしまった。

　あーあ。沙夜の奴やつ、また余計なこと言うから叩かれちゃ……って……………

「ああ。眼鏡が落ちちゃいました。レンズに傷がついたら、どうしてくれるんですか？」

「自業自得ですわ。叩かれたくないのでしたら、普段の発言には注意することですわね。ねえ。お兄……たん？」

　貴美子が声をかけたようだが、今の未来の耳には届いていなかった。

　な、なんだ……………すげえ。眼鏡を外した沙夜って……メチャクチャ可愛かわいい……

　その衝撃は、「超絶カワイイ瑠璃たん」を見たときに匹敵するものだった。

　大きな瞳ひとみ。長いまつげ。綺き麗れいな形の小さな鼻。

　瞳が見えるようになっただけで、全く印象が変わった。

　美少女ばっかりが出てくる少女漫画。その中でも美少女と呼ばれるであろう、圧倒的な可愛かわいらしさ。

　妖よう精せいのような美び貌ぼうを持つ沙さ夜やは、今まで出会ってきた少女の中で最も理想的な──

　──可愛らしい妹の顔をしていた。

「ご、ごめん。ちょっと、顔を見せてもらってもいいか？」

　未み来きらしくなく、相手の都合など考えず、肩を掴つかんで顔を凝視する。

「え……どうしたんですか？　お兄たんさん。急にこんな風に見つめられたら……は、恥ずかしいですよ」

　恥じる姿が、また可愛らしい。

　こんな妹が欲しかった……

　素顔の沙夜は、未来をそんな気持ちにさせた。

　そうやって火照った頭が一気に冷える、星ほし屑くずの一撃。

　スナイパーによる狙そ撃げきのような一撃が、激しい音を立てて未来の後方に着弾した。

「つまんね」

　狙そ撃げき手しゆはもちろん、貴き美み子こだった。

「何でですの？　何でいつもわたくしが、噛かませ犬みたいな立ち位置になるんですの？　おかしいですわ！　この場で最強の美少女は、間違いなくわたくしのはずですのに！」

　そう言って、「究きゆう極きよく帝てい」は怒り出す。

　どうやってなだめようかと、未来は悩む。だがそれよりも早く、眼鏡を装着した沙夜が貴美子に詰め寄っていく。その姿は、「待ってました」といった感じだった。

「それです！　それですよ貴美子さん！　今みたいに、凄すごい魔力を使って優雅に星を落とす姿を、もっとわたしに見せてください。普段は何の役にも立たない格好かつこ悪い魔女が、実は最高の魔力を持つ星屑の支配者だなんて……最高に萌もえる設定じゃないですか！　だから……だから貴美子さん。もう一回、星を降らせる素敵な姿を、わたしに見せて──」

　熱意あるファンの登場に、当の貴美子は迷惑そうだった。

「ああもうっ。うるさいですわね。わたくしはあなたのハァハァの材料じゃありませんわよ！　そんな気軽に使える力じゃないんですから、我慢しなさい！」

「そこを何とか……お願いします」

　亡者のように懇願する沙夜を、必死になって振りほどこうとしている貴美子だった。

　驚いたな。沙夜の素顔が、あんなに可愛かったなんて……なんか今は、沙夜を貴美子に盗とられたようで、わけのわからない嫉しつ妬とをしてしまいそうだ……

　突然、誰だれかが後ろからチョコンと服を引っ張ってきた。

　そこにいたのは、若干露出の多いドレスを身に纏まとった瑠る璃りだった。

　素っ気ない顔で、だけどどことなく甘えるような感じで、瑠璃は指先だけで遠慮気味に未来の服を引っ張っていた。

「大丈夫だった？　兄様」

　そのまま、そんなことを聞いてくる。

　だから未み来きは、できる限り優しい笑顔で答えた。

「ああ……全部終わったよ。お前たちのおかげでな」

「……そう。よかったね」

　そう言った瑠る璃りは、いつものように素っ気なかった。だが、それだけで終わらないのが、瑠璃という少女の怖さであり、可愛かわいらしさだ。

　視線を向けることなく、瑠璃が未来の手を握り指を絡めてくる。未来が顔を見ると、瑠璃は「なに？」といった、とぼけた表情を浮かべた。

　仲良くじゃれ合っている貴き美み子こと沙さ夜やを横目に、誰だれにも気づかれないように、イタズラッぽく甘えてくる瑠璃。

　ドレスを纏まとった三人の妹魔女。

　未来は現状を思い、呆あきれ気味な表情をしながらも──楽しそうに笑っていた。










エピローグ



　あの事件から三日。

　いつもと同じ放課後。未来は、貴美子たちがいる部屋を目指していた。

　頭の中では、ついさっき父親に聞いたことを考えていた。

　未来の父親は、魔女関係の仕事をしている政府の人間だ。だから今回の事件に関することを、未来以上に詳しく知っていた。

　全すべての秘密を語ったリナは、しばらくの間、監視を受けて生活することになった。しかし、最大の驚異であった毒の秘密がバレた以上、もう、危険人物としてマークされることはないということだった。

　元々、暇潰しのためにスパイ活動をしていただけで、危険な思想などは持っていないので、少し我慢すれば自由になれるだろう。

　政府の人間として、父親はそう言っていた。

　未来のことは、不自然なほど何も言っていなかったらしい。ただ、招き猫のストラップは、大切にしているようだった。

　いつかまた会うことがあるかもしれない。そのときは何て言おう……

　未み来きは、そんなことを考えていた。

　そういえば、親父おやじは貴き美み子この計画と秘密を知ってたみたいだけど……だったら俺おれにも少しは教えとけっていうんだよ。そんなに息子が信用できないのかよ。あの馬ば鹿か親父は……

　貴美子が『究きゆう極きよく帝てい』だということを、父親は知っていたようだった。

　国でも一部の人間しか知らない、都市伝説のような存在──『五ご帝てい』。

　存在を秘密にしている理由は、暗殺などの災いを避けるためだ。

　父親の話によると、貴美子の最も凄すごいところは、全体の力関係を把握した、的確な作戦立案能力にあるようだった。

　もともと知能指数が高く、国としても魔術を抜きにして、貴美子のことを高く評価していたらしい。全幅の信頼を寄せているのもそのためで──今回の事件も、全面的に貴美子に一任していたようだった。

　綺き麗れいで賢くて、更には星を操る女神のような魔女……か。そりゃ、『究極帝』なんて、ド派手な名前をつけられるよな。

　ちなみに、そんな呼び名をつけたのは未来の父親で、貴美子はその呼び名を、もの凄く気に入っているようだった。

　相手が求めているものを的確に見抜き、それを与えるか……うーん。親父の奴やつ、さすがに何年も魔女を相手に仕事をしてたってわけじゃないな。俺も、その点だけは見習わないとな。

　そうやって考え事をしながら歩く未来の前に、一人の少女が現れる。

「あ、お兄」

　制服を着た永と遠わが、書類が入っているであろう封筒を抱えて立っていた。

「あ……お、あ、う……な、何だ……と、永遠か？」

　一気に顔が赤くなったのを自覚した。

　意識せずとも考えてしまう。

　肌を触られ、恥ずかしげに声を出す妹の、あの姿を──

　あれから、永遠とは一度も会っていなかった。お見舞いには行ったのだが、行き違いになり会うことができず、今日までお互いに顔を見ることすらできなかった。

　だからこそ、心の準備なしで会うのは難易度が高い。

　未来はできるだけ平静を装い、永遠に話しかけた。

「ああっと……あの、体のほうはもういいのか？　大したことなかったって言っても、毒を飲まされたわけなんだから……もう少しくらいは、休んだほうが……」

「大丈夫だよ。熱は一日で引いて、すぐにもとに戻ったんだから。それに、今回はあたしのせいでみんなに迷惑をかけちゃったんだから……その分、頑張らないと」

　永遠は普段と何ら変わらない顔で、未来に接している。

　セミロングの髪と、意思の強そうな切れ長の瞳ひとみ。みんなを惹ひきつける魅力的な姿は、いつもの永と遠わのままだ。

　だからこそ、ギャップがえげつなくて困る。

　こんなしっかりした妹が──「おにいちゃん」と呼びながら甘えてきて、挙句の果てにはあんなことまでして……

　何でこいつは、こんな風にいつもどおりなんだよッ！　あんな風に色々あったんだから……もっと、緊張しろよッ。くそッ。きたねえぞ！

　そんな理不尽な理由で、怒りたくなった未み来きだった。

　永遠はそんな未来を、不審者を見るような目で見ている。やがて我慢できなくなり、ついには手を出してきた。

　グーで未来の顔を、軽く殴ってくる。

「ぐはっ。こら……いきなり何しやがる？」

「お兄がバカ丸出しの顔してるから、あたしが整えてあげたんじゃない。むしろお礼を言って欲しいくらいなんだから……『殴ってくれてありがとうございます。妹様』って言ってよね。バカお兄」

「な、なぜ俺おれがお前に殴られて、お礼なんかを……」

　怒ろうと思った矢先、「あのとき」の永遠を思い出してしまった。

　こんなに生意気で可愛かわいくないあの妹が、あのときだけは信じられない姿を見せて──

　またしてもバカ丸出しの顔をする未来に、永遠の鉄てつ拳けんが飛んでくるのであった。

　永遠は用事があり、未来と同じ貴き美み子こたちがいる部屋に行こうとしているようだった。なので、二人で一緒に目的地を目指す。

　緊張で上う手まく話せない未来とは対照的に、永遠は異常なまでにいつもと変わらない。まるで、あのときのことを全すべて忘れているかのようだ。

　くそ……永遠のほうが、俺よりも大人ってことなのか？　悔しい。何だか俺だけが、一人で勘違いしてるみたいで……

　悶もん々もんとしたまま、部屋へとたどり着く。

　扉を開けようとすると、中から、何か言い争っているような声が聞こえた。

「きゃぁーん。駄目ですわよ、瑠る璃りさん。負けたからってそんな風に怒っていては、顔にシワができてあっという間におばあさんになってしまいますわよ」

「いいっ。あなたを殺せるんだったら──何にでもなってやるっ」

　室内では、瑠璃と貴美子が追いかけっこをしていた。

　天井や壁を利用し、部屋中を逃げ回る貴美子。追いかける瑠璃は、何かカードのような物を貴美子に投げつけていた。

　そのうちの一枚が未来のそばに飛んでくる。

　手に取ったそれは、トランプのカードだった。

　避難のため、入口のそばに立っていた沙さ夜やに事情を尋ねる。沙夜は二人の喧けん嘩かを止めることなく、見守っているだけだった。

「おい。何があったんだ？　瑠る璃りがあんな風に怒り狂うなんて……よっぽどのことでもあったのか？」

「大したことじゃないですよ。暇だったから三人で神経衰弱をやって、貴き美み子こさんが一度もミスすることなく、全すべてのカードをめくるという奇跡を起こしただけですから」

「神経衰弱で一度のミスもなくって……それって間違いなく、イカサマだよな？」

「証拠は見つかってないんですけど、多分そうだと思います。にもかかわらず、勝者として敗者の瑠璃さんを挑発していた結果──」

「瑠璃がキレちゃったというわけだな」

「瑠璃さんはちゃんと我慢したんですよ。その点は、逆に褒めてあげてほしいくらいです」

　そんなことを言いながら、沙夜はホクホクの笑顔で二人を眺めていた。

　喧嘩をしている二人が、あんなことやこんなことをして仲直りする。そんなストーリーを妄想し、心の底から楽しんでいるのだろう。

　逃げ回りながらも、貴美子が未み来きのことを発見する。

　すると素早く未来の後ろに回り、未来のことを盾にした。

「あっ。お兄たんってばちょうどいい所に。負け犬の瑠璃さんが、逆恨みでわたくしを殺そうとしていますの。だからお兄たん。わたくしを助けてくれませんか？」

「はぁ？　何で俺おれがお前の代わりに生いけ贄にえにならなくては……」

　そんなセリフも、当の狩人かりゆうどには届かないようだ。

　瑠璃は両手を突き出し、あの魔法陣でこちらを捉とらえている。

「兄様……どうしてそんな女を庇かばうの？　邪魔をするんだったら、たとえ兄様でも……」

「だぁッー。待てこら。見てわからないのかっ？　俺は庇ってるんじゃなくて、盾にされてるだけで……」

「そんなの、お兄たんがわたくしのことを好きだからに決まってますわ。あなたのようなペチャパイより、わたくしのような美少女のほうが愛されるに決まってますわ」

「……………そう。じゃあ、もう何も言わない。サヨナラ。兄様」

「こらぁッ。二人して勝手なこと言うなッ！」

　二人の魔女の間で慌てふためく未来を救うため、前に出たのは永と遠わだった。

「こら！　瑠璃。そんな風に魔術を人に向けたら駄目でしょ」

　まるでお母さんのように、永遠が瑠璃のことを叱しかる。手を取り大人しくするよう促すと、意外なほどあっさりと、瑠璃は怒りの矛先をおさめてしまった。

　そして二人で話を始める。

　瑠る璃りがポケットから何かの紙を出し、永と遠わがそれに目を通し始めた。

　はっ！　あれは──俺おれの活動報告書。永遠の奴やつ、いつの間にアレを瑠璃に？　しかも、瑠璃はそれにしっかりと何かを書き込んでいるようだけど……

　二人で紙を見つめながら、永遠が笑う。瑠璃の表情はいつもどおり無愛想なままだが、ツインテールの先が、小刻みに揺れていた。

　二人で楽しそうにしやがって、いったい何が書いてあるっていうんだよ？

　陰で勝手なことを言われているような気がし、未み来きは少し不愉快になる。

　そんな未来のことなど気にせず、二人で紙を読み進める。するといきなり、これでもかというくらい怖い顔で永遠が未来のことを睨にらみ始めた。

　あ、あんな怖い顔するなんて……いったい、何が書いてあるんだろう？　あの紙には……

　陰でやっていた悪事がバレたような気がして、未来は少し怖くなった。

「あらぁ。瑠璃さんがあんな風にツインテールを揺らしてるなんて、珍しいですわ。お兄たん。ご存じですか？　ああやってツインテールを揺らしてるときの瑠璃さんは──」

「楽しんでるときなんだろ」

「あら？　ご存じでしたの？　そうですわ。犬の尻尾しつぽと同じで、あれは、本人が楽しんでるときは小刻みに揺れるようになっていますの。お兄たんってば、よくご存じでしたわね」

















　古くからの友人である貴き美み子こが言ったとおり、無愛想な顔をしているが、瑠る璃りはどことなく楽しそうだ。

　永と遠わと瑠璃。

　未み来きにしてみれば、放っておくことのできない二人の妹。

　仲良くなってくれたことが、素直に嬉うれしかった。

　一方で背後から、邪悪な気配が漂ってくる。

「瑠璃さんに友人ができるのは喜ばしいことですが……わたくしの知らないところで仲良くなったというのが、少々気に入りませんわね。ここはバシッと、わたくしという存在の偉大さと価値をあの二人に教えこみ、わたくしがどれだけ大切な存在かというのを、あの二人に再認識させて──」

「孤高の狼おおかみと忠実な猟犬の間に、自分のことしか考えてない貴き美み子こさんが入ったところで何もできないと思います……………って、そうです！　貴美子さんよりも永遠さんのほうが、男性役としてはピッタリで……これはっ。今まで以上に面白い作品が生まれるような気がして──」

　嫉しつ妬とする貴美子と、妄想する沙さ夜や。

　そんな二人の邪悪な気配を背中で感じ、渋い顔をするしかない未来だった。





「というわけで、これからは瑠璃が、お兄のことをあたしに報告してくれることになったから。変なこととかしないでよね。バカお兄」

　要件を済ませた永遠と、未来は廊下で話をしていた。

　三人は、懲りずに室内でトランプをしている。何度負けてもやめないということは──瑠璃は単純に、ああいうゲームが好きなのだろう。

　これからは、瑠璃が永遠に俺おれのことを報告するのか……貴美子と違い、瑠璃だったら真実しか報告しそうにないから安心なんだけど……温情とか、絶対に挟まないタイプだよな。瑠璃って……

　変なことをしたら、そのままストレートに永遠に報告されてしまう。

　これからはもっと気をつけて行動しようと、未来は人知れず心に誓った。

「じゃあ、要件も終わったから、あたしはこれで帰るけど……どうしたのよ？　お兄。まだ、変な顔してるけど」

　永遠が帰ってしまう前に、あのことだけはちゃんと整理しておきたかった。そうでないとこれから先、ずっと、永遠をまともに見ることができなくなってしまう。

　緊張している未来とは違い、永遠は不思議そうな顔をしたままだった。

「あのさ……永遠。あのことなんだけど……あれは、あれだ。ただの医療行為ってことで深い意味はないから、お互いに忘れよう。俺おれはもう気にしないから、お前も気にせず、いつもどおりのお前のままで──」

「？」

　相変わらず、永と遠わは不思議そうな顔をしたままだった。

　どうやら何かが、ズレているようだ。

「お兄ってば、さっきからいったい何を言ってるの？　あれは医療行為だとか、俺は忘れるとか……何言ってるのか、全然わかんないよ」

　はっきり言わせようとしている永遠が、未み来きには悪魔のように見えた。

　恥ずかしさで顔を赤くし、未来は思い切って言ってやった。

「だからッ、あの病室で起こったことだよ。俺はもう意識しないから、お前も忘れろって言って─────」



「え？　お兄……あたしのお見舞いに来たっけ？」



　一瞬、頭が真っ白になってしまった。

　永遠が見せる真面目まじめな顔。どうやら、永遠は本気でそう言っているようだ。

「うん？　お前……いったい何を……」

「実は……熱で、最初の一日のことはあんまり覚えてないんだ。ただ、瑠る璃りがお見舞いに来てくれたことだけは、印象的だったからよく覚えてて……そういえば、お兄にはちゃんと説明してなかったね。あたし、瑠璃と友達になったから」

「いや……はい。そうっすか……それは、よく知ってますけど」

「でも、それ以外のことは全然覚えてないんだ。他ほかに誰だれが来て、何があったとか……全然覚えてなくて、気がついたら、ベッドの上だったっていう感じなの。それで、お兄には悪いんだけど……お兄って、あたしのお見舞いに来たの？」

「え……いや。俺もよく覚えてないから……うん。たぶん、行ったんじゃ、ないのかなぁ」

「？」

　ますます不思議そうな顔をする永遠とは違い、未来は、虚無感に襲われた顔をするしかなかった。

　そっか……何だ。覚えてないんだ。あんな風に甘えてきて、色んなことがあったのを……永遠は、覚えてないんだ。そっか。そうだよな……うん。それが一番だ。だって、俺たちは兄妹なんだから。別に、何もなくてもガッカリするようなことは……

　心臓が潰れるくらい萌もえた、「お兄ちゃんに甘えたい永遠たん」は、あのとき死んでしまったんだ。

　もう一生……あんなことはないんだ。これから先ずっと、俺はこの生意気な妹に振り回されて……生きていくんだな。

　なぜか零こぼれそうになった涙を、未み来きは天井を見上げることで我慢した。

「？　どうしてお兄がいきなり燃え尽きたのかはわからないけど……………あっ。そうだお兄。お父さんからの話、聞いた？」

「え？　親父おやじからの話って？　さっき話したときは、特におかしなことは言ってなかったけど……」

「ふーん。そうなんだ。お父さんはお兄には内緒にして、驚かせようとしてるんだ。だったら、あたしも黙ってようかなぁ」

「何だよ？　隠し事なんかしてないで、言いたいことがあるんだったらさっさと言えよ」

「そう？　じゃあ、特別に教えてあげる。あのね、お兄。純じゆんが──学園に帰ってくるんだって」

「え！　純が……本当か？」

「うん。お父さんが言ってたから間違いないと思うよ。正確な日にちまではわからないけど……近いうちに、帰ってくるんだって」

「そ、そうか。純が、帰ってくるのか」

　この学園を離れている大切な妹。もう戻ってこないような気もしていたが……また会えると聞くと、自然と気持ちが高ぶってきた。

　そっか。純が、帰ってくるのか……じゃあ、俺おれももっとしっかりしないと。久しぶりに会った純に、格好かつこ悪くなったなんて思われるのは嫌だからな。

「へぇ。純にまた会えるってだけで、何だか嬉うれしそうにしちゃって……でもしょうがないか。ずっと一緒だった妹と、久しぶりに会えるんだもんね」

　軽い嫌いや味みを口にするが、永と遠わもどことなく嬉しそうだ。

　それだけ、二人にとって純は大切な存在なのだ。

　よし。だったらこれからは、俺も女の子に対してちゃんとするようにしよう。お遊びみたいな誘惑も、毅き然ぜんと跳ね返さないとな。じゃないと、久しぶりに会った純に怒られ──

「でも……純だけじゃなくて、ちゃんとあたしの相手もしてよね」

　永遠が何か言っているようだが、あんまり耳に入ってこない。

　今は純のためにも、男としてしっかりしようと、未来は強く心に誓っていた。

「そうじゃないと─────」

　いきなり、シャンプーの良い匂においがした。

　永遠の顔が近くにある。

　それに気づいた瞬間。永遠が頬ほおに口づけをしてきた。



「─────嫌いになっちゃうからね。おにいちゃん」

















　頭をぶん殴られたような衝撃。視線を向けると、永と遠わはすでに背中を向けていた。

「お、おい永遠……今のは……」

「ふんっ。知らないっ。あたしのために、お兄がちょっと頑張ってくれたみたいだけど……あたしはそんなの、全然知らないもんっ。ふんっ。バーカ」

　背中越しにそう言うと、永遠は小走りで走り去っていった。

　恥ずかしさで、真っ赤になっている耳が見えた。

　妹のその姿に、未み来きの胸がキュンとなる。

　魔女だ……俺おれの妹は、いつの間にか……男を惑わせる、魔女になっていた。

　唇が触れた頬ほおに手を当てながら、そんなことを思う。

　その一方で、室内から、瑠る璃りが貴き美み子こを追い掛け回している音が聞こえてきた。

　これから始まる、妹魔女に囲まれた未来の日常。

　駄目だ……俺は多分、男として一生……しっかりできないような気がする。

　妹の唇が触れた部分を手で押さえ、自分の情けなさを再認識してしまう未来だった。










あとがき



　こんにちは、星ほし家いえなこです。好きな耳はコアラ耳です。

　今回は、嫉しつ妬とを一つのテーマにした作品を書かせていただきました。やっぱり女の子の嫉妬というものは、見てる分には可愛かわいいものですが、我が身に降りかかるとなると恐ろしいものですね。やっぱり女の子は、大切にしないといけないということです。



　今作において最も印象に残ったのは、何といっても「お兄ちゃんに甘えたい永と遠わたん」と「超絶カワイイ瑠る璃りたん」の二人ですね。この二人はやっぱり半端じゃなかった。

　口うるさくて怒ってばかりのくせして、人がいるときだけは優等生を演じて良い子になる永遠。でも実は寂しがり屋の甘えん坊で、心の中ではいつも「相手をしてよお兄ちゃん」と思ってる。そんな永遠だからこそ、素直に「お兄ちゃん」と言って甘えてくるときの攻撃力たるや……正直、永遠はずっとあのままでもいいかなっと思いました。だから、「お兄ちゃんに甘えたい永遠たん」はもういないんだと知った時の未み来きの虚きよ無む感は、痛いほどよくわかります。どうにかして、もう一度あの永遠を登場させたいと思っているのですが、意地っ張りの永遠さんがそれをオーケーしてくれるのか、微妙なところです。

　そんな永遠と双璧を成したのが、「超絶カワイイ瑠璃たん」。この子に関しては……もう言葉はいらないですね。「可愛いものは可愛いんだ。文句あっか？」と言わんばかりの強烈なビジュアル。そんな格かつ好こうをしてるくせして、恥じたり媚こびたりしようとしない瑠璃のメンタル。この二つが合わさった結果、「超絶カワイイ瑠璃たん」は誕生しました。今後も、コンスタントに「超絶カワイイ瑠璃たん」には出演していただきたいものなのですが……これも、本人の性格上どうなるかは微妙です。

　そんな全てのお兄ちゃんが抱く夢を、できる限り現実にしてくれるのが、新しく登場した沙さ夜やという少女です。今後、妹たちのこんな格好が見たいという要望があれば、是非沙夜にお願いしてみてください。できる限りお兄ちゃんたちの欲望……ではなく要望にお応えしようと、彼女は頑張ってくれるはずです。ただ、本人が眼鏡めがねを外した姿だけは、恥ずかしがるので難しいと思います。でもそれ以外なら、自分が「ハアハア」するために全身全霊をかけると思いますので、どうか沙夜のこともよろしくお願いいたします。



　それでは最後に、読者の皆様に感謝の言葉を。

　最後までお付き合い頂き、本当にありがとうございました。

　皆様がいるからこそ、自分は活動できているんだということを忘れず、今後も頑張っていこうと思います。

最大限の感謝と、読者の皆様の幸福を願い─────星家なこ










　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　一月六日生まれAB型。性別は、皆様の想像にお任せします。ファンの方々の大切さと有難さが心に染みる今日このごろ。この先どんな苦難があったとしても、応援して下さる方々のために、燃え尽きるまで頑張り続けたいと思います。最近お気に入りの言葉は、「プレミアム大当たり」。



　イラスト

　なちゅらるとん

　　千葉県在住。原画家兼イラストレーター。

　　代表作「あかね色に染まる坂」「星空へ架かる橋」。カードゲームに大ハマリして最近大会にも出ています。どこかでデュエルする事があればお手柔らかにお願いします。









妹が魔女で困ってます。２

～妹の嫉しつ妬とと魔女の毒～
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